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壱◆又右衛門、急襲！




１


「ちょーウケっからさ、この荒あら木き又右衛門さんにサクッと殺されな！」
　不意に現れた少女・又右衛門が腰こしの得え物ものを抜ぬき放つ。
　まだ中等部の生徒かと思うほど小こ柄がらな身体と較くらべると、刀の大きさがきわ立った。肉厚で、刀身の幅はばも広い。大だい刀とうというより巨きよ大だいな包丁だ。
「ま、待て！　待ってよ、キミ……！」
　柳やぎ生ゆう宗むね朗あきらが制するのもかまわず、
「抜かないならやっちゃうよ！　ゆーて、めんどくせーから抜くな！　ここで終わりだっての！」
　肉切り包丁を振ふりかぶる。
　武ぶ應おう学がく園えん塾じゆくとも呼ばれる、学園の大手道から少し入ったところ。
　城なら本丸に当たる生徒会棟とうからの帰り道、宗朗の行く手を阻はばんだのがこの又右衛門だった。
　人工的に焼いたと思える小麦色の肌はだに、不自然なほどオレンジ色がかった金きん髪ぱつ。
　眉まゆや睫毛まつげもかなり派手に増量、あるいは手を入れられている。
　そういえば頬ほおや唇くちびるのカラーもメイクだろうし、ヘアアクセサリーにピアスにネックレスと、光り物も満まん載さいだ。
　とくにネイルは、ひとつひとつやたらと凝こったキャラクター＆デコレーションで特盛り状態。
　着き崩くずした制服から大きく覗のぞいた胸むなもとは、小ぶりながら形のいいバストを見せつけるように谷間を刻んでいる。
　キラキラ光っているのは、ラメが振りかけられているせいのようだ。
　これだけギャル系ファッションに身を包つつみながら、膝ひざ上うえまでのオーバーニーソックスに加え、包帯なのかバンテージなのか、両りよ腕ううでともに肘ひじまでを覆おおっているのがやや奇きみ妙ようだった。
「なに笑ってんだ、オラぁ！　あたしがやるって言ったことは、マジで手加減しないっつーの！　武蔵むさしや小こ次じ郎ろうみたいな、変なこだわり持ってっと、いまに足元すくわれるっての！」
「武蔵、小次郎……？　やっぱりキミは、じゃあ天あま草くさの……！」
　地下の偽にせ大坂城崩ほう壊かいのまぎわにかいま見た、天草軍団の全ぜん貌ぼう。
　天草四し郎ろう、由ゆ比いし正よう雪せつ、それに宮みや本もと武蔵、佐さ々さ木き小次郎までは、すでに宗朗たち柳生道場の面々の前に、姿を現していた。
　残るは宝ほう蔵ぞう院いん胤いん舜しゆん、そしてこの荒木又右衛門である。
「死ぬ前にあたしの顔、よーく見ただろ？　ならそろそろ、三さん途ずの川かわに送ってやっからよ！」
「ま、待ってくれ！」
「キャハハ、命いの乞ちごいかよ！　超ちようウケる！　あんなに『剣姫マスターサムライ』をいっぱい引き連れても、自分じゃなんにもできない弱虫が、さ。今生の別れにあたしのかわいい顔でもよーく見てろっての」
「だ、だから待ってよ」
「待たねえって！」
「見えてるよ」
　なぜか赤い顔で宗朗が訴うつたえる。イラつく又右衛門。
「ああ？　なに言ってんだてめー、この期ごにおよんで時間かせぎしようったって、無む駄だ無駄無駄無駄なんだっての！　わかったらさっさとおとなしく……」
「違ちがうんだ！　だ、だからその……パンツ、さっきから丸見えで……」
「はぁぁ!?」
　こんどは又右衛門が戸と惑まどう番だった。
「てめえ、さっきから適当なことばっか言いやがって、あたしの動きを止めようったってそうは……」
　又右衛門の視線が下へ落ちる。
「!!」
　不意に、言葉を失う又右衛門。小麦色の頬がみるみる染まっていった。
　どうやら大刀を抜き放ったときに、ごく短いスカートをいっしょにまくりあげてしまったらしい。
　そのままスカートの裾すそがウエストに巻き込まれてしまい、完全に下着を露ろし出ゆつしたまま下りなくなってしまった。
　ひらたく言うと、パンツ丸見え。
　ごく面積の小さな、ショーツ、パンツというより、スキャンティと言ったほうが正しい下着。
　色は意外にも、無地の白。
「ね、だから……」
「な！　んだてめえええ！　見るなぁぁぁあああ!!」
　激げき昂こうした又右衛門が、真っ赤な顔で大だい刀とうを振り回まわす。すんでのところで宗朗はかわした。二度三度、さらに来る切っ先も不思議と見切れる。
　宗朗は思っていた。
（おかしい。この子の太た刀ち筋すじからはいっこうに凄すごみを感じない）
　スピード、剣けん圧あつともに、常人の域を遥はるかに超こえている。
　が、自身、真しん陰かげ流目録の腕うで前まえを持ち、ふだん「剣姫マスターサムライ」たちの剣けん技ぎを目にし、また稽けい古こでその剣を肌はだ身みに感じている宗朗からすれば、奇妙ともいえるほど、その剣に凄みがない。
　いったん抜かれたら、相手の命を奪うばうまで血を欲ほつして止やまない。
　そんなギラギラした殺気、闘気が、又右衛門の大だい刀とうからはいっこうに吹ふきつけてこなかった。
　天草の一派ならば、通常のサムライはもちろん、千せん姫ひめや半はん蔵ぞうたちなど、「将」と契けい約やくした「剣姫マスターサムライ」たちすら脅おびやかす存在だ。
　事実、生徒会長・徳とく川がわ慶よし彦ひこの「剣姫マスターサムライ」、ダルタニアンがすでに武蔵と戦い、敗北に近い結果を突つきつけられている。
　なのに、
（あの天草の一派、そのひとりだ。この又右衛門だけが、能力に劣おとっているとは思えない。なら、どうして……）
　下着が丸見えになるハプニングはあったとしても、それだけで気を削そがれるとは思えない。
「なにか、違うんだ。なにか、この剣からは……」
　はっきりはわからない。が、どことなくその剣けん法ぽうは見せかけ、真の能力は別にあるように思えた。
（それが知りたいんだ、けど。でないと、そろそろ……）
　見せかけだとしても、まがりなりにも「剣姫マスターサムライ」をもしのぐ天草のサムライの、その剣だ。
「ちょこまか逃にげてんじゃねーっての！　ちっ！　『将』ってそんなもんかよ。だったらぁ……」
　不敵な笑えみを浮うかべる又右衛門。大刀を改めてかまえ直す。
（やっぱり刀なのか？　見せかけじゃないなら……どう来る。どういう剣法で……）
　宗朗が迷った、そのときだった。
「いつまでも見てんじゃねぇぇええええ!!」
　大上段から、又右衛門が斬きりかかる。が、
（踏ふみ込こみが、甘あまい）
　宗朗が見切って、わずかな動作でかわす。
　必要以上に大きく逃のがれたりすれば、己おのれの体勢が乱れる。
　自分から抜かないとしても、その備えはつねに必要。でなければ千せん変ぺん万ばん化かする剣の戦いを制することなどできない。
　そのため、髪かみの毛け一本の差でかわすのが真陰流の極ごく意いだ。が、まだその域にまでは、
（達していない、けど……！）
　こぶしひとつの距きよ離りで、又右衛門の大刀、その切っ先が通り過ぎる。と見えたその刹せつ那な、
「甘いのはそっちだってーの！」
　又右衛門がニッ、と笑った。
　その口の中、白い歯の表面にまで一部、ネイルアートのようなカラーやストーンが見えて、一いつし瞬ゆん目を奪われる。
　ドンッ！　大きな音とともに、又右衛門の切っ先がぐんと伸のびた。
「な！　に……!?」
　宗朗はとっさにのけぞり、飛とび退のく。すでにこちらから仕し掛かける体勢はすっかり崩くずれてしまっている。
「逃げるのだけはうまいじゃん。ほめてやんよ。でもこれだけじゃない、っての！」
　通り過ぎた刃はが、弧こを描えがいて戻もどってくる。その付け根には、
（なに、鎖くさり……？）
　が、それだけではない。
「しぶとく逃げやがって。これで、終わりだってんだよ！」
　ドンッ！　再びの大だい音おん響きよう。
　続けて火薬の臭におい。砲ほう声せいに近い、と宗朗がさとったときには、次の刃が前から迫せまっていた。
　背後から巻き込むように大刀、正面からは小刀が伸びてくる。
「くぅ……!!」
　逃れる術は、ない……！
「伏ふせてください！」
　とつぜん、甲かん高だかい声がした。と思うと、無数の鋭するどい金きん属ぞく片へんが降り注ぐ。
「ちっ……！」
「うあ！」
　飛び退く又右衛門。
　とっさに地面に伏せた宗朗の顔や身体をかすめるように、金属片が地面に突き刺ささる。いや、特とく殊しゆな手しゆ裏り剣けんだ。
「委員長！」
　宗朗が振り仰あおぐまでもなかった。そのときはすでに、十数メートル先に着地していた。


２


「宗朗くん、油断ですよ！」
　服はつ部とり半蔵だった。
　半蔵は元、生徒会執しつ行こう部ぶ直属の風紀委員会委員長だ。こちらはすでに、千姫とともに職を辞しているが、宗朗と同級の、クラス委員長でもある。
　飛んできた無数の金属片は、半蔵が放ったものだった。メイドドレスのスカート内張りに仕込まれた武器である。
「ってめえ！　じゃましてんじゃねえー！」
　又右衛門が叫さけんだ。その腕うでが、いっきに巻き取られていく。鎖で繋つながれた腕が、肘に接合した。
「あれ、は!?」
　驚おどろきを顔に表した宗朗に、半蔵が言う。
「からくり……。火薬で義手が飛び出す仕掛けだったんです！」
「義手、だって」
　宗朗も又右衛門を見る。又右衛門はニッ、と笑った。
「バレてやんの。ちっ！　でもさ、仕組みがバレたくらいで勝ったとか、ありえねーっつーの」
　バンテージの端はしを、キュッと引っ張る。
　どうやら肘近くまでを覆ったバンテージは、義手と本体の接合部分を隠かくすためのものだったようだ。
　どうりでそこだけ、ギャルファッションからやや浮いていたはず、である。
　又右衛門の斬撃に、みょうに殺意がなかったのもうなずける。
　それはいわば「見せ球」で、からくり腕という「決め球」「隠し球」があったからだ。
（でも、なぜ義手なんて……。もしかしたら……）
　ダルタニアンがすでに一度戦った、宮本武蔵と佐々木小次郎の特とく徴ちようを宗朗は思い出した。
　武蔵はヘッドフォン状の耳当て。小次郎はアイマスクをしていたという。
　そのどちらもが、どうやら天草によって奪われた感覚を補い、増ぞう幅ふくしている装置だという幸ゆき村むらの仮説。
「身体の、一部が……」
「宗朗くん危ない！　次が来ます！」
　半蔵が言うより先に、宗朗の脳内にある種の警告が点ともっていた。が、又右衛門の攻こう撃げきのほうが速い。
「無駄だってーの！　又右衛門さんの自在腕にかなうかって……！」
　ドン、ドンッ……！　連続して撃うち出される又右衛門の腕が、一瞬で宗朗のもとへ迫り来る。
「伏せて！　流星小破斬！」
　短く言うと、ふたたび半蔵がメイドスカートの特とく殊しゆ手しゆ裏り剣けんを飛ばす。
　さっき降り注いだ手裏剣の残りが、空中で又右衛門の義手を迎げい撃げきするべく殺さつ到とうする。が、
「二度同じ手を食うかってーの！」
　又右衛門が叫び、義手は小刻みに軌き道どうを変えた。
「な、んです!?」
　半蔵が驚く。
　大たい砲ほうよろしく発射された義手なのに、そののちもコントロールが可能だというのだ。本隊の又右衛門と鎖で繋がっているせいなのか。
　いっぽうの半蔵の手裏剣は、放ったあとの軌道を変えることなどは当然できない。となれば、
「ああっ、逃げてください！」
　手裏剣群を巧たくみにかわした又右衛門の義手が迫る。
「くぅ！」
　宗朗は抜ばつ刀とうして受けようとする。が、義手の勢いからすれば、簡単に弾はじき飛ばされかねない。しかし、
（ここでぼくが逃げたら、委員長が……！）
　義手が二本とも半蔵に向かったら、いかに「剣姫マスターサムライ」といえど避さけられない。
「キャハハ！　ほらほら、さっさと逃げとかねーから、ふたりともお陀だ仏ぶつだってーの！　超ウケる！　……にゃ!?」
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　ドスン!!

　砲ほう撃げき音おんよりももっと重々しい音が地鳴りのように響ひびいて、たったいま又右衛門がいたところの地面をくっきり「愛」の字にスタンプしていた。それは、
「ぐっちょり！」
「ぐつぐつさん！」
　宗朗が、半蔵が仰ぎ見みるなか、着地するなりぬかりなく、得物をかまえて敵をうかがうのは、
「兼かね続つぐですわ！　直なお・江え・兼・続っ！　ぐつぐつとか、半蔵さん、あなたもですの！　ぐつぐつとか、呼んでいいのはあの天然お気楽娘むすめだけで……」
　直江兼続だった。身体より大きな大おお鎚づちを振りかぶっている。
　青く長いツインテールの髪が足元近くまで流れる。頭には、シンボルである愛染明王の一文字をあしらった、「愛」の字の髪かみ留どめが。
　得物である大鎚の打だ撃げき面にも、鏡文字で「愛」が彫ほられていた。
「助かったよ！　ぐっちょり」
「だがら！　ぐっちょりさ、誰だれのことだっで……ど、どなたのことですの！」
　興奮するとお国言葉がつい出てしまう。
　頬を赤らめながらも、気を取り直した兼続が改めて、
「んん！　わたくしの名は兼続！　可か憐れんでかわいらしい、キュートな美び貌ぼうが評判の、愛と勇気の美少女戦士、直江山城守兼続、その人ですわ！　愛染明王に成り代わって、おしおき……むが！」
　大おお見み得えを切る、というところ、背後から思い切り蹴け飛とばされた。
「いつまでひとりでしゃべってんのよ。さっさとこの千せんに場所を空けなさいってば！」
　蹴飛ばしたのは、
　徳川千。徳川将軍家の姫ひめ君ぎみであることから、ふだん千姫と呼ばれ、敬われている。
　アレンジした制服の上に豪ごう華かな単ひと衣えを羽織っていた。腰にまで届く長い髪と、長い薙なぎ刀なたが見る者の目を奪う。
「な、なんですの！　いきなり後ろから……ぐぅっ！」
　悪あつ鬼きを踏みつける阿あ修しゆ羅ら王よろしく、千姫が兼続を踏みつけていた。
　蹴飛ばされたうえ踏みつけられる、まさに踏んだり蹴けったり、いや、蹴られたり踏まれたりなのだが、
「御お姫ひいさま！」
　もともと千姫付きのサムライである半蔵が駆かけ寄より、その膝ひざ下もとにかしずく。その途とち中ゆうでまたも、
「ぎゃっ！」
　兼続が跳はね飛ばされている。
「千姫さま！　……だいじょうぶかい、ぐっちょり？」
「だからぐっちょり違う！」
　宗朗が言い、差さし伸べる手を兼続がつかもうか、と迷うところ、
「ぐっちゃーん！」
　後ろからダイブで抱だきついてきた十じゆ兵うべ衛えに、今度は思い切り押おし倒たおされることに。
「ぐぇ！」
「あれ、ぐっちゃん？　ぐっちゃば？　ぐっちょりな？　ぐちゃかね……」
「……だから、ぐちゃとかぐちょとか、そっただ名前でねえ！」
　地面に突っ伏ぷしたせいで土まみれになった顔を上げて怒おこる兼続。
「やれやれじゃ。やはり不幸を絵に描いたようなヤツじゃのお」
　とは、大だい鉄てつ扇せんを扇せん子すのように扇あおいで涼すずしい顔を見せる幸村だ。その背後には、五ごじ丈よう鑓やりをかまえた後ご藤とう又また兵べ衛えもいる。
「幸村！」
「わぁ、べーたさん！」
　これで柳生道場の「剣姫マスターサムライ」の、すべてが集まったことになる。
「な、なんだてめーら！　わらわらダンゴムシみたいに湧わいてきやがって！　ゆーて、又右衛門さんが用があるのは、そこのタコだけだっつーの！」
　義手を再び呼よび戻し、接続して又右衛門が叫ぶ。が、すでにすっかり道場の「剣姫マスターサムライ」たちに囲まれていた。
「おぬし、頭が悪いじゃろ」
　そう言うのは幸村だ。得意げに大鉄扇を広げ、バチン！　と閉じる。
「ここは学園じゃぞ。昼間は我らとて授業を受けておる。放課後とはいえ、こうしてわらわが媒ばい介かいになって通信を送れば、すぐに駆けつけられる姉妹たちがいる、というものじゃ」
　そのうえ幸村には、軍師として敵を感知する能力があった。
　近きん距きよ離りならば、同じ「将」の「剣姫マスターサムライ」に対して簡単な信号で警告や位置情報を送ることもできる。
　地下大坂城では天草の妖よう気きが強すぎて封ふうじられていたが、今回のように学園の中ならばさえぎるものはない。そうして敵出現の警告とこの場の位置を伝え、いちばん近くにいた半蔵を始め、「剣姫マスターサムライ」たちが駆けつけることができた。
「姉妹……」
　幸村がなにげなく言ったひと言に、十兵衛がぽつり、と漏もらす。なんだかとてもうれしそうな表情になって、
「じゃあ、ぐっちょんぱと十兵衛はぁ、お姉ちゃんと妹だね！」
「ぐっちょんぱってなんですの！　というか、この場合、わたくしが姉って、年ねん齢れいから言っても逆！　逆ですわ！　姉と言われると急に老ふけた気分が……か、かといってあなたの妹と言われるのはなぜか複雑な気分ですわぁああ！」
　姉妹の位置関係でどうどうめぐりに陥おちいる兼続。
「へぇ、姉妹って、ちょっと、いいじゃない」
「御姫さま……、そ、それではこの半蔵、御姫さまの妹、ということなのですね。横暴な姉に振ふり回される妹、なんだかとっても……キャッ、ン！」
「なんだか急に姉になるのはちょっと損した気分、かも」
　薙刀の石いし突づきで、千姫が半蔵のお尻しりを突いたのだ。転げる半蔵。そして、
「……幸村さまが、わたしの、妹」
　つぶやいて頬ほおを染めているのは又兵衛だった。見たこともないようなしあわせそうな笑みを、けんめいに押し殺ころしている、そんな表情。
「こ、こら！　わらわは単に仲間、という意味で……まあ、いいかもしれんの。よい！　我らは等しくここな宗朗の「剣姫マスターサムライ」じゃ！　我らひとりひとりが宗朗と契約しておる、それだけでなく！　我らどうしもまた、運命をともにする姉妹の絆きずなで結ばれておるのじゃ！」
「おー！」
　十兵衛が真っ先に笑え顔がおで応こたえ、続いてみんなが声を上げる。得物を振り上あげ、笑った。
「フフ」
「クスクス……」
「……（笑）」
　顔を見合わせると、また笑いがこみ上げてくる。
「アハ、アハハ……！」
「わーい、みんな笑ってるの！　十兵衛もうれしいよ。ぐっちゃんも、ほらほらぁ！」
「お止めなさいですわ、わたくしはさっきからふつうに笑って……アーハハハハ！　アハハハ！　ごらぁ！」
　十兵衛が無理やり、その脇わきをくすぐったのだ。
「十兵衛……幸村、千姫さまも、みんな」
　宗朗がその光景に、これまで以上の胸の温かさを覚えていた。その最中。
「おい！　なんだてめえらだけで勝手になごみやがって！　あたしのことはガン無視かよ！　超ちようムカつくんですけど。ゆーて、又右衛門さんを頭悪いとか、おい、てめえ、そこのデコチビ！」
　大刀の切っ先で幸村を指す。
「なんじゃ、デコチビとは！」
　幸村は憤いきどおるが、
「ぷっ！　初対面の敵でも、やっぱり見るところはいっしょですのね！　追加で、絶ぜつ壁ぺき胸！　とか、リアス式海岸胸！　なんかもどうぞ、ですわ！」
　そこだけは敵なのか味方なのかわからない兼続。
「るせえ、っての！　てめーら勝手にしゃべるんじゃねえ！　あたしのこの自在腕でぎったぎたに……！」
「おぬし、その腕、天草に奪われたのじゃろう」
　幸村が言い、又右衛門は一瞬、ハッとした表情になる。
「それが戒いましめの類たぐいか、術の不完全かは知らぬが、おぬしら天草に召しよ還うかんされたサムライたちは例外なくなにがしかの器官を失っておるようじゃな」
　続く幸村の言葉に、又右衛門以外の、道場の「剣姫マスターサムライ」たちもなりゆきを注視する。
　もしかすると又右衛門の答えが、天草一派攻こう略りやくのヒントになるかもしれない。
「どうじゃ、話してみぬか。その両手、取とり戻す術があるやもしれぬ。召還術の術式を知ることができれば、補完も可能になり……ん？」
　話しながら、幸村が気づいた。
　顔を伏せていた、と見えた又右衛門が、笑っている。笑い声はしだいに大きくなり、しまいには笑い転げている、というふうだ。
「……くっくく、ひ、ひひ！　あ、あはは！　あははは、ひーははははは！」
「なんですの、なにを笑っていますの？」
　兼続が眉まゆをしかめる。その先で又右衛門が顔を上げた。
「キャハハハハハ！　超ウケるっつの！　なんだよ、あたしのことをかわいそうとかってかよ。腹痛ぇ！　……ゆーて、笑わせんなっつの！」
　そこまで言うと、又右衛門は顔から笑いを一瞬で払ふつ拭しよくし、鋭い眼光に戻っていた。自分を半ば包囲した、道場の「剣姫マスターサムライ」たちを見み渡わたす。
「あたしは天草さまのサムライだっつーの！　おまえら仲良し姉妹ごっこの「剣姫マスターサムライ」たちとはモノが違ちがうんだよ！　いいか、よっく聞けっての！　天草さまは、無念の海に漂ただよっていたあたしの魂たましいをすくい上げて、招き寄せてくれたんだっての！　そのうえこんな超スゲー武器までくれたんだ。あたしがいちばん超ちよう強いサムライになるって、そのためだっての！　おまえらブッ倒せば、天草さまがお喜びになるし。あたしももっとほめてもらえるし。まあ、そうやってそっちから全員出てきたんなら、超ちよう好こう都つ合ごうだっての!!」
　言うなり、又右衛門が大きく跳ちよ躍うやくした。
「わぁ！」
「来ますわよ、あの腕が！」
「なによ、千たち全員を相手にするつもり!?」
「御姫さま、お気をつけを！」
「剣姫マスターサムライ」たちが色めき立ち、それぞれに迎撃のかまえをとる中、
「キャハハ！　腕だけだと思ったら大おお間ま違ちがいだっての!!」
　ドン、ドンッ！　砲声にも似た音が響き渡わたる。同時に大小の刀を握にぎった又右衛門の両腕が射出され、弧を描いて「剣姫マスターサムライ」たちをなぎ倒す。
「キャァアアア！」
「こ、の！　ですわ！」
「いかん、逃のがれよ！」
　幸村が叫んだのは、さらなる動きを又右衛門に見たからだ。果たして、
「逃にげられるかっつーの！」
　ドドドド……！　連続的に爆ばく発はつする火薬の音は、そんな地じ響ひびきのようにも聞こえた。
　それは又右衛門の、腕の先を失った肘ひじ関節の中、つまり二にの腕に仕込まれた擲てき弾だんがいっせいに撃ち出され、爆発する音だった。さらに、
「こっちも、見とけっての！」
　ボボボボボ！　もはやそんなふうにしか聞こえない。
　又右衛門の両りよ脚うあしが膝ひざから折れ曲がり、そこに開いた空くう洞どうからやはり多くの擲弾が扇おうぎ状じように散布された。
　こっちは一拍ぱくおいて爆発し、さらに子爆ばく弾だんを撒まき散ちらす。
「うぁあ！　みんな……！」
「お兄ちゃぁん！」
　こうなると、「剣姫マスターサムライ」が何人いてもたのみにならない。混乱の中、又右衛門にゆうゆうと最良の攻撃ポジションを与あたえてしまう。
「御姫さま！　宗朗くん！　逃げてください！」
　パッ、パパッ！　半蔵が煙えんし硝よう玉を放った。宗朗たちの周りで炸さく裂れつし、煙えん幕まくを作り出す。
「この隙すきに逃のがれよ！　一時の方向じゃ！」
　幸村が指示する。煙幕で視界を失っても、幸村には一種の空間把は握あくの能力があり、脱だつし出ゆつ方向を的確に指示することができる。感知の能力の応用系だ。
「なによ、この千に逃げろって言うの！」
「幸村さま……！」
　だが、煙幕がまだ辺りを包つつんでいるうちに、もう又右衛門は次の擲弾を両脚の発射筒とうに仕込んでいた。
「キャハハ！　煙けむりで逃げようったって無む駄だだってーの！　まとめて爆ばく破はしちまえば、どこに誰がいようと……」
　ギュゥン！　ギャン！　金属が金属に無理やりねじ込まれ貫つらぬくような、悲鳴にも似た音が迸ほとばしった。
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「！」
　宗朗が、「剣姫マスターサムライ」たちが振り返かえる。が、新たな脅きよ威ういは、彼かの女じよたちを狙ねらったものではなかった。
「キャゥ!?」
　それは何発もの銃じゆ弾うだん。又右衛門の身体をかすめていく。たまらず又右衛門は、手て脚あしのギミックを収容して着地した。
「銃弾、だって……？」
「まさか」
　発射地点を探す宗朗たちは、すぐにその人物を見つけた。もともと隠れる気などないらしい。
　両手に持ったリボルバー拳けん銃じゆうの銃じゆ口うこうから、うっすらと発はつ砲ぽう煙えんが立ち上っている。
　長い緋ひ色いろのマント。やはり長いポニーテールがムチのようにしなり、なびいている。端たん正せいな顔立ちから覗のぞく、鋭するどい眼まな差ざし。
「正雪……由比正雪！」
　誰ともなく、声が上がった。
　由比正雪。
　地下大坂城の戦いでダルタニアンに敗れるが、天草の血を体内に注ぎ込まれて甦よみがえった。サムライなのかもわからない。天草同様の「魔ま人じん」とも言うべき存在なのか。
「うう、正雪、てめえ！」
　身をえぐった弾だん丸がんのせいで、又右衛門が傷口を押さえてうずくまる。正雪はひと跳とびで又右衛門に近づくと、
「なぜやつらを襲おそった。天草さまがお怒いかりであらせられる」
　言い放つ。宗朗たちにも聞こえた。
「あ、あたしは！　あいつらを倒せば天草さまがお喜びになるって、思って……、あの程度の『剣姫マスターサムライ』、あたしのからくりで、い、いまだって！　もう少しで倒せるところで！　そうしたら『将』の宗朗なんかいつでも」
「そんなことは当然だ。おまえたちサムライは、天草さまとの結びつきによって力を得ている、いわば『剣鬼ダークサムライ』。あれら『剣姫マスターサムライ』ごときに後おくれをとるものではない」
　正雪の言葉は、まるで宗朗たちに聞かせるかのようだ。
「『剣鬼ダークサムライ』ですって……」
　思わず口に出してしまう千姫ら「剣姫マスターサムライ」たちを、正雪が横目で見た。わずかに笑っているようにも見えた。
「だ、だからあたしがサクッとやっつけちゃえば、天草さまもめんどうがなくて超いいって」
　又右衛門が言いつのる。弾丸による出血はもう止まっているようだ。
「それが浅せん慮りよだというのだ。天草さまのお考えは、おまえなど及およびもつかない遠大なもの。地下大坂城以来、あの者どもを泳がせているのも、その目的がため」
　わざと聞かせているには、踏ふみ込こみすぎている。そう思わせる正雪の言葉だった。果たして幸村が、
「我らをわざと泳がせておる、じゃと。聞き捨てならぬのお。おぬしも言いたいのなら、はっきりもの申したらよかろう！」
　正雪につっかかる。
「そうよ！　ダルタニアンに負けたのはそっちじゃない！　千ならいつでも相手になってやるんだから、かかってらっしゃいよ！」
「わたくしも、べたべたくっつく式神には参りましたけれど、その借りをまだ返していませんことよ！」
　千姫、兼続も声を揃そろえる。
「幸村！　千姫さまも……ここで、始まるのか」
　ときならぬ、大坂城の続きが、と宗朗が身構えたとき、だ。
「……」
　ギュッ、と袖そでをつかまれる。振り返ると、
「お、兄ちゃん」
　十兵衛がしがみついてきた。ぶつかるように身を押しつけてくる。
「……十兵衛！　どうしたんだ。震ふるえて、るのか」
　十兵衛の身の震えが、宗朗にも伝わってくる。
（なにに怯おびえてるんだ。さっきまで、又右衛門に対しているときは、なんともなかったのに）
　制服の布地を通じて、十兵衛の熱すぎる体温が伝わってくる。
　腰こしのものを抜ぬくか、それとも十兵衛を抱き寄せていったん下がるか。宗朗の迷いを、これも見み透すかしたような正雪の声が響いた。
「天草さまに、間ま違ちがいはない。天草さまに不可能なことなどないのだから。無駄なことはなさらないのだ。すべては天草さまのご意思のとおりに、動いている。いずれそれが、誰の目にもはっきりと、わかるように、な」
　正雪の視線が通り過ぎるとき、十兵衛がビクッ、と大きく身を震わせた。
「じゃあ、あたしは……」
　又右衛門が身を起こす。
　正雪は拳銃のトリガーに指をかけ、油断なくかまえながら言った。
「よけいなことはしないことだ。おまえたち召還組は勝手なことばかりする。わたしの手を煩わずらわせるな。天草さまのお下げ知じを伏ふして待て」
「で、でも」
　又右衛門がまだ何か言おうとするところ、幸村がさえぎる。
「その天草の計略とやら、ゆっくり聞かせてもらおうかのう。由比、お主の口からじゃ。もっとも、これだけの我ら『剣姫マスターサムライ』の中へ飛び込んでくるとは。覚かく悟ごもできておるのじゃろうな」
「のこのこ出てきたのを後こう悔かいすることになるわよ。義ぎ仙せんの仇かたき、ここで千が討うっちゃってもいいのよね！」
　千姫の言葉。その中に義仙、と聞いて、宗朗の胸の内が騒さわぐ。ズキッ、と拍はく動どうに痛みさえ伴ともなう。
（千姫さま。しかし、いまは……！）
　義仙の遺体もまた行方ゆくえ不明のいま、それらのすべてが天草の計略に搦からめ捕とられていくような気がして、宗朗は心の底に焦あせりに拳こぶしの握りを強めた。
「ぁ、痛……」
　気がつくと、十兵衛の腕うでを強くつかんでいた。
「っ、ごめん。だいじょうぶ……」
　か、と宗朗が聞く寸前だった。
「天草さまの狙いは徳川幕府の中ちゆ枢うすう。おまえたちのような雑ざ魚こどもはしょせんその仕し掛かけに過ぎぬ。むしろありがたく思うことだ」
　正雪がそう言ったかと思うと、サッと片手を上げる。
　同時に、ボボボボボボ!!　連続して起こる爆ばく発はつ音おん。宗朗たちを取り囲むように、炎ほのおと爆煙が噴ふき上がる。
「ええいっ、なにするのよ！」
「な、なんですの!?」
「御姫さま、いま半蔵が！」
　思わず悲鳴を上げながらも、身体はとっさに動いている。
「剣姫マスターサムライ」たちは大きく飛とび退のき、あるいは得物を楯たてに身をかわすが、さらに二度目、三度目の爆発が襲い、火の粉と爆ばく風ふうを撒き散らす。
「案ずるな！　これは目くらましじゃ！　それより正雪たちを……むぅ、ぅぅぅ！」
「幸村さま！」
　大鉄扇に身を隠かくしながら叫さけぶ幸村だが、小さな身体は爆風に飛ばされそうになる。とっさに又兵衛が支え、身を挺ていして守る。
「宗朗！」
　千姫が気き遣づかう。
「だいじょうぶです、なんとか！」
　十兵衛をかばって地面に伏せる宗朗。その背中に、爆発で飛んできたいくつもの小しよ片うへんが降り注ぐ。
「くっ！」
「お兄ちゃん……！」
「じっとしてるんだ！」
　そのとき気づいた。
（いま、キスすれば「剣姫マスターサムライ」の十兵衛さんが……）
　宗朗はいま、十兵衛の上に覆おおい被かぶさっている。地面に仰あお向むけの十兵衛とは、ちょうど向かい合う形。
　鼻先が触ふれ合あうほどに顔と顔が近い。十兵衛の吐と息いきが宗朗の頬にまでかかる。
（このまま……）
　このまま唇くちびるを押しつければいい。いままでも、何度もしてきたことだ。
「十兵衛……」
　宗朗が顔を近づける。鼻と鼻は触れずに交差して、唇が……。
「い、イヤ、ぁ」
　十兵衛が不意に目を固く閉じると、顔を背そむけた。宗朗から逃れるように。
「え……十兵……」
（避さけられた。嫌いやがって、る……。十兵衛が、ぼくとキスを嫌がって……）
　衝しよ撃うげきが宗朗を襲っていた。
　これまで、こんなことは一度もなかった。
　十兵衛のほうからくっついたり抱きついたり、甘あまえてキスをせがんだり、もっとハラハラすることまで。
　なのにいま、十兵衛は宗朗を避けている。嫌がっている。さっきまでわずかに朱しゆを乗せていた頬が、青ざめていた。
「十兵衛。どうかしたのか。なにか……」
　肩かたをつかむ。その肩が、
（冷たい……？）
　そういえば、ふれ合っている身体もすっかり冷えている。抱だきついてきたときは熱いほどだった胸も、肌はだが粟あわ立だっていた。
「十……」
　もう一度、言いかけた瞬しゆ間んかん、
「危ない！　伏ふせよ！」
　幸村の声。同時に、これまで以上の爆発がいっせいに起こった。
「キャァアアア！」
「こんなの、防げませんわぁ！」
「お、御お姫ひいさま！」
　しかしこんどの爆発は少々違っていた。
　爆風や断だん片ぺんによって攻こう撃げきするのではなく、もうもうたる煙が噴き上がっている。
「煙幕じゃ！　これでは視界が……！」
　視界に代わる幸村の空間把握の知覚。が、その感覚からも、ふたりの気配がすでに消えていた。
　それ以上の爆発はなく、さえぎる煙が風に飛ばされるまで数分を要した。
「い、行った、のか……」
「終わった、の？」
　宗朗が言い、千姫たちも身を起こす。煙の晴れた空には、夕刻の赤みを増した陽の光が満ちて全員の肌を染めていた。
「あー！　いませんわ！」
　兼続が、真っ先に声を上げた。正雪はもちろん、又右衛門も姿がない。
「そのための、あの爆弾と煙幕じゃろうからな。正雪が仕掛けたのじゃろうが、ごくろうなことじゃ。あんなものでは我らを倒たおすことなどできまいが。姿をくらますにはじゅうぶんというところじゃな」
「なによ、それじゃ千たちは」
「まんまとしてやられた、ということでしょうか」
　立ち上がった半蔵が、千姫の手を引いて助け起こした。又兵衛もまた、幸村を抱き起おこしている。
　宗朗は、
（そうだ。十兵衛が……）
「お兄ちゃぁん！」
「うぐ!?」
　抱きつかれた。下から、思い切り。
「だいじょうぶだった、お兄ちゃん？　十兵衛、いつのまにか眠ねむくなって、寝ねちゃったみたい。なんだかよくおぼえてなくて」
「おぼえてない、のか？　さっき……」
（ぼくを嫌がって、逃れようと……。キスも……）
「まったく！　あの爆発の最中に寝るって、どういうことですの？　これだから胸ばかり大きなお子様だと言うんですわ！」
　憤ふん慨がいする兼続。
「えへへ、ごめ～ん、なの」
　照れ笑いの十兵衛。立ち上がるとさっそく、兼続にからんでいる。
「ちょ！　お離はなしなさい！　それよりさっきのふたりの行方を……」
「ウキッ！」
「ああもう、猿さるは乗ってこないで、ですわー！」
「十兵衛……もうだいじょうぶ、なのか。でも……」
『イヤ……ぁ！』
　怯えたような十兵衛の拒きよ絶ぜつの表情が、宗朗の脳のう裏りによみがえって、胸をズキ、と刺さすようだった。
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　ときに平へい誠せい二十某ぼう年ねん。
　大日本国は徳川幕府開かい闢びやく以来四百年以上の時を経へて、いまだ眠りの中にあった。
　人々は長すぎる幕府支配に飽あき、倦うみ、いつしかその想おもいはかつての豊とよ臣とみ家を待望するまでになっていた。
　現在の将軍は、第二十五代徳川慶よし康やす。
　名ばかりの議会に対し、幕府という強権的な行政府の独裁政治。抵てい抗こう運動は「豊臣派」と呼ばれ、苛か烈れつな弾だん圧あつが加えられた。
　武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく。
　霊れい峰ほう、富士の裾すそ野のに広大なキャンパスを持つ、巨きよ大だい学園である。
　将来幕府を支える有望な人材を育成することを目的に作られ、武家の子女のみが入学を許される。
　そのため、生徒たちは女子といえどふだんから帯刀は当然、士道にかなえば決けつ闘とうすら許されていた。
　保育舎、幼よう稚ち舎しや、初等部を全国各地に有し、ここ富士キャンパスには中等部、高等部、大学、大学院、そして関連施し設せつが集められている。
　学生、職員ともに全ぜん寮りよ制うせいで、二万人規模の学園都市。一部の流通や市場経済までもこの学園だけで成立している、「都市学園」でもあった。
　そしてこの学園を支配する生徒会。
　中等部、高等部、大学、それぞれに生徒会、自治会があったが、そのすべてを束ねるのが高等部生徒会、通つう称しよう、旗本生徒会だ。
　生徒会長は徳川慶彦。
　その名の通り、徳川将軍家の嫡ちや子くしで、将来は二十六代将軍の地位が約束されている。
　そのため慶彦の周囲には、徳川親しん藩ぱん家、あるいは譜ふ代だいの家臣、その子し弟ていたちが集められている。旗本生徒会、と称しようされるのはそのためだった。
　柳生宗朗。
　かつては慶彦のお側そば衆として幼少期をともに過ごすも、父、宗義の失しつ踪そうからいっとき離れ、この武應学園で再会することとなった。
　ただし敵味方として……。
　侍さむらい＝サムライ。
　それは十代の少女にのみ顕けん現げんする、かつての剣けん豪ごう、武将の名を持った魂である。
　サムライは「将」と契けい約やくすることで結びつき、「剣姫マスターサムライ」となることで圧あつ倒とう的てきな力を持つことができる。
「将」はサムライに命じ、使うことで大きな戦力を有することになる。
「将」とサムライが一度契約すれば、その主従関係は生しよう涯がい続く。契約方法は、「将」によってさまざまに異なっていた。
　これまで徳川将軍となる男子にしか顕現しないとされていた「将」。
　いま、柳生宗朗は「将」となり、多くの「剣姫マスターサムライ」たちが彼かれのもとに集つどっていた。
　真の敵、天草四郎とその一派をひとまずは退け、得られたつかの間の平へい穏おんも、どうやら終わろうとしているようだった。


「……荒木又右衛門って、なに。ていうか、誰だれよ」
　素っ気なく言うのは千姫だ。
　柳生道場の稽けい古こ場ば。
　このあいだまでメイドカフェに改装され、引きも切らない客で埋うまっていたのだが、幸村の軍資金の還かん流りゆうとともにいまはもとに戻もどされている。
　しかし好評だったメイドカフェは、毎日の必要経費などを稼かせぐために続けられていた。といってもここではなく、学生街の一角に店てん舗ぽを借りて営業しているのである。
　そっちのほうは、
『どんぶり勘かん定じようのオデコチビになんて任せておいたら、また負ふ債さいを抱かかえ込こみますわ。帳ちよ簿うぼからしっかり、ここはわたくしが管理いたしますわ！』
　メイドカフェが始まって以来、不思議な商才をみせる兼続が管理している。いわば店長であり、店員すわなちメイドウェイトレスたちはというと、
『……いつになったらちゃんと契約してもらえるのだろう。いつかは「剣姫マスターサムライ」になれるの、かな……』
『はたらくことは楽しいのである。道場の役に立てるのもうれしいのである。が、強くもなりたいのであるなあ』
『盛もり親ちか、最近、店外でも声をかけられたりするのだ！　こないだなんて、サインをくれとか、いっしょに写真を撮とってほしいとも言われたのだ。指名も増えてるし、メイドカフェって、最高なのだぁ！』
　毛もう利り勝かつ永なが、明石あかし全たけ登のり、長ちよ宗うそ我か部べ盛親という、いつもの豊臣三人衆。
　各人の思おも惑わくの違いはあるものの、新生「メイドカフェ真陰（トゥルー・シャドー）」を盛り上げているようだ。もっとも、
『管理責任者として、二十四時間、お店のセキュリティに気を配らなくてはなりませんわね。んんっ！』
　兼続としては、道場の庭に作った小屋、もといコテージ以外に、寝ね場ば所しよができて大助かりのようだった。
　話は戻って、柳生道場。
　稽古場の板の間に、宗朗と「剣姫マスターサムライ」たちが腰を下ろしている。
　又右衛門と、結果的には正雪にも襲しゆ撃うげきを許し、あまつさえ彼女たちの逃とう走そうを許した。
　それは勝ちなのか負けなのか、成功なのか失敗なのか。少なくとも、勝ち、成功ではないようだ。
　その思いが、道場の空気を重くする。そのうえ、
（十兵衛は……、だいじょうぶみたいだな）
　宗朗には、十兵衛の豹ひよ変うへんが気にかかる。
　いつもなにかしら驚おどろかせる十兵衛だが、あんなふうにキスを拒こばむ……宗朗を忌き避ひすることなどありえなかっただけに宗朗のショックも大きい。
「はーい！　それでぇ、又右衛門さんとぉ、べーたさん……又兵衛さんはどう違ちがうの？　どっちも又でぇ、又また又また、だよ？」
　いまはすっかりもとに戻った十兵衛が、さっそくいつもの調子を発揮している。そんな光景は宗朗をホッとさせるのだが。
「なにを言ってますの。バカですの、あなた。『又』しか合っていませんわ。又また左ざ右衛え門もんとか、又また四し郎ろうとか出てきたらどうするつもりですの」
　たしなめ役はこれまたいつもどおり兼続だ。
「マタンキ？」
「誰が『マタンキ』言ったんですの！　『マタンキ』なんですの!?　そんな、逆さまからなんてぜったい読みませんわ！　って……ぁあああ!!」
「ご存じのようですね……」
　渋じゆ面うめんを作ってメガネを持ち上げるのは半蔵だ。
　このところ十兵衛が、道場の蔵から見つけ出した古いマンガをおもしろがって読んでいる、というのはどうやら周囲にも伝わっているようだった。
「……鍵かぎ屋やの辻つじ」
　ぼそ、とつぶやいたのは、又兵衛だ。それを引き取って幸村が言う。
「さよう。荒木又右衛門といえば、『決闘、鍵屋の辻』じゃな」
「鍵屋さん、なの？」
「あーなーたは！　黙だまってなさいませ。話はややこしくなりますわ！」
　十兵衛、兼続のボケ、つっこみを経て半蔵が付け加える。
「三十六人斬ぎり、などと言われていますが、実際に斬ったのはふたりだけ、だとか」
「まあ、伝説などはおうおうにしてそういうものじゃ。じゃが又右衛門側は四人で、十一人と戦ったというのは本当のようじゃな。又右衛門が斬ったふたりが相手方の主戦力だったので、決闘に勝ったようなものじゃ。ちなみに斬った相手のひとりは甚じん左ざ衛え門もんで、又また五ご郎ろうにもとどめを刺しておるな。又右衛門の側にも孫まご右衛え門もんと武ぶ右衛え門もんがおって……とまあ、説明し始めるとキリがないので各自調べておくように、じゃ」
「又右衛門に甚左衛門に又五郎に……、右に左に、又右で……」
　人名だけ見るとかなり紛まぎらわしいようだ。
「それがどうだって言うのよ。又右衛門は決闘に勝って、仕官先まで見つかって万ばん万ばん歳ざいじゃない」
「堀ほり部べ安やす兵べ衛えの、高田馬場の決闘みたいなものですね」
「高田のババア？」
「黙ってらしてー！　ですわー！」
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　ひととおりの流れを経て、幸村が、はー、とため息をついてから、続ける。
「千の言うとおり、又右衛門はその腕と人物を買われ、請こわれて鳥取藩はんへ招かれることになる。鳥取に到とう着ちやくした又右衛門じゃが、奇きみ妙ようなことにその二週間ほど後には死んでしまうのじゃ」
「え、死んで……」
「おかしいじゃない。決闘でケガでもしてたならともなく、そんなすぐに死ぬなんて」
　これは千姫ならずとも、誰もが疑問に思うところだ。
　幸村は腕うで組ぐみすると、
「……それゆえ、なにかの理由で謀ぼう殺さつされたのでは、とも言われておる」
　目を伏せて、絞しぼり出した。
「それでは、無念の海に漂ただよって……というのは」
「うむ。じゃが又右衛門ほどの手て練だれじゃ。殺されたとしたら、だまし討ちのようなものじゃったろうのお」
「それで……」
「せっかくいい仕官先が決まった矢先っていうのに」
「死んでも死にきれませんわね」
「じゃあ、その無念を天草に利用されて……」
「ありえるじゃろうな」
　荒木又右衛門。剣豪としての華はな々ばなしい逸いつ話わは伝わっていても、その最さい期ごが悲劇的なものだったとは、なかなか知る人は少ないようだ。
「待ちなさいよ。たしかにサムライは、かつての剣豪や武将とその魂たましいが繋つながっている、とされているけれど、直接の記き憶おくなんかないのだし、それに、じゃあ、あの武蔵や小次郎はどうなのよ」
　とは千姫だ。
「ダルタニアンさんによると、ふたりはいっしょに行動していますし、なんだか仲もよさそうだ、とのことですね」
　半蔵も言う。
　いちはやく武蔵、小次郎のふたりと邂かい逅こうし、戦ったダルタニアンがもたらした情報は、道場の「剣姫マスターサムライ」たちにとっても貴重なものだった。
「剣豪として名をなした武蔵が、それほどの無念を呑のんで死んでいったとは思えないし、小次郎の無念は、武蔵に倒されたことのはず。となると……」
　宗朗が言うと、全員もそれぞれにうなずいている。
　だが幸村は、
「物事はさように単純ではないやもしれぬぞ。たとえ功成り名を遂とげた者といえど、その内心など誰にもわからぬ。小次郎の無念とて、武蔵に倒されたことではなく……」
「武蔵と……結ばれなかったこと、とかですの？　そ、それは、事実は複ふく雑ざつ怪かい奇き、ということですわぁ」
　そう言い、兼続が顔を引きつらせている。
「こら、一足飛びに結論づけるでない。あくまで仮説の話じゃ。……たしかに、かつての剣豪たちと魂で結びついているとはいえ、その記憶を引ひき継つぐ、引きずることまではない、と思うておった。が、それほどの強い無念、思念が残され、漂っていたとしたら、それに天草が目を付け、召しよ還うかんすることで利用しようとした、というのは当たっているやもしれん」
　だがその際に失ったものが、
「両手と、両りよ脚うあしですの……？」
　あまりにも大きい。そう思える。
「もしや、亡なくなったときの状じよう況きようが、あのような……」
　半蔵が言うと、全員がゾッとする冷たい空気に包まれた。
「それは……わからぬが、武蔵や小次郎の聴ちよ覚うかく、視覚のこともあるしのお。じゃが関係がまったくないとも言えぬかもしれぬ。……とにかく、じゃ！」
「さっき、千たち『剣姫マスターサムライ』が全員そろっていたのに、又右衛門に好き勝手されて、ほとんど手出しもできなかった、ってことよね」
　千姫の言葉は、この場に集まった目的、その核かく心しんをいっきに突ついたものだった。
　そしてそれに対する答え、対策が誰からも上がらないということが、場の空気をさらに重くしていく。
「やっぱり、天草の『剣鬼ダークサムライ』たちの力は、かなりのものだってこと、なのか……」
　又右衛門ひとりに対しても、初めて見るそのからくり仕掛けを差し引いたとしても、
「圧倒されていたかも、です……」
　半蔵のひと言が、さらに追い打ちをかけ、
「で、でも！　ですわ！　一度もう見てしまったものは、二度と後おくれを取るものではありませんでしてよ。びっくりしただけですの。手が飛び出したり、脚あしから爆ばく弾だんが出たり、そんなこと、思いませんもの！」
「爆弾だけではないかもしれぬぞ」
「爆弾だけじゃない……あ、ぁぅ……」
　兼続のフォローも、幸村の現実的な分ぶん析せきで轟ごう沈ちんしてしまう。
「だ、だから、ぼくたちは……！」
「そうよ。だからこの千に考えがあるわ」
　宗朗が言いかけ、千姫がさえぎる。全員の目が、千姫に集まった。
「千姫さま、考えって」
「なん、ですの」
「御姫さま、御ご無む茶ちやは……」
　期待と不安、心労が交こう錯さくするなか、得意げに腕組みした千姫が、言い放つ。
「合宿、よ！」
　……一拍ぱくおいて、
「へぇぇええええ!?」
　さまざまな奇き声せい、悲鳴、嬌きよ声うせいが交錯したことは間ま違ちがいなかった。
弐◆奥日光、富士、東照宮
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「……いや、合宿って、もともと道場にみんなで寝ね泊とまりしていること自体、合宿のようなものだし」
　しごくまっとうな宗むね朗あきらの意見は、
「却きやつ下か。だいたいなによ。いつも同じこんな道場にこもってるから、いい考えも、鍛たん錬れんもできないってものなのよ」
　にべもなく千せん姫ひめにはねつけられる。
　そしていま、柳やぎ生ゆう道場の全員がたどり着いたこの場所、といえば、
「奥おく日につ光こうの……、たしかにこの辺りはいま、いちばんいい季節みたいですけれど、ここで合宿……もとい修しゆ行ぎようするのに、千姫さま、なにかお考えが」
「ううん。だってここの別べつ荘そう、使えるんだもの」
「え」
　宗朗が言いかけたとおり、奥日光……日光連山の麓ふもとに位置する、中ちゆ禅うぜ寺んじ湖こ畔はんの別荘だった。
「わーい！　合宿、合宿！　すごーい、山と湖だよぉ。いっぱい草が生えてるから、ぐっちゃんの好きな雑草もあるかもね！」
　十じゆ兵うべ衛えのいきなりのむちゃ振ぶりが兼かね続つぐに。
「がー！　なんで奥日光まで来ていきなり雑草ですの！　だいたいわたくし、最近は雑草など食しておりませんことよ！　ふふん、わたくしが切り盛りするメイドカフェで、食パンの耳やハムの切きれ端はしや、野菜の芯しんなんかが潤じゆ沢んたくに食べられますの。ほほほほほ！」
　自じ慢まんげに胸を張る兼続。
「……それ、食材のゴミ、ですよね」
　苦くし笑ようする半はん蔵ぞう。
「まあ、無む駄だがないのはいいことかもしれないけど……。それより、千姫さまはもう旗本生徒会の、副会長の職も辞しているわけで、この別荘を使えるんですか」
　ふたたび宗朗。千姫はクスッ、と笑って、
「確かに生徒会の副会長は辞やめたけれど、だからなんだというの？　千せんを誰だと思っていて。徳とく川がわ将軍家の長女であることは、生徒会の役員とは関係なく、千の身分を証明しているものよ」
　これもまた、自慢げに胸を反らす。
　だがこんなとき、
『またこれみよがしに乳をひけらかしよって！』
　そんなふうに突っ込む声がない。幸ゆき村むらが、いないのだ。
「ゆっきー、研究があるからって、合宿に来なかったの。寂さびしいな」
　そう言う十兵衛の声も沈しずんでいる。
「そうですわね。あのオデコチビがいないと、どうも調子が出ませんわ。いたらいたらで、胃が痛いのですけれど」
　とは兼続。
　十兵衛の言葉どおり、天あま草くさ一派対策の研究のため、として道場に残ったのだった。又また兵べ衛えもいっしょだった。が、
「ウキッ、ウキュー！」
　佐さ助すけは、十兵衛や兼続の肩の上、背中の上をさかんに行き来している。初めて見る山々の光景や空気に、興奮しているようだ。
　別荘は、湖こ畔はんに張り出したような回かい廊ろうを持つ寝しん殿でん造づくりの平屋建てで、瓦かわらや障子には徳川の家か紋もんがしっかりとはまっている。
「はは、豊とよ臣とみ方がたって目されてるぼくらが……いいのかな」
　事実上、もはや豊臣か徳川か、ということに意味はない。
　が、世間的には豊臣派、豊臣方とされ、学園の生徒会からはいつでも攻撃が可能なように監かん視し対象となっているなど、正直複雑な立場。
「まえにも千姫さまの発案で、強ごう引いんに海の別荘へ行ったことがあったけど」
「ぐっちゃんがタコに食べられてタッコタコになっちゃったときだよね。十兵衛、おぼえてるの！」
「な！　タッコタコってなんですの！　タコに食われてなどいませんわ！　騙だまされてタコ型の式神をこの身に……、だいたいタコに襲おそわれていたのは、あなたがたではございませんの！」
　生徒会側の刺し客かくとして、別荘にまで潜せん入にゆうしていた当時の兼続だったが、秘術によってその身に式神を潜ひそませられていた。
　サムライのエネルギーを取り込んで巨きよ大だい化かした式神はなんとか十兵衛ら「剣姫マスターサムライ」たちによって倒されたものの、エネルギーを失った兼続は瀕ひん死しの状態になってしまう。
　それを救ったのが、
「無理やり契約するなど、言語道断ですわ！　気を失っている間に乙女おとめの唇を奪うばうなど、鬼き畜ちく、野やじ獣ゆうの所行ですの！」
　口を極きわめる兼続だが、その頬ほおは怒いかりとは別の理由でしっかり朱しゆに染まっている。
　生死の危あやうい兼続と緊きん急きゆうに契約することで、「将」たる宗朗のエネルギーを兼続に補給し、その命を救ったのだが、宗朗の契約方法が、唇を触ふれ合あわせる＝キス、によるもののため、いまに至るもこんなふうに言われているのだった。
「でも、おかげでぐっちゃんとこんなに仲良くなれたんだもん！　タコさんだって大好きなの。ねー！」
　ギュッ、と兼続に抱だきつく十兵衛。
「ちょ！　わ、わかりましたわ。わかりましたけれど……そんなに乳を押おしつけないで！　息ができませんで……ぎゃぁ！」
「ウキュー！」
　カプ、こんどは佐助にも頭をかじられる兼続。ある意味、モテモテと言えるようだ。
「……でも、だいじょうぶなのかな、学園を留守にして、いまこんな」
　兼続と十兵衛の騒さわぎを横に、宗朗がつぶやいた。
「平気よ。道場にはおチビちゃんとノッポのふたり組がいるし、服はつ部とり忍にん軍のくノ一たちも詰つめてるわ。それに、敵である天草たちの狙ねらいがあの道場や学園にあるなら、もう千たちはとっくに壊かい滅めつしてるわね」
[image: 画像]
「壊、滅……」
　わかってはいても、口に出して言われるとやはりこたえる。
　まして、千姫たち「剣姫マスターサムライ」の、宗朗は「将」なのだ。
「なによ。胸を張りなさい。『将』が下を向いてたら、千たちだって力が出ないんだから。それに、そのくらいのこと、おまえだって察しが付いていたはずよ」
　千姫に言われて、宗朗は思い直す。ちょっと、笑った。
「はい。幸村にも言われたんだ。それに、このあいだ又また右衛え門もんが襲ってきたとき、正しよ雪うせつが、聞こえよがしに言っていたことがほんとうだとしたら……」
「敵の真の狙いは徳川幕府とこの日の本。けれど、わたしたちもいちおう利用価値があるようじゃない」
「だから殺さず、泳がせておく、ですか」
「ええ。だったら、その分好きに泳がせてもらおうじゃない。別荘だって海だって山だって、行ったらいいのよ」
「それ、ただ遊びたいだけ、なんじゃ……」
　しだいに苦笑に変わっていく宗朗の顔を、千姫はその頬をギュッ、とつねった。
「あが！」
「なによ！　千がなんでこんなところまでおまえを連れてきたと思ってるの!?」
「あ、じゃあ……」
「あたりまえじゃない。天草一派の目的や対たい抗こう策さくは、おチビちゃんに任せるわ。おまえにはここでゆっくり、『将』たるものの覚かく悟ごを見つけなさい！」
「『将』たるものの、覚悟」
「そうよ。ここをどこだと思っているの。『将』の中の『将』、征せい夷いた大いし将よう軍ぐん、東とうし照よう大だい権ごん現げんさまのお膝ひざ元もとなのよ！」
「東照大権現……徳川家いえ康やす、公こう……！」
　中禅寺湖から華け厳ごんの滝たきを経へて大谷川の作る谷をなぞっていけば、そこは紛れもない日光東照宮。
　徳川家康を祀まつったその霊れい廟びようから吹ふき下おろす気は、確実にここまで届いている。満たしている。
「ここならやつらも表立って手出しはできないはず。宗朗、おまえの覚悟、千に見せてご覧なさい！」
「千姫さま……はい！」
　千姫の意外な深しん謀ぼう遠えん慮りよに、いまさらながら驚く宗朗だった。
「さあて、そうと決まったら、さっそく汗あせを流したいわ！　ここは温泉が引いてあるのよね。広い湯船でゆっくり……」
「はい、御お姫ひいさま」
「わーい、お風ふ呂ろ、お風呂ぉー！」
「あら、温泉はいいですわね！」
「……やっぱりただ遊びに来ているだけみたいな、気がする……」
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「……日光、東照宮」
　開いたページに目を落としながら、宗朗がつぶやいた。
　知っているようで、正確には欠落している知識。
　徳川幕府やその成り立ち、業績は、ここ大日本では小学校の時分から嫌いやというほど叩たたき込こまれる。
　それなのに、不思議とその始祖である徳川家康の死後については、通とおり一いつ遍ぺんの説明だけで、多くの人々から忘れられていた。
　柳生の名めい跡せきを将来は継ぎ、こんなふうに武士の学園に通っている宗朗でも、改めて資料本を読むことで甦よみがえってくることの多さに驚く。
　徳川家康は死後、東照大権現となった。
　神になったのである。
　その神を祀るため、東照宮が建こん立りゆうされる。
　家康の遺い骸がいはいちど久能山に葬ほうむられたのち、この日光に改かい葬そうされた。大規模な社しや殿でんが作られ、霊廟が安置された。
　東照宮とは、東照大権現を祀る社やしろの総そう称しようであり、日光のそれも正式には「東照宮」。便べん宜ぎ上、「日光東照宮」と呼ばれるに過ぎない。
　その後も「東照宮」は全国に建立され続ける。
　徳川幕府が建立したもの、御ご三さん家けなど親しん藩ぱん家や、譜ふ代だいの大名家が家康を祀るために造ったもの、すべてを合わせると、数百を数えてもまだ足りない。
　むろん、かつては幕府の意向をうかがうため、恭きよう順じゆんの意を示すためのスタイルで、そのようなものを置くこともあっただろう。
「明治の大改革以降、統とう廃はい合ごうなどが進み、現在残るのは百あまり……か」
　残った東照宮の多くは、やはり幕府や有力親藩家が建立したものが多い。
　久能山、水戸、世良田、滝たき山やま、紀州……大おお江え戸ど市中、その周しゆ縁うえんに限っても、上野、東本願寺、船橋……。
「大江戸の街を、取り囲むように東照宮がある……配置されている、のか。街の中も、江え戸ど城じようを囲んで……」
　さらに歴代将軍の墓所、霊廟である寛かん永えい寺じ、増上寺などを加えれば、よりはっきりとそのネットワークが見えてくる。
「大江戸から真北に進むと、この日光。そして水戸、世良田、久能山……」
　徳川幕府の本城を囲むネットワーク、そして、日本全国に連なり延のびていくライン。
（これは、幕府を……徳川を守るための城じよ壁うへきなのか。それとも……）
　明確な外敵、外と様ざま大名や海外の諸外国に対してのものでないことは明確だ。東照宮が城であったり武器が集積されているわけではない。
　そうした城じよ郭うかくネットワークは別にある。
　ならば、霊れい的てきなパワースポット、ネットワークはなんに対してのものか。徳川に仇あだなす者たちならば……、
「豊臣、だっていうのか」
「あら、ちゃんと勉強してるのね。感心感心」
　不意の声に振ふり向むくと、戸口の襖ふすまにもたれているのは千姫だった。
「千姫さま」
　持ってきた荷物を片づけるため、いったん各人の部屋へ落ち着いてから約一時間。
　もともと鞄かばんひとつの宗朗は、空いた時間で別荘内の手文庫を尋たずね、見つけた東照宮に関する本を読んでいたのだ。
　部屋は、個室なのは宗朗だけで、千姫と半蔵、十兵衛と兼続は相部屋だ。
　といっても、それぞれ十畳じようはある広い二間の続き部屋なので、実質、個室のようなものだった。逆にひとりの宗朗は、その広さを持てあますほど。
　片づけを半蔵や別荘付きの女中たちに任せて、千姫はさっそく宗朗の部屋を訪ねてきたのだ。
「ふぅーん、なになに……あら、いいところついてるじゃない」
　ぺたっ、と宗朗の隣となりに腰こしを下ろすと、しなだれかかるように手元を覗のぞき込む千姫。
「あ、ぇ……と、そう、そうなんです。この東照宮って、やっぱり何者かに対する霊的な護まもりなんじゃないか、って……わぁあ！」
　あまりにも千姫が身体をあずけてもたれかかるので、とうとう押しつぶされるように宗朗が畳に突っ伏ぷしてしまう。
「なあに。この程度でつぶれちゃうようじゃ、逆に千のこと、押し倒たおしたりなんてできないわよ」
「ええ？　押し倒……!?」
「フフフ、せっかくあの狭せま苦くるしい道場を抜ぬけ出して来たのよ。おチビちゃんたちもいないことだし、千とゆっくり、してくれてもいいんじゃない。こんな時間、ずっとなかったんだからぁ」
　いつもの千姫の傲ごう慢まんさは影かげを潜め、なんだか語ご尾びからも甘あまえる匂においがこれでもかと漂ってくる。
（それが……よけい危険なんだ、けど）
「あ、いま変なこと考えたわね！」
　すかさず千姫。
　表情の変化を目ざとく読まれてしまう。といっても、ほとんど千姫がおおいかぶさっているこの状態では、顔と顔の距きよ離りは十センチもない。それも、
（どんどん、近づいて……来、るぅ）
　気がつくと、もう千姫の長い髪かみがひと房ふさ、宗朗の首筋をくすぐっていた。
　ギュッ、と押しつけられてたわんだ胸。その肌はだの谷間が深く刻まれて、宗朗を誘さそうかのようだ。
　ふんわりとただよう甘い香かおりが、さらに強く、濃のう厚こうになってくる。
「あの！　東照宮について、なんですけど」
「なによ。その話はいつでもできるでしょう。……いいわ。ヒントをあげる」
「ヒント……ですか」
「ええ。日光の東照宮は大権現さまをお祀りしているわ。でも、神社には摂せつ社しやや末社があって、ときには主神と正反対の祭神を祀っていることもあるのよね」
「正反対……家康公と正反対の、まさか……」
「そのまさか。東照宮の本ほん殿でんには当然東照大権現さま。でも相殿でんに祀られているのは、源みなもと頼のよ朝りと公もこうと……」
　千姫が言葉を切った。黒目勝ちの目がまっすぐに宗朗を見下ろす。
　花びらのような唇くちびるが告げた、その名は、
「豊臣、秀ひで吉よし公こう」
　瞬しゆ間んかん、宗朗の胸の中になにかが差し込まれたような衝しよ撃うげきが走った。
「秀吉公！　……それじゃ、東照宮は……！」
　守護しているのが徳川家なのか、江え戸ど、大日本そのものなのか。おそらくはその両方なのだろう。
　が、誰だれから、という「敵」は豊臣ではない。
　すでに豊臣秀吉は、神として祀られている。それも、同じ日光の東照宮の中で、枕まくらを並べて。
（最初から、わかっていたんじゃないのか。いまぼくらの前に立ちはだかっている敵。徳川とか豊臣とか、そういうものじゃない。そんな、もっと、きっと深いところの……）
「フフ、考えてるわね。千のあげたヒントは役にたったかしら」
「あ、はい。でも千姫さまは、なにをご存じなんですか。もっと、さらに……」
「さあ。千だって将軍家の一員よ。このくらいのこと、知っていて当然でしょ。その先にある、天草の真の意図と、幕府攻こう撃げきの方法、それをいっしょに考えるために、ここへおまえやみんなを連れてきたんだから」
「千姫さま」
　東照宮にほど近いこの場所を千姫が選んだのは、ただの遊びや偶ぐう然ぜんではなかったのだ。
「んん！　もういいでしょう。わかったら……」
　千姫が、ふたたび顔を近づけてくる。押しつけられる胸も、さらに強く圧力を増してくるようだ。
「でも、いっしょに考えるって」
「考えなさいよ。考えてるでしょ！　でも……ものごとにはタイミングっていうものがあるのよ。このタイミング、なにか感じない？」
　ヒントをくれたときの、真しん摯しな表情とは一変。
「と、言うと……」
「バカ！　……き、キスのやり直し、よ。千が宗朗と契けい約やくしたあのキス。もつれ合って転んだ拍ひよう子しに、なんて、イヤなんだから、ね！」
「それは、は、はい」
「やり直しを要求するんだから。こんどこそ、ちゃんと宗朗のものに、して……！」
「ぼくの、もの……って、ぇぇええ、あ……」
　唇が、降ふってくる。
　形のよい、ピンクに濡ぬれた唇。吐と息いきまで甘いのは、もう数センチもその距離がないからだ。
　あと三センチ、二センチ……。もう千姫は目を閉じている。あとは鼻先がかすめた。あとは自然に唇が唇を欲ほつするように触れ合う、だけ……。
（千姫、さま）
「っ……」
　いつのまにか、宗朗も目を閉じていた。やがてふれ合う、唇の感かん触しよくを想像する。待つ。待つ……。
（ぁ、れ……？）
　思わず目を開けようとした、とき、
「あ────！　な、な、なにをしていますの!?　は、破は廉れん恥ちなぁああ！」
　響ひびき渡わたる大声、と言えば、
「か、兼続？」
　そして、
「お兄ちゃん！　千姫さまと、なにしてるの？」
「十兵衛！　いや、こ、これは……」
「御姫さま……！　う、ぅぅ」
　十兵衛、加えてすでに涙なみだ目の半蔵まで。
　なんのことはない、別荘を訪おとずれている全員が、この部屋に集まってしまっていた。
　これでは続行はどうみても不可。またも再戦のキスが不発に終わって、千姫はさぞ怒り心頭、かと思えば、
「……フッ、いいわ。今回も貸しにしておいてあげる」
　怒おこるでもなく、小さく笑って身を起こす。
「千姫さま」
　これには少しだけ宗朗も、肩かたすかしのように感じた。しかし千姫は、
「なによ、千からだなんて、おかしいわよ」
「ぇ……あ」
　宗朗が気づくと、千姫は少しだけ口を尖とがらせて、
「おまえから……宗朗から千にキスしなきゃ、なんにもならないわ！　これじゃまるで、千が宗朗を襲ってるみたいじゃない」
　そのとおり、なのだったが。
「そんなのイヤだもの。いい？　キスは宗朗、おまえからするのよ。おまえが……千のこと、だ、抱きしめて、どうしてもキスしたいって言うなら、そのときは！　キス、してあげるわよ！　……フン！」
　しゃべっている間にどんどん顔が赤くなり、そのうえ勢いもついてしまって、最後はすっかり捨すて台詞ぜりふのようになってしまった。
　それが自分でも気に入らなくて、でも言い直せなくて、かぶりを振ると、
「御姫さま……？」
　呼び止める半蔵を振り切って、ずんずん部屋を出て行ってしまう千姫。
　廊ろう下かの角を曲がったところで、
「なによなによなによ……なによ、バカぁあああ!!」
　やはり堪たえきれずに爆ばく発はつ、したらしい。
「御姫さま！」
　後を半蔵。そして、
「千姫さま！」
　宗朗が追いかけたときには、もう廊下のどこにも見えなかった。さすが「剣姫マスターサムライ」の身体能力は、桁けた外はずれ、と言えよう。
「ウキッ？」
　兼続、それに十兵衛といっしょに入ってきた佐助が首をかしげる。十兵衛も、
「どうしたの、千姫さま？　お兄ちゃんとお相撲すもうしてて、負けちゃったの、かな？」
　佐助と同じ角度に首をかしげるから、
「はーっ……」
　兼続が大きくため息を吐はき出す。
「なんですの。あのくらい、見ればわかりますわ。あの場はつい、声を上げてしまいましたけれど、千姫さまのおっしゃることもごもっともですわ。それに、思いとどまられたのも女心ですわぁ。もっとも、その相手が野獣宗朗とは、どうかと思いますけれど！」
　熱弁を振るう兼続だったが、
「お相撲じゃなくて、プロレスだったの？　柔じゆ道うどう？」
「だから！　プロレスでも柔道でもありませんわ！　モンゴル相撲でも、サンボでもありませんわよ」
「ふぅーん」
「だいたいあなた、自分からいつもキスをねだったりしてるじゃありませんの。他人のキスくらい……」
「しないよ」
「はぁ？　なにを言っているんですの」
「十兵衛、もうお兄ちゃんとチュー、しないの」
　なにげなく言う十兵衛。わずかに唇の端には笑いがある。
「どういうことですの？　あなたがあの宗朗とキスしないだなんて。まさかケンカですの？　それとももうさんざんキスしたから、飽あきた、ということですの？　それもなんだか、ですけれど」
　けげんな兼続に対して、
「ううん。お兄ちゃんは大好き。十兵衛、大好きなの。でももうチューは……」
「？？？」
　笑う十兵衛に、どうにも怪け訝げんな兼続。
「ウキュ？」
　佐助が不思議そうに首をひねった。
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　意外なほどに、光にあふれていた。
　地の底とは思えない、眩まぶしい輝かがやきは、数メートルの高さを持つ水すいし晶よう柱から漏もれ出だしていた。
　水晶柱は八つ。岩がん盤ばんから不規則に突き出し、下部は岩と融ゆう合ごうしている。全部で大きな円を描えがくように点在していた。
　天てん井じようは逆に闇やみに包まれ、どこまでの高さなのか、仰あおぎ見みることもできない。
　が、もし光が届くならば、ドーム状の天てん蓋がいが見事なアーチを描いているのが見えただろう。
　自然の岩がん塊かいなのか、シャンデリアのようにいくつも垂れ落ちて、下向きに鋭するどく尖っているのも。
　水晶柱群のちょうど中心。周りから一段高く円形の台座が形作られ、その上にひとりの人物がある。
　黒と見み紛まがうばかりの紺こん色いろのケープですっぽりと身体を覆おおっていた。
　同じ暗い青の髪がたっぷりと逆立ち、まるで頭を貫つらぬくように、十じゆ字うじ架かの髪かみ飾かざりが突き刺ささっていた。
「Sept coniurez au banquet feront luyre, Contre les trois le fer hors de nauire, L'vn les deux classes au grand fera conduire……」
　手にした書物に目を落とし、青あおむ紫らさきの唇が詠えい誦しようすると、周りの水晶がそれに応こたえて、呼吸するようにその光を瞬まばたかせた。
「……すでに龍りゆうの道は成り、気は流れ始めた。いかな霊的結界といえど、抗こうすべくもあるまい」
　書物を閉じる。改めて見える羊革紙の表紙がそうとうな年代を感じさせた。
　この人物。これこそ魔ま人じん、天草四し郎ろう時とき貞さだだ。
　この場所は、武ぶ應おう学がく園えん塾じゆくの構内からは離はなれた、しかし同じく富士山の裾すそ野の、その地下に当たる。
　正確には、宝永山の地下だった。
　宝永山は、富士山の側火山、寄生火山のひとつで、宝永四年（一七〇七年）の宝永大だい噴ふん火かで知られる。
　大噴火によって、周囲は激しい地じ震しんと噴ふん気きに襲われた。約百キロ離れた江戸でも、大量の火山灰が降り注いだという。
　これがもっとも新しい、富士山の噴ふん火か記録だ。
　この噴火によって、宝永山と名付けられる新たな側火山が形成され、その火口は大きくえぐられて残った。
　現在、富士山を東側から仰ぎ見ると山やま肌はだが崩くずれ落おちたように、この宝永山火口が口を開けているのが見える。
　それは見る者には、霊れい峰ほう富士を引ひき裂さき、根こそぎ崩してしまうあぎとのようでもあった。
　宝永山ほどではないが、こうした側火山が富士にはいくつかあって、山やま裾すそに棘とげのようにその頂を突つき出している。
　丸山、棧さ敷じき山やま、幸こう助すけ山、小富士、二子山、二ふたツ塚づか、浅あさ黄ぎ塚づか……。
　そうした主な側火山と、この場の水晶柱の数は奇きみ妙ような一いつ致ちを見せていた。
「舞ぶ台たい装置はこれ以上ないほど上々。あとは仕し掛かけにかかるネズミが……」
　言いかけて、天草が口を結んだ。天草の聖堂とも言えるこの岩の伽が藍らん、その内ない陣じんの中に入ってくる人ひと影かげを認めたのだ。
「……天草さま。お召めしにより参上いたしました」
　緋ひ色いろのマント、腰まで届くポニーテール。
　由ゆ比い正雪である。
　その背後、両手を頭の後ろで組みながら、ぶすっとした顔を背そむけているのは荒あら木き又右衛門だ。
「正雪、それに又右もか。近くへ来るがいい」
　天草の紫むらさ色きいろの唇が微びし笑ようの形に弧こを描く。
　その視線を受けると、又右衛門の顔がパァ、と輝いた。正雪を押し退のけるようにして、天草の前へ進み出る。
「天草さま！　あたしひとりでもあいつら全部、超ちよう楽らく勝しようなんで！　いつでも命令してくれたらいいっていうか、マジいつでもぶっ殺すし」
　息せき切って話す又右衛門に、天草は微笑を浮うかべたまま手を差さし伸べる。
「あ……」
　又右衛門は顔を輝かせて、その場にひざまずいた。頭を垂れる。
　その頭、髪を撫なでるように、天草が手をかざす。触れるか触れないかという近さ。手のひらが青白く光ると、
「はぅ……くぅ、ん」
　又右衛門が小さく声を上げた。
　目を閉じ、子イヌのように自分から頭を擦すりつける。そのまま天草のケープの中に顔を突っ込んでしまいたい、そんなふうにも見える。口もとが笑いの形に緩ゆるんでいた。
「よくやってくれた。又右のはたらき、うれしく思うぞ」
　天草が言うと、又右衛門はますます気持ちよさそうに、
「ぁぁ、ん……なんでもするぅ。天草さまのために又右、なんでもしちゃうし。ずっといい子にしてるからぁ。ご褒ほう美び、超ちようほしいよぉ」
　くねくね、身を揺ゆらす又右衛門は、いつのまにかその顔までも天草の手のひらに押しつけていた。
　ペロペロ、舌でなめあげるさまはほんとうに子イヌのようだ。
「……」
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　そんな又右衛門のようすを、いまは背後に立つ正雪が、離れて見つめている。
　その正雪に、天草がわずかに視線を送った。その上で、又右衛門に話しかける。
「だが、このわたしは言ったはずだ。正雪の言いつけを守れ、とな。そのうえで、いくらでも戦うがいい」
「えー、そんなのダルいっていうか、あんな弱っちい柳生の男とかどうでもいいんで、サクッと又右衛門さんがぶっ殺してぇ……あ、ぅぅ!!」
　突とつ然ぜん、又右衛門の片かた腕うでがあらぬ方向にねじ曲がった。手も床ゆかに着いていた又右衛門は、姿勢を大きく崩す。前にのめった。
「あ、く……ぅ！」
　グリ……。こんどは脚あしがひとりでに曲がった。こちらも、ふつうの関節ならばとうていありえない曲がり方だ。
「ひぃ！」
　又右衛門が目を剥むき、悲鳴を漏らす。けんめいに起き上がろうとするが、残った腕うでも脚も、同じように曲がっては自在に動かせない。
「ぐぅ、ぁ、天草、さまぁ」
　必死に顔だけを上げて、天草に訴うつたえかける。
　その目からは、おそらく制せい御ぎよできない涙るい腺せんから涙があふれてマスカラを溶とけ出させ、目の周りを黒く染めてしまっていた。
「どうした。柳生道場の連中を殺して来てくれるのではないのか。そんなことでは敵に勝つことなどできぬぞ」
　見下ろす天草が、言葉を投げつける。
「あぅ、ぁぁ……ご、ごめんなさい。ごめんなさぁい！　許してぇ、ください……許してぇえ！」
　ビクッ、ズルッ……。なんとか身体の制御を取とり戻もどし、身を起こそうとする又右衛門の試みはすべて失敗に終わっていた。
　大きく痙けい攣れんし、よりどころのない斜しや面めんを滑すべり落ちるように、身をくねらせる。
「痛くはないはずだ。もとより作り物の手て脚あしに痛覚などないのだからな」
　天草がその履はき物もので又右衛門の腕を踏ふみにじる。メリメリ、バキバキと細工の壊こわれる音が響いた。
「ぎゃぁ！　ぁぁあああ！　こ、壊れる……壊れちゃうぅぅ！　お、お許しくださいぃ、あま、天草さまぁああ！」
　身もだえする又右衛門に天草が、
「ならばいかにする。どのようにこのわたしに忠誠を見せてくれるのだ」
　しゃがみこみ、その髪をつかんだ。引っ張り上げると、又右衛門の顔がようやく天草を見ることができた。
「は、はいぃ、お、仰おおせのとおりに。なんでも言うとおりに、する……しますぅ！　正雪さまの命令は、天草さまのお言いつけと同じだから、守らなくちゃいけないの、わかってたのに……」
「ふん？」
「あ、あたし、少しでも天草さまに認められたくてぇ、やつらをあたしひとりでやっつければ、うんとほめてもらえるって、そう思って……ごめんなさぃ！　もうしませんぅ。もう、勝手なことはぁ……ひぃぃっ!?」
　メキメキメキ！　バリバリバリ……！　とうとう生木の裂けるような音がして、又右衛門の胴どう体たいが手脚から引き抜かれる。
「ぎぎぎ……かはっ、ぁぁぁ……！　あ、まく、さ、さま……ぁ、ぁ、ぁ」
　天草がその首をつかんで高く持ち上げる。手脚のない又右衛門の胴体が、ぶらぶら、ゆらゆら揺れた。
　首を絞しめ上あげるようになってしまっているせいか、口をパクパク開けながら又右衛門があえぐ。
「また、だ。痛みなどないはず。又右、おまえの生身は……。そのからくりの両手脚、それを与あたえてやったのは誰か」
「あまくさ、さま……すべては天草さまのぉ……」
　意識したのか、まえよりもしゃべれるようになっている。
　又右衛門の声は、ビブラートのように震ふるえながら響く。
　作り物の手脚を動かしていたのは、又右衛門の念動力ともいうべき力だ。
　それ自体には動力のないからくりの手脚を、あたかも自前の肉体のように自在に動かすことができる。
　が、その力もまた天草に与えられたもの。天草を源泉とするものに違ちがいなく、天草によって封ふうじられることもまた簡単な理だった。
「ひぅ！　ひぃー、ひゅぉー……天草、さま」
　呼吸がうまくできないのか、空気の漏れる音が混じっている。
　壊れた涙腺からはひっきりなしに涙がこぼれて、マスカラの黒い跡あとが頬にくっきりと縦についてしまっていた。
「……天草さま」
　背後から声がした。正雪だ。
　天草は、わかっている、というように軽く視線を向け、また戻して、
「いいだろう。正雪に従い、わたしの命めいを果たすのだな」
「ひゅー、ふぁい、はい」
「よい。フフフ、それでよい」
　言うと、天草が立ち上がる。両手で又右衛門の頸くびをつかみ、高くかざすと、こんどは胸に抱だいた。ギュッと押おしつける。
「ふぐぅぅ……天草、さまぁ」
　天草の胸の間に埋うまる又右衛門の顔。たったいままでのひどい顔を一転、ほころばせて甘く鼻を鳴らし始める。
　しばらくそうしたのち、天草は又右衛門の首と胴体を再び掲かかげて、
「かわいいヤツだ。このような姿となった恨うらみ、等しくやつらにぶつけるがいい」
「ひゅ、ひゃい……ふぁい」
　うれしそうにうなずく又右衛門。
「ただし、殺さず、生かして使うのだ。わかったら……」
　そのまま、又右衛門の顔を自らの顔に近づける。
　チュル……。青白い唇と、いまは汚よごれてしまったパールピンクの唇が触ふれ合あった。
「ぁぁ！　ふゅぁああ！　あまく……ぁ」
　青白い炎ほのおが天草の唇から流れ出る。又右衛門の首がその炎に包まれると、その表情が歓かん喜きに変わった。
「……」
　背後で見ていた正雪が、視線を外す。かぶりを振ると背中を向けて、聖堂を後にする。
　闇に小さく溶けていく正雪の後ろ姿を見ながら、天草の唇がさらに輝き、笑いの形を強くした。
　八つの水晶柱のひとつ、その中に人影があった。
　天草の視線が一いつ瞬しゆんそこに注がれ、また離れていく。


４


「……警備の兵はまいたようじゃな」
「はい、幸村さま」
　皓こう々こうと照らす満月の光に、陽よう明めい門もんのとりどりな色しき彩さいが映はえて、暗くら闇やみとは思えないほどに明るく見えた。
　そこから連なる回かい廊ろうの屋根の上。ひときわ背の高い影と、逆に小さな影がある。言うまでもない、又兵衛と幸村だ。
「永遠に未完成……とは、味なまねをするものじゃ」
　幸村が陽明門を眺ながめて、ふと漏らす。
　この絢けん爛らんな建築物は、日本一有名な門と言ってもいいだろう。もちろん大日本国国宝に指定されていた。
　全部で五百を超こえる彫ちよ刻うこくが施ほどこされ、極ごく彩さい色しきに彩いろどられた麒き麟りんや獅し子し、鳥ちよう獣じゆうから、無む邪じや気きに遊ぶ子どもたち、草花までが最高の技術で彫ほり込まれている。
　十二本の柱には渦うず巻まき紋もんがそれぞれ彫り込まれているのだが、裏側の柱の一本だけは、渦うず巻まきの向きが逆になっている。
　これはミスではなく、完成した瞬間から崩ほう壊かいが始まる、つまり完成したものはすべていずれ崩壊する、との観念から、わざと未完成の部分を残しているものだ。
「未完成ゆえに永遠を表す、とな。じゃが徳川幕府が永遠に続くなどと……」
　そこまで言って、幸村は近づく足音に気づいて口を閉ざす。又兵衛もうなずくと、
「……！」
　屋根から飛び降り、回廊の裏側へ身を隠かくした。
　しばらくすると、近くを足音が遠ざかっていった。
　ときおりカシャカシャ、と武具がふれ合う音がしたのは、警備の兵であることを物語っている。
　ここは日光東照宮。真夜中の境けい内だいだ。
　ふだん参拝客でにぎわう参道も、いまは無人の闇に包まれている。
　幕府、徳川家にとって最高の霊れい廟びよう。その警備は厳重だ。
　この時間、表門、石鳥居までもが閉ざされて、東照宮はひとつの城、堅けん塁るいの様相を呈ていする。
　こんなふうに幸村と又兵衛が本殿近くまで入り込むのは、極きわめて難しい。
「行ったか」
「はい」
　幸村、続いて又兵衛が顔を上げる。
「それではわらわたちも参るとするかの」
「拝はい殿でん……本殿の中へ、入るのですか」
「いや、願い事もないしの。そんなところに用はないわ。それに、手ちよ水うず場ばで手を洗うのを忘れてしまったしのお」
　とぼけて幸村が言う。
「ではなぜ」
　わざわざ警けい戒かいの厳なる本殿へ寄り道したのか、と又兵衛は問いたいようだ。幸村はフフン、と笑って。
「観光じゃ。千のやつも羽根を伸ばしておるであろうしの。我らとて少しは楽しんでもよかろう。……ほれ、眠ねむり猫ねこじゃ」
　幸村が指さす。
　坂下門の破は風ふの下、身体を丸くして眠る、白に黒ブチの猫の彫刻が見下ろしていた。
「あれは三毛かのお。黒ブチじゃろうか。三さん猿えんは、逆の神厩きゆ舎うしやじゃったか。戻るのはめんどうじゃの」
　笑いながら歩く。
「幸村さま」
「わかっておる。冗じよ談うだんじゃ。あやつらが別べつ荘そうでいまごろ何をしておろうかと思うと、ちょっと言ってみたくなったのじゃ」
「はい」
「さて、遊ぶのもこのくらいにしておくかの。我らの用があるのは……」
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「はい。奥おくの宮みや」
「うむ。家康の遺体などに興味はないが……千のやつめ、はたらかせよるわ。これでなにもなかったら、おぼえておれ」
　言いながら、しかし幸村は楽しそうだ。
「幸村さまが望んだのでは」
　又兵衛が先に立って歩く。五ごじ丈よう鑓やりを手に、油断なく辺りをうかがう。
「そうじゃ。徳川家ゆかりの東照宮、菩ぼ提だい寺じの寛永寺、増上寺……。大江戸を鎮ちん護ごする霊れい的てき結界のネットワークを形成しておるのは間ま違ちがいないと思っておった。しかして天草の動きじゃ。我らサムライを狙ねらうのは、その先の大目的の仕掛けに過ぎぬ、と正雪が言いおった、その意味」
「徳川幕府の転てん覆ぷく、崩壊……そのための」
「首都、大江戸の壊かい滅めつじゃ。なにより近道であり、幕府の機能も人物も、将軍も一度に葬ほうむることができる。わらわが天草ならば、それを狙う。我らサムライなど、後回しでじゅうぶんじゃ」
　自分で自分たちを「後回し」とするのも、なかなかに言いにくいことだ。
　が、この、相手の立場に身を置く、というのが優すぐれた思考法であることに変わりはない。利点や弱点が、いっきに見えてくることがある。
　幸村が天草の思考を推測し、その逆の手を打とうとしたとき、徳川幕府、ひいては徳川家の関かかわりを抜きには行えない。
　なにより天草の攻撃の対象が、徳川、大江戸、という大きなものに移ってしまっている。いや、最初からそうだったのか。
　御ご前ぜん試合の騒そう動どうから、次期徳川将軍、慶よし彦ひこの弑しい虐ぎやくに及およぼうとした天草。また、その機に乗じて学園を乗っ取る、サムライたちを根こそぎにする、という目的が見えた。
　が、いまはその遥はるか先を行っている。
「……幕府の高官どもや将軍などはよい。民たみ草くさを苦しめる元げん凶きようの大おお掃そう除じになるなら手を貸したいぐらいじゃ」
　幸村が歩きながら、得物の大だい鉄てつ扇せんを一枚だけ開いたり、閉じたりする。木々の間を抜けると、奥の院いんが見えてきた。
　幸村が続ける。
「じゃが……どうやらそうではなさそうじゃ。天草の狙っておるのは、将軍の弑虐や幕府高官へのテロ、などというものではおそらくない。もっと大きなものじゃろう。無む辜この民草が大勢巻き込まれ、命を落とすことになれば、それは徳川の圧政よりもなお許せぬことじゃ」
　結果的に徳川家や徳川幕府を守ることになっても、大江戸の壊滅はなんとしても防がねばならない。
　その想おもいが、幸村を駆かり立たてていた。
「よいか。大江戸を護まもるのは武士たちや城じよう郭かく群だけではない。まして近代兵器でもない。大おお江え戸ど鎮ちん護ごのため作り上げられた霊的結界、そのネットワーク、徳川将軍の霊廟、真に天草が徳川幕府、大江戸、ひいてはこの日の本を崩壊させようとするなら、霊的守護の要、ここ日光東照宮を避さけて通れるはずはないのじゃ」
　そう思いながらも、まだ幸村が躊ちゆ躇うちよしていたころ……。
『書物や電脳網もうで調べるのは限界があるのお。ここは一度、実際に赴おもむいて……じゃが、わらわでは、本ほん殿でんや奥の院いんに入ることは無理じゃし、ここはやはり忍しのび込む、あるいは押し通るか……』
　そこへあっさりと助け船を出したのが千姫だった。
『おチビちゃんがそんなふうに考えているなら、千も手伝うわ。大江戸を護る結界なら、なんといったってその要、日光の東照宮を探さぐるべきよ』
『わらわもそう思っておった。時間がないことでもある。ちまちま歴代将軍の霊廟を訪ねておってはラチがあかぬ』
　こうして日光東照宮の探たん索さくが決まる。が、ここで幸村が逆に千姫に頼たのんだことがあった。
『宗朗を、どこかへ引き離してくれぬか』
『宗朗を。どうして？』
　面食らう千姫に、幸村が答える。
『あやつはまだ将軍家剣けん術じゆつ指南役、柳生宗そう家けの嫡ちや男くなんの身。たしかにいまは、その身は預かりになっておるし、学園でも旗本生徒会と対立しておる、かぎりなく謀む反ほん人にんに近い立場じゃ』
『ええ。危あやうい立場なのは千もわかっていてよ』
『じゃが、まだいまならなんとかなる。場合によっては手て柄がらを立て、将来は幕府の要職に就つくこともできよう。じゃが徳川家の霊廟……東照大権現の墓所を荒あらしたとなっては、もはやどんな言いい逃のがれもかなわぬ。よくてあらゆる地位の剥はく奪だつ、加えて柳生家の取りつぶし……』
『よくて、それなの？』
『そうじゃ。悪ければ切腹はまぬがれぬぞ』
『切腹……！』
　千姫が絶句する。
　現在は旗本生徒会からも離り脱だつし、自身も謀反人と見なされている千姫だが、やはり徳川将軍家の姫ひめ君ぎみ、そこまでの苛か烈れつな罰ばつが加えられるとは思っていない。想像しえない。
『わらわが東照宮を調べる、などと言えば、やつは手伝おうとするじゃろう。率そつ先せんして潜せん入にゆうしようとするかもしれぬ。が、そこで逮たい捕ほでもされたら、やつの一生は終わりじゃ。それはさせられぬ』
　幸村が言い、唇を結んだ。千姫は、
『そこまで、考えるんだ。徳川幕府の転覆を画策していたおチビちゃんが。宗朗の就職まで心配するのね』
　ちょっと驚おどろいた顔になる。
『わ、わらわは！　……幕府の改革を望んではおるが、それとて性急な暴力テロは民を苦しめるだけで……』
『フフ、わかってるわよ。人の気持ちが矛むじ盾ゆんしてたって、少しもおかしくないわ。それだけおチビちゃんが人間くさくなってきた、っていう、いい傾けい向こうでもあるんだから』
『人間くさく、じゃと。わ、わらわはもともと人間じゃ！』
『はいはい。でも戦術だとか、戦略だとか、そういういつものおチビちゃんの観点とはだいぶ異なってるみたいだけどぉ』
『ぅ……ぐ』
　言葉に詰つまり、顔をみるみる赤くする幸村。千姫は、クスッと笑って、
『いいわ。おチビちゃんたちが東照宮を調べている間、宗朗を遠ざけておけばいいのよね』
『おぬしもじゃ』
『え』
　一瞬言葉を失う千姫。幸村が続ける。
『おぬしも徳川将軍家の息女ならば、その立場は大事にしたほうがよい。帰れる場所があるのはなにかと重宝じゃぞ』
　だがこれには千姫も反発した。
『なに言ってるのよ！　千はもう、生徒会からも、徳川の家からも離れて……』
『そこじゃ。別におぬしの決意をいまさら疑うわけではない。じゃがな、宗朗のためにも、いざというときおぬしがその立場を使ってできることがきっとあろう。そのために、うかつに捨てずにとっておけ、ということじゃ』
『おチビちゃん……』
『おっと。言っておくが、なにも宗朗をおぬしにくれてやる、という意味ではないからの。いったんあずけておくゆえ、わらわが戻るまでしっかり見ておれ』
　こんどは幸村が笑った。それを見て千姫も、口もとを緩める。
『わかったわよ。それに、さっそくその徳川の娘むすめっていう特権を使わせてもらうわ。千が直接行こうと思ったのだけれど、おチビちゃんに託たくすことにするから、これでうまくやれなかったら、怒るんだから、ね！』
「あやつめ……」
　幸村の長い回想が終わるころ、前を進んでいた又兵衛が腰こしを屈かがめた。幸村を振ふり返かえり、指さす。
　幸村もうなずいた。軽く伸のび上がるようにして、木々の間から顔を出す。それが、見えた。
「あれじゃのお。東照宮、奥の宮。東照大権現……徳川家康の墓所じゃ」
　本殿などに較くらべると小さいが、精せい緻ちな細工が施された鋳い抜ぬき門もんが見える。
　陽明門とは異なって、ほとんど黒を基調にわずかに金を配した重じゆ厚うこうなたたずまい。そこから左右に廻かい廊ろうが延び、ひとつの郭くるわを形成している。ひときわ高い、奥おく宮みや宝ほう塔とうがシルエットになって見えた。
「ここが東照宮の心臓部じゃな。派手でひと目を惹ひく御ごほ本んや社しろなどは飾かざりに過ぎぬ」
　そしてもっとも警戒厳重な場所であることもまた、確かだった。
　いかに又兵衛と幸村が「剣姫マスターサムライ」といえど、穏おん便びんにすり抜ぬける術はなさそうだ。
　かといって派手に強行突とつ破ぱすれば、目的である霊廟の調査・研究はとうていできるはずがない。
「千め、徳川の姫ひめであること、やはり侮あなどれんのぉ」
　なかば揶や揄ゆしながら、しかしそれ以上に真しん摯しな表情になって、幸村はふところからそれをとりだした。
　分厚い黒漆うる塗しぬりの地の上に鮮あざやかな金きん箔ぱくで象かたどられた葵あおいの御ご紋もん。錦にしきの緒お締しめもまた、豪ごう華かな印いん籠ろう。
　間違いなく、徳川宗そう家けの者しか持てない、その身分を現す逸いつ品ぴんだった。そして、
「幸村さま。こちらかと」
　又兵衛が指し示す。そこにひときわ古く、大きな杉すぎの木があった。
　すでに幹は半ばから折れて、若芽も芽め吹ぶいていない。いわば死んだ木なのだ。
　きれいな杉すぎ林ばやしがつねに整備されているこの東照宮、それも奥の宮にほど近い場所で、死んだままの杉が放置されているのも奇妙なことではある。
「うむ。ここ……か」
　幸村は杉の木に近づくと、ちょうどいい大きさのウロを見つけた。手にした印籠を、はめ込む。果たして、
「ん……？」
　カチッ。なにかが中で動いた。スイッチが、入った。
「これは……！」
　ゴゴゴゴ……。木の根元に近い地面が落ち込み、そこに扉とびらが開いた。中は空くう洞どうなトンネルになっている。
「奥の宮に通じる隠し通路……」
「というより、御本社や客きや殿くでんにまで通じる、地下の廻廊というようじゃのお。ここもまた入り口、あるいは出口のひとつじゃ。おそらくは一朝事あった場合の脱だつ出しゆ路つろ、あるいは軍勢をひそかに移動させる手段か」
　幸村は又兵衛に目で合図する。そうしてまず自分が、通路に下りて見せた。
　その後で、又兵衛が下りる。重い扉を閉めるのと、幸村が懐かいち中ゆう電灯を点つけるのが同時だった。
「では、まいるとするかの」
「はい。幸村さま」
　東照宮地下の秘密廻廊を、幸村、又兵衛主従が進んでいく。
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「なんだかおかしいですわ。あの十兵衛がキスをいやがるですって？　まあ、ふだんからむやみにチューし過ぎな兄きよ妹うだいですから、しないことは別にかまいませんけれど……って、兄妹でチューですの？　そ、そんな、ふしだらなっ！　だいたい、ほんとうの兄妹かもわからないというのに……こ、この場合、兄妹なほうがいいんですの？　い、いえ、よけい破は廉れん恥ちですわ！　だいたい、あの千姫さままで宗朗にキスを迫せまるだなんて、この道場はどうなっていますの！　キス、チュー、キス、チュー、ばっかりですわ！　そんなにチューがしたかったら、たまにはこのわたくしにも目を向けてみたらいかがですの!?　こんなにかわいいぐつぐつさんが、もぎたてのとれたての熟れたてで……って、熟れたて、ってなんですの？　はっ！　わ、わたくしは誰だれからもチューなどねだって……ぁぁああ、よくわかりませんわぁぁあああ！」
　言えば言うほどどうどう巡りに陥おちいる兼続だった。しまいには、部屋の中央で手脚をバタバタさせてごろごろ転がる始末。
「はぁ、はぁ、はぁ……はて。となりの十兵衛はどうしていますの？」
　ようやく仕切りの襖ふすまに当たって止まると、赤い顔を上げて身を起こす。
　十兵衛とは同室なのだが、続き部屋の奥が兼続、手前が十兵衛というふうに部屋自体は分かれている。
　とはいえ十兵衛がおとなしくしているわけはなく、着いて早々、仕切りの襖などないも同然にさんざん襲しゆ撃うげきされていた兼続としては、さっきから閉じたままの襖の向こうが少々気になってしまう。
「もし？　おりますの？　開けますわよ。というより、ここを開けないとわたくし、ご不ふ浄じようにも参れませんのですわ。まったく不便で……」
　文句を言いながら、そっと襖を開ける兼続。
「ん？」
　無人だった。
　人がいないとやけに広く感じる八畳じよう間。その向こうに、開け放たれた縁えん側がわ、そして巧たくみに木々や池が配置された日本庭園が見えている。
「いませんの？　どこへ……きゃ！」
「ウキッ！」
　無人ではあったが、正確にはまったく誰もいないわけではなかった。それまで縁側で寝ねていたらしい佐さ助すけが、兼続の姿によろこび、飛びついてくる。
「と……！　痛！　髪かみを引っ張るなと……もお、いいかげんになさい、ですわ！」
　佐助を叱しかる兼続だが、頭を噛かんだり髪を引っ張ったりというのが、佐助の愛情行動であるのがわかっているため、強くは言えない。
「ウキュ」
「それより、あなたといっしょにいた十兵衛はどこへ行ったんですの？　そろそろ夕飯の時間でもありますのに」
　道場と異なり、食事はすべて、別荘付きの使用人たちがやってくれる。
　ならばただ待っていればいいのだが、上げ膳ぜん据すえ膳ぜんとなると逆に落ち着かないのが兼続だった。
　ふだんから、食事に関しては人一倍執しゆう着ちやくが……というより、毎日の食事の確保が重大事な兼続らしいとも言える。
「いったいどこへ行って……ん？」
　ようやく頭から下りた佐助の手を引きながら、兼続が部屋の隅すみを見る。
　そこに、ていねいに畳たたまれた衣類が。ピンクと赤の制服、間違いなく十兵衛の衣服だ。そのうえ下着までが、小さく畳まれて重ねられていた。
「どうしてこんなところに服が。着き替がえ……？」
　兼続は改めて周囲を見回し、押おし入いれの襖まで開けてみたが、十兵衛の姿はない。
　千姫たちの部屋を念のために訪ねてみようか、そう思いながら、気がついた。
「……お風ふ呂ろ、ですの？」
「ウキ？」


「……う、ん！　気持ちいい……」
　千姫がそうつぶやいてまぶたを閉じる。
　ふんわりと、湯面の上にただよう湯気が風で舞まい上がり、かすんで消えた。
　乳白色の湯は、それだけで身体があたたまるようだ。ほんのり香かおる硫い黄おうの香りがむしろ心ここ地ちよい。
　別荘から数メートル沢さわを下りたところに造られた、ここは露ろ天てん風ぶ呂ろだった。
　天然温泉が湧わき出しているのを、湯ゆ殿どのを造って半分を洗い場、屋根で囲い、残り半分を岩を組んだ露ろ天てんにしている。
　いま千姫が身を沈しずめているのは、露天部分の大岩の側だった。なだらかな岩いわ肌はだに背中をもたれかけて、眠るように目を伏ふせた顔を仰あお向むかせている。
　わずかに身動きするたびにできる波が、湯の上に顔を出したバストの半球形を洗っていた。
「よいのですか、御お姫ひいさま」
　そう言うのは千姫の隣となりに身を沈めた半蔵だ。
　やはりポォ、と染まった肌に、わずかに汗を乗せている。
　千姫もそうだが、半蔵も長い髪を髪かみ留どめでアップにまとめていた。が、メガネはそのままだ。
「なにって、しかたないじゃない。ここ、男湯とか女湯の区別、ないんだもの」
「でも、あれではあまりに……」
　半蔵がそう言う原因は、脱だつ衣いじ場ようなどを兼かねて造られている湯殿の小さな建物、その向こう側にあった。
　その場所からは湯殿の湯船や、露天風呂は見えない。が、さらに綱つなを張って幔まん幕まくを垂れ、絶対に見えないようになったその中に、
「……これ、温泉って言えるのかな」
　ドラム缶かんがひとつ。そこに湯が張られ、入っているのはもちろん、宗朗だった。
　じつは千姫とキス騒動のあと、ほとぼりが冷めたあたりで、沢の下の湯殿へ行ってみようと思ったのだ。
　が、たどり着いた湯殿の脱衣場の扉を開けて入ると、
『な……！　なによ、宗朗、なの？』
　そこにはもうすっかり着物を脱ぬいでしまい、わずかに手ぬぐいで肌の一部を隠しただけの千姫と、
『キャァアアア！　宗朗くん！　宗朗くんは、出てください！　見ては……御姫さまを見ては、ダメですぅぅうう！』
　自身も裸はだかなのに、必死で千姫をかばう半蔵。
『わぁあ！　す、すいません、ごめんなさい！　すぐ……！』
　すぐに脱衣場から出ようとする宗朗。が、しかし、
『待ちなさい！』
　千姫に背後から呼び止められた。
『は、い？』
　振り返ろうとすると、
『振り返らないでください！』
　ピシャ、と半蔵に言われてしまう。その半蔵は、自分の手ぬぐいを差し出して、千姫の裸ら身しんをけんめいに隠そうとしていた。
　逆に千姫のほうは、隠す気がまったくないのか、脱衣場に仁に王おう立ち。
『せっかく来たのだもの。おまえも入りなさい、宗朗』
『あ、はい。ありがとうございます……なんですけど、やっぱり、無理、みたいなので』
　わずかに視線を向けようとしただけで、半蔵が睨にらんでいるのがわかる。すぐにも棒手しゆ裏り剣けんが飛んできそうだ。
　だが千姫は、
『なによ。千がいいって言ってるのよ。目が潰つぶれるのを覚かく悟ごして供をする、くらい言ったらどうなの』
　あくまで高こう慢まんに言いつのる。
『はぁ……い、いえ、お断り……します。自分は、千姫さまたちのあとで、入りますから。いったん戻ろうかと』
　宗朗がそう言うと、
『あとで入るなんて……！　御姫さまのお入りになったお湯に入って間接混浴だ！　ですとか、お湯を飲んだりするつもりなんですね、宗朗くん！』
『それ、考えすぎです。委員長……』
（てか、自分がしたいんじゃないのか……）
　半蔵がキッ、と目を剥むき、ため息を漏もらす宗朗。
　こんどこそほんとうに脱衣場を辞そうとしたところへ、千姫からまた声がかけられた。
『そう。どうあっても千といっしょに入るのはイヤなのね。いいわ。でもおまえもせっかく入りに来たのだから、温泉に浸つかって行きなさい』
　……それが、これ（ドラム缶）であった。
　ドラム缶自体は脱衣場の小屋の裏にあったのだが、そこに湯を汲くんだのは宗朗自身だった。
「なんで、こうなる……」
　しかし千姫に言わせれば、主人がくつろいでいるあいだ、従卒は側に控ひかえているのがあたりまえ、であって、
『ほんと。千ってなんて慈じ悲ひ深ぶかいのかしら。……いつまでもキスの続きがないって、その仕返しなんかじゃ、ないんだから』
　あきらかに仕返しであった。
　そんなわけでのドラム缶かん風ぶ呂ろ。しかし、
「これはこれで、まあ風ふ情ぜいがあるか」
　ものは考えよう。
　それに、なんだかんだといって千姫の側に侍はべっていることになるなら、無む駄だではないはずだ。それに、
（こんなことでもなければ、ドラム缶の風呂になんて入れる機会もないし、な）
　納なつ得とくして空を仰あおげば、夕焼けの中を鳶とびがスッ、と横切っていく。
　学園の道場とはまた違う、山々の木々から立ち上る匂においもまた、温泉の香りと混ざって風に運ばれてくる。
「……うん、まあ、いいか」
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「……お風呂には、いませんわよね。ここで服を脱いだ形けい跡せきがありませんもの」
　こちらは、十兵衛を捜さがしに露天風呂まで来た兼続。千姫と半蔵のものしかない脱だつ衣いカゴを確かめて、脱衣場でつぶやく。
　そんな兼続に、すでに入っている千姫たちが気づかないはずはなく、
「……なにやってるのよ、トンカチ。さっさと入って来なさいよ」
　露天風呂から千姫の声がする。
「は、はい、ただいま！　……って、トンカチってなんですの！　誰ですの？　わたくしは直なお江え兼続というれっきとした名前が……」
「早く入ってください、ぐちゅぐちゅさん！」
　半蔵にまで言われ、
「ぐちゅぐちゅ違う！　ぐつぐつで……ああ！　一生名前ネタですわ！」
「ウキュ！」
「きゃあっ！」
　なげく兼続に、天てん井じようから降ってきた佐助が頭の上にしがみつく。
「あ、あなたどこにいたんですの。って、まあ猿さるですから、木の上でも伝ってきたんですのね。……そうですわ。せっかく温泉に来たことですし、千姫さまのお言葉に甘あまえて、ここはゆっくり浸かっていくといたしますわ。あなたもいっしょに、ついでですわ。入るといいですわよ」
　兼続が言うと、
「ウキ！」
　うれしそうに佐助も応こたえる。
　ならば、と脱衣場で衣服を脱ぎ、
「入りますですわ」
　カラッ、浴場への戸を開ける兼続。
　佐助はもとより、衣服を着ていない。肩かたから下げている小さなポシェットを脱衣カゴに残しただけで、入浴できる。
　そうして佐助とふたり（ひとりと一匹ぴき）、湯気の中を露天風呂へ進んでいくと、
「やっほー！　ぐっちゃん、ここ！　ここだよぉー！」
　湯船の中から伸び上がって手を振っている人ひと影かげ。それは、
「十兵衛!?　十兵衛ですの？　ここにいたんですの？　いつのまに」
　兼続が言うと、
「ええ。脱衣場も通らずに、いきなり向こうの沢のほうから現れたときには、千も驚いたわよ」
　と、やはり湯船の中の千姫。
「十兵衛さんらしい、とは思うのですが。どうやってここまで、その、裸で来たのかと思うと……」
　代わりに頬ほおを染め、メガネを直すのは半蔵だ。
「別荘から、もう服を脱いで来たというわけですわね。なんて気の早い……」
　兼続が苦くし笑ようするなか、
「早く早く！　ぐっちゃん、おいでよ！　気持ちいいよぉ～！」
　バシャバシャ、湯を跳はねあげる十兵衛。
「こら、止めなさい……ぷはっ！」
　湯を顔に浴びて怒おこる千姫もおかまいなしだ。
「まぁ、みんなでお風呂、も悪くないですわね」
「ウキ！」
　兼続、それに佐助も湯船に身を沈めると、「剣姫マスターサムライ」たち四人（と一匹）が仲良く湯の中で肩を並べることになった。
　こうなると分が悪いのは兼続で、
「……なんだか落ち着きませんわ。この眺ながめ」
　視界に入るのは、いずれもたっぷりとその豊かな丸みを曝さらした白いバスト。
　乳白色の湯に洗われるように、湯面の上にその半球を浮うかべてはまた半ば沈み込む。
　十兵衛、千姫、半蔵の三人だけで、トータル二百五十センチは下らないのだから、六つの乳ち房ぶさがゆらゆら、プカプカ浮かんでいるのが見えるだけで、なぜだか言いしれようのない敗北感に陥る兼続だった。
「なんですの、小玉スイカでも入れているんですの？　膨ふくらませればいいというものではありませんわ。まったく！　……はっ」
　そこまでひとりでつぶやいて、気づく。
「これではまるっきり、あのオデコチビのセリフではありませんの！　い、イヤですわ！　オデコチビとわたくしとでは、バストサイズに明確な差が……！　そうですわ、あんな断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに較べたら、このわたくしは、Ｃ！　トップ83のＣはあるんですのよ！　あんなスイカおばけたちに較べたら負けますけれど、それは向こうが非常識なだけで……」
「ウキキュ？」
　さっきからひとりでブツブツ言っている兼続に、佐助が近づくと湯の中からポカッと顔を出した。
「ウキ？」
「ち、違いますわ！　あくまで比ひ較かく用にですわ。ＡＡＡカップの幸村が側にいれば、わたくしも心安らかですもの。ＡＡＡだなんて、それ、板と同じじゃありませんの。格付けランクならトップクラスですけれど、胸では、このわたくしの足元にも及びませんわぁ！」
　言ってから、自分でもプッ、と笑う兼続。
「わかってますわ。ケンカ相手がいないと調子が出ない、ということですのね。……いまごろあのオデコチビ、なにをしてるのか。さっさと研究なんか切り上げて、又兵衛さんとふたり、こっちへ来ればいいんですのに」
　千姫と謀はかり合って、幸村たちが極ごく秘ひに日光東照宮へ赴いていることを兼続は知らない。柳生道場と、そこでやりあった幸村のことを思い出して、
「ふぅ……」
　つい兼続はため息をついた。そこへ、
「ぐっちゃん！」
　ザバッ！　背後から思い切りのしかかられた。ふたつの大きな球体に視界を塞ふさがれたと思ったら、そのままお湯の中に押おし沈められた。
　からみついてくる柔やわらかいものとお湯の中でしばらく格かく闘とうしたのち、
「（ぶくぶくぶく）……ぷは、ぁ！」
　かろうじて湯面の上へ顔を出した。
「けほっ！　けほけほ……！　なんですの、いきなり……！」
　長い髪までたっぷり湯に浸かり、勢いよくお湯が流れ落ちている。そんなことをする者と言えば、
「ぁ、ごめん！　なの。ぐっちゃん、だいじょうぶ？」
　十兵衛しかいない。さっき兼続が見た白いふたつの球体は、十兵衛のバストを下から見たものだった。
「なにをするんですの！　あやうく死にかけるところですわ！　お湯も飲んでしまいましたわ！」
「ごめんなさい～、ぐっちゃん、なんだか考えごとしてるみたいだったし、さっちんとばっかりしゃべってたから」
　十兵衛がそっと忍び寄より、背中からのしかかるようにお湯の中に沈めた。
　その際、前へ押し倒たおすつもりが、勢い余って頭から押しつぶす姿勢になってしまい、兼続は多大な被ひ害がいを受けることになったのである。
「もう、あなたは！　少しは加減というものを……」
「なにやってるのよ。まったく子どもねえ」
　千姫の声が飛んできた。といっても、さっきから隣で湯船に浸かっているのだから、兼続と十兵衛の騒さわぎはすっかり見えている。
「ごめんなさぁい……」
　消しよ沈うちんしてあやまる十兵衛。
「ほらごらんなさいですわ。こういうところではゆっくり優ゆう雅がに名湯を楽しんで……ぶひゃ！」
　兼続の声が途と切ぎれた。というのも、
「フフフ、命中、よ！」
　千姫が両手の平で水を鉄てつ砲ぽうのように跳ね飛とばし、兼続の顔にぶつけたのだ。
「な、なんですの！　千姫さままで！　いじめですの！」
「あはは！　ぐっちゃんまたお湯かぶってるの。十兵衛も……キャッ！」
　が、千姫のお湯鉄砲は、十兵衛の顔面も直ちよ撃くげき。
「あ、あの、御姫さま……キャッ！」
　バシャッ！　たっぷりと跳ねられた湯が、半蔵の頭からかかったのだ。かけたのは十兵衛だった。
「千姫さんにかけようとしたのにぃ」
「千ならこっちよ！」
　とっさに半蔵を楯たてにした千姫が、また十兵衛にかけようとしたお湯鉄砲が、こんどは佐助に。
「ウキューッ！」
　怒ってビシャビシャ、と両手でお湯を跳ね散らかす佐助。
「わぁ！」
「キャッ！」
「ひゃん！　お、御姫さま、このように遊んでいては……！」
　びしょ濡ぬれのメガネを外して半蔵が言う。が、その顔にまた、
「それ！　まだまだよ！」
　ビシャ！　パシャ！　もう千姫も、手の平を結んで作ったお湯鉄砲ではなく、両手でお湯をすくい上げては相手に浴びせていく。
「ちょ！　手加減なしですの!?」
「あはは！　千姫さんだって、やっちゃうよぉ！」
「ああ、もお！　わたしだって、やられてばかりでは……！　はっ！　い、いけない。わたしまでいっしょになって遊んでは」
　真顔に戻もどろうとする半蔵に、
「いいじゃない。遊ぶときは思い切り遊ぶ。そのために別べつ荘そうにだって、温泉にだって来てるんだから！」
　千姫が言い放つ。
　言うなり千姫が、半蔵に背後から抱だきついた。
「きゃ！　きゃぁあ！」
　悲鳴を上げる半蔵。が、千姫は許さない。それだけでなく、お湯の中で巧みに足あし払ばらいをしている。
　バシャァアッ！　大きな水、いや、お湯柱を上げて沈ちん没ぼつする半蔵。もうメガネを気にするどころではない。
「フフ、油断よ、半蔵。いくら千が相手だからって……ぁあああっ、ん！」
　だがそう言う千姫も、突とつ然ぜん仰あお向むけに、お湯の中へ倒れる。半蔵に劣おとらない、大きなお湯の柱が上がった。
「ぷ、ぷは！　こ、これでいいのですね、御姫さま！　無礼講ということで……ぁぁあ」
　その半蔵の目の前に、濡れ鼠ねずみの千姫が起き上がる。とたん、恐きよう縮しゆくしそうになる半蔵に、
「やったわ、ねぇえ！」
　ダイブするように飛びつくと、そのままふたり、押し倒し、押し倒されてまたお湯の中へ。派手なお湯の柱と、飛沫しぶきが辺りに飛び散り、湯面が大きく波打った。
「おもしろぉーい！　十兵衛たちも、やろう！　ぐっちゃん！」
「え、え？　ま、待って……お待ちに……きゃぁあ！」
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「……なんだかにぎやかだなあ」
　そんな喧けん噪そうは、露天風呂の外、ドラム缶風呂の宗朗にも届いていた。
「なにやってるんだ？　おおかた十兵衛がまた騒いでるんだろうけど」
　十兵衛、で思い出す。
　あのときの、又右衛門に学園で襲撃されたとき、キスをあきらかに拒こばんでいた十兵衛の仕草、言葉。
『い、イヤ……』
　が、あのあとはどこも変わったところはなく、普ふ段だんどおりの十兵衛に戻っていた。
　活発で、誰にでも人なつこくて、それでいて天然で。
　宗朗に対しても、うるさいほどしゃべりかけたり、まとわりついたり、抱きついたりもあったから、
（キスは、しようとしてないけど。変なところもないし、やっぱりあれは……十兵衛も大人になって、キスを恥はずかしがるようになっていたんだろうな）
　それまでなんでもないと思っていたことが、あるときを境に、急に恥ずかしくなる、意識してしまう。
　それがちょっとだけ寂しいような気がするのは、子どもの成長を見守る親心のような、それともキスができないことのがっかり感なのか。
「まさか……。ぼくは十兵衛の兄なんだから。兄……なのかな。兄貴役ではあるけど……ええい！　なにを考えてるんだ。ぼくは十兵衛の兄、ぼくは十兵衛の兄！　兄！　それでいい。それがいいんだから、な……」
　十兵衛のことを意識し始めているのは、むしろ宗朗のほうかもしれなかった。


　そんな宗朗の気持ちを知ってか、知らずか……。
「や、やりましたわねぇえ！　こんどこそ、わたくしが……！」
「ほら！　おまえの番よ、半蔵。ふだんの仕返し、千にしてみなさいよ」
「お、御姫さま……ごめん、なさいぃ！」
　まだまだ続いている露天風呂のバトルロイヤル。
　温泉のお湯の中で、一糸まとわぬ裸なのも忘れて、お湯の中へ互たがいに落とし合い、引っ張り込み合い、押し倒し合い、である。
　くんずほぐれつのからみ合いまでもなってしまい、
「きゃぁああ、どこさわってるのよぉ！」
「あはは！　千姫さんのおっぱい、柔らかぁーい！」
「御姫さまにさわっては、ダメです！　胸から離はなれて……わ、わたしも、さわりますからっ！」
「や、やりましたわね！　あ、ちょっと！　そこはお尻しりで……もぉおお！　おらも負けねえっぺよぉ！」
　十兵衛は兼続に背中から抱きつくと、そのままふたり、もつれて湯の中へ倒れ込む。
「ぐっちゃんのお尻、ツルツルのすべすべだよぉー。うーん、気持ちいいの！」
　ちょうど浅いところでうつ伏ぶせになったせいで、湯船の上にぽっかりと浮かび出でた兼続のお尻の山。
　そこに十兵衛が折り重なるように顔を押しつけ、頬ずりしていたからだ。
「あ、あんなこと、わたしも御姫さまに……」
「なあに考えてるのかしら、半蔵ぉ……」
　十兵衛と兼続を見て頬を染める半蔵。が、それを察知したのか、背後に回った千姫は、その脇わき腹ばらに手を伸ばすと、
「きゃっ！　きゃぁあああ！　あ、あはははは！　あは！　きゃは！　あぅ！　い、いけません、御姫さま、おやめになって……あひっ！　あはは、はひぃぃぃ！」
　脇腹から脇わきの下へ、思う存分くすぐって半蔵を悶もん絶ぜつさせてしまう。
　そんな中、
「ウキュゥゥ！」
　興奮してみんなの間を飛び回っていた佐助だが、
「さっちんも、えい！」
　十兵衛がつかまえようとすると、
「キキッ！　ウキキッ！」
　おおげさに吠ほえて身を翻ひるがえし、兼続の頭にしがみつく。
「痛！　だから頭に乗っては痛いと」
「ぁ～ん、十兵衛、さっちんに嫌きらわれちゃったよぉ」
　なげく十兵衛に、
「そんな大げさな。お猿さんはただ……あら？」
「キー！」
　佐助は歯を剥き出して十兵衛を威い嚇かくしているのか、怖こわがっているのか。
「ぅぅ、わぁぁぁあああん！」
　兼続のなぐさめもきかず、泣き顔のまま飛び出していく十兵衛。といっても、
「あ！　どこへ行くんですの!?」
「そういえばここへも裸で来たのよね。また裸でどこかへ逃にげちゃったら、どうなるのよ」
「そんな、裸でなんて、いけません」
　千姫も言い、半蔵が追いかける。といってもまだここは露天風呂の湯船の中。全員が全ぜん裸らなのだが。
　その十兵衛。
「さっちんが十兵衛のこと嫌きらいだって。十兵衛、もうさっちんと遊べないの。そんなのイヤだよぉ！」
　バシャバシャ、湯をかきわけて走る。半ば湯船の中を塞いでいる大きな岩の側を回ったその先に出た、ときだった。
参◆決戦！　露天風呂
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「よお。ずいぶん騒がしかったな。どうした？」
　そこに人影があった。それもふたり。
　湯船の上に浮かべた手て桶おけの中に、徳とつ利くりが突つき立っていた。盃さかずきを片手に湯船の中、腰を下ろしている美少女。
　精せい悍かんな顔つきが、大きく逆立った赤毛で際きわ立だつ。風呂の中なのに、大きなヘッドフォンを耳に当てている。
　彼かの女じよが持つ盃に、両手を添そえた徳利で酌しやくをしているのがもうひとりの美少女。
　長い黒くろ髪かみをかまわず湯の中に沈めている。それより驚くのは、両目を覆おおうアイマスクだった。
　この少女たちこそ、宮みや本もと武蔵むさしと佐さ々さ木き小こ次じ郎ろう。
[image: 画像]
　天あま草くさ四し郎ろうの手の者たち。それも最強の「剣鬼ダークサムライ」と言ってもよかった。が、十じゆ兵うべ衛えは、
「ほへ。お客さん、いたんだ。ごめんなさい、うるさくしちゃったの。十兵衛、すぐ帰るから」
　きびすを返して戻ろうとする十兵衛に、
「待てよ。聞いてたぜ。おまえ、柳やぎ生ゆう十兵衛、だな」
　武蔵が言う。その瞳ひとみが輝かがやいて、真まっ直すぐ十兵衛に向かっていた。
　目元と頬がポーッと赤らんでいるのは、湯の熱さだけではないかもしれない。盃をグッ、と飲み干す。
「うん、十兵衛だよ」
　対して、きょとんとして武蔵を見る十兵衛。
　武蔵の隣でもたれるように身を寄せていた小次郎が笑った。
「よろしおしたなあ。こないなところでもう会えるなんて。それも向こうからやって来てくれて、手間が省けたいうものやわ」
　アイマスクのせいで視線がわからない。が、確実に十兵衛を見つめていると思わせる。
「そのために来たんだからな。まあ、胤いん舜しゆんが放った式のおかげで、簡単にこの場所はわかった。あとはまとめて、この俺おれがめんどう見てやるが……」
「お姉ちゃんたち、誰？　あ、千せん姫ひめさんのお友だちかな？」
　まだ十兵衛は、ことの次し第だいがわかっていない。無む邪じや気きに指を噛んで、小首をかしげていた。
　というのも、このふたりに明確な殺意がまったくないからだ。
　それどころか、まるで旧友に会えたような、楽しげな雰ふん囲い気きすら感じるから、十兵衛が思わずそんなふうに言ったのも無理はない。
「友だち、か。まあそいつもいいけどな。もっと楽しいのは、真しん剣けんに命のやりとりのできる相手だぜ。相手が弱すぎちゃいけねえ。そんなのはつまんねーからな。相手を知り、己おのれを知って初めて真の真剣勝負ができるってもんだ。そいつを俺に、させてみろよ。柳生十兵衛……！」
　そう言うと、盃を指で弾ひいて捨てる。武蔵はザブッ、と湯を蹴け立たてると、やにわに立ち上がった。
「二天一流、新しん免めん武蔵玄げん信しん！　柳生真陰かげ流、柳生十兵衛三みつ厳よし、俺と勝負しな！」
　もたれかかっていた岩の上に置かれていた大小をつかむと、抜き放つ。湯気の中、鋼の刀身が鋭するどい光を放った。
「わわ！　あ、危ないの！　しんめん……？」
　十兵衛が反問する。
「新免」は武蔵の名字であり、「宮本」と同じく使っていた。さらに言えば、玄信が名で、武蔵は一種の通り名である。
「あらあら。無ぶ粋すいやねえ、裸のままで」
　そう言うのは小次郎だ。武蔵に注いでいた徳利を持ったまま、手桶から盃を拾い上げ、自分にも酌をしてひと口呑のむと、やはり盃を捨てる。
　立ち上がった。とうとうと湯が裸の肌を滑すべり落おちる。
「いささか不調法やけど、聞いてもらいましょ。佐々木巌流、小次郎と覚えておいてもらいます」
　武蔵と小次郎。ふたりの裸身が並ぶ。
　どちらもたっぷりと湯に浸かっていたせいか、朱しゆを強めた肌が湯気さえまとっている。
　武蔵は肌が小次郎よりも濃こい。
　小次郎は頭半分、背が武蔵より高かった。やはり岩の上に置いていた刀を取り上げると、抜かずにそのまま抱かかえた。
「わ、わわ！　どうしよう。十兵衛も裸だし、みんな、裸だよぉ！」
　その通り、武蔵も小次郎も、十兵衛も生まれたままの姿だ。が、そんなことは問題ではない、と武蔵は言いたげに、少しも怯ひるまず、照れもしない真剣な眼まな差ざしで、刀をかまえている。
「ごめんおすえ。この人、剣けんじ術ゆつ勝負のことになると、ほかになんにも見えなくなってしまうさかい。裸なこととか、いったん上がって服を着てからもう一度勝負とか、そないな段取りがなにも見えなくなってしまうんよねえ」
　小次郎が苦笑しながら弁解した。
　なんだか、頑がん固こで強ごう情じような夫がしでかしたことを、代わりにあやまる女によ房うぼうのようだ。
「あ、あの、十兵衛……」
「いいぜ。刀を取って来いよ。すぐにやりあえるんだよな。逃げたりしたら、おまえの身体、五分刻みに刻んでやるぜ！」
　武蔵が言うのは決して口だけの凄すごみではない。それが、まだ「剣姫マスターサムライ」ではない十兵衛にもわかる。
「まあ、そないな野や暮ぼなこと。ごめんなさいねえ。でも、そうしておくれやすか。剣けんを握にぎって、すぐに勝負しておくれやす。この人、待てない性格やから。なにをしだすかわからしまへんで、ねえ」
　こうなると、もう選せん択たく肢しがないことは十兵衛にもわかる。
「え、えと……う、うん！　わかったの。いま……」
　こんなとき、十兵衛は自分で「うん」と言った約束を守ろうとする。ひとまずとって返して千姫たちに通報し、態勢を立て直そう、などという戦術は思いつかない。
「とってくる！」
　きびすを返したところへ、
「十兵衛さん！　ここにいたんですね」
　岩いわ陰かげを回って、半はん蔵ぞうが顔を出す。もちろんこちらも全裸。が、十兵衛を見つけて浮かんだ笑え顔がおが、みるみる強こわばった。


２


「あ、あなたたちは……、まさか……！」
　いくら殺気がないといっても、武蔵からは闘気があふれ出している。
　そのうえ二刀をかまえ、隣となりの少女もまた鞘さやのままのやたら長い刀をかかえているとなれば、武蔵と小次郎を初めて見る半蔵も、事態の異常さに気づくというものだ。
「離れてください、十兵衛さん！」
　半蔵は大きく飛び退のくと、ポニーテールにした髪の、その髪留めに手を触ふれる。小型の棒手裏剣を三本、取りだしていた。
　身に寸鉄も帯びない全裸、と見えて、決してほんとうの丸まる腰ごしではない。甲こう賀が忍にん軍服はつ部とり流の極ごく意いのひとつだ。
「あなたたちは、何者ですか！」
　半蔵が叫さけぶ。
　が、答えないばかりか、武蔵がその二刀を振りかぶろうとする姿勢に、半蔵は、
「抵てい抗こうするなら、容よう赦しやしません！」
　三本の小型手裏剣をいっせいに放った。が、これには、
「じゃま、しないでおくれやす！」
　かたわらの小次郎が動く。手にした長すぎる大だい刀とうを繰くり出した。と思うと、手裏剣は三本ともに叩たたき落とされていた。
「っ！」
　半蔵の表情に苦くじ渋ゆうが走る。小次郎は鞘も抜いていない。
　とっさの棒手裏剣はいまの三本しかなかった。それを小次郎は、鞘に収めたままの大刀で簡単に弾はじき飛ばしてしまったのだ。
　いくら得物が本来のメイン武器でないとしても、格の違ちがいを見せつけられる。
　半蔵もまた「剣姫マスターサムライ」である以前にひとかどの武芸者であるからこそ、わかる。痛感してしまう。
「ぞうさん！」
　十兵衛が叫ぶ。最近、半蔵につけたあだ名だ。ふだんは、
『ぞうさんはやめてください！　わたし、そんなに鼻が長くありません！』
　そう言っている半蔵も、抗こう議ぎしているヒマなどない。そしてさらに、
「半蔵！」
「いかがいたしましたの！」
　千姫と兼かね続つぐが飛び込んでくる。
　すでに騒ぎは聞こえていて、千姫は薙なぎ刀なた、兼続は大おお鎚づちをしっかり携たずさえていた。
　が、衣服を着るまでの余よ裕ゆうはなく、こっちも全裸。逆に言えば、衣服よりも得物を持って急場に駆かけつけることを、当然のように優先する兵ひよう法ほう者の習いが自然と出た、とも言える。千姫は、
「半蔵！」
　そう言うと、携えていた直刀二本を、半蔵に投げた。半蔵の分の得物も、忘れてはいない。
「御姫さま！　あ、ありがとうございます……！」
　その気き遣づかいがうれしくて気絶しそうな半蔵。頬を染めて目を潤うるませている。そして、
「ウキュ！　ウキュゥゥ!!」
　兼続の背後から顔を出す、佐さ助すけ。その姿が、
「あ、あなた、いつのまに……ですの！」
　人間体になっていた。
　愛らしい少女、というより幼女に近い。
　最初から裸はだかなのだが、手て脚あしは長い毛に覆われている。頭にはピョコっと飛び出した猿耳、それに尾び骨こつの位置から長く伸のびた尻尾しつぽ。
　これには、初めて見る千姫たちも驚おどろく。
「猿？　猿なの、おまえ。いったいどうして」
「お猿さん、女の子になっちゃったんですか？」
　だがいちばん驚いたのは、
「へ？　さっちん……さっちんなの？　ぇぇえ、かわいいぃ!!」
　目を輝かせる、十兵衛だ。
　が、佐助は、
「キュゥゥ！　フーッ!!」
　両手をついて四よつん這ばいのように身体を低くし、歯を剥むいて威嚇する。長い髪が強こわばり、尻尾がピンと立っていた。
「ぁ、そうだった。十兵衛、さっちんに嫌われてたの……ぇええーん！」
　再び泣き出す十兵衛に、
「いえ、十兵衛さんにではなく、お猿さんは彼女たちに反応してたんじゃないんですか？」
　半蔵が振ふり返かえって、佐助を見ながら言った。
　たしかに、佐助はいちばん後ろから、武蔵や小次郎たちを睨にらんでいる。
「誰だれより早く、あの者たちを察知しましたのね。さすが、お猿さんですわ！」
　兼続も同意する。十兵衛が、
「ほんと？　さっちん、十兵衛のこと嫌いになってないの？　うう、うれしいよぉぉ！」
　また別の涙なみだが出てしまう十兵衛。
「……おいおい、いつまでやってんだ。おまえたち、この二刀が目に入ってないとは言わせないぜ」
　猿さる騒そう動どうが長くて焦じれてきた武蔵が、ゆらっ、と進み出る。
「キー！」
　それに反応した佐助が、また声を上げた。
　千姫が、不敵な笑えみを浮かべながら薙なぎ刀なたを構える。
「なあに。こっちのセリフよ。やれるものならやってみたらいいわ。甘あまく見ないことね。それとも、そっちはふたり。正々堂々と一対一で勝負したいなら、この千がおまえの相手になってあげるわよ！」
　切っ先が、指さすように武蔵をとらえていた。
　が、こんどは武蔵が、フッ、と笑う。
「徳とく川がわのおてんば姫ひめか。身体だけは一人前以上に出るとこは出てるみたいだが……」
　じっ、と千姫を見み据すえる。
「な、なによ！　どこ見てるのよ！」
　なめまわすような視線に、千姫がパッと顔を赤らめる。それまでの緊きん張ちようで忘れていたのが、不意に全裸であることを思い出してしまう。
「そら。やめとけやめとけ。お姫さまの生なま兵びよ法うほうが、ケガじゃすまねえぜ」
　逆に武蔵は、見せつけるように身体を伸び上がらせる。両手の二刀も、わざとぶらり、とかまえを外す。
　身長はさほどではないが、見事な裸ら体たい美だった。
　引ひき締しまり、適度に盛り上がった筋肉が全身を覆っている。小麦色の肌がしっとりと汗あせを滲にじませて、妖あやしい光こう沢たくを見せる。
　が、それより目を惹ひくのは、千姫以上にたっぷりと実った、胸の膨らみだった。
　ここだけは、手脚や腹筋のしなやかな強ばりとは無む縁えんのように、その形のい半球形を見せつけて、ピンと中心を尖とがらせている。
「な、な、なによ！　自じ慢まんだって言うの!?」
「たしかに、御お姫ひいさまよりも……大きい、かも、ですね」
　つい半蔵も、曇くもりがちなメガネを持ち上げて、ふたりのそれを見比べてしまうほど。
「なに較くらべてるのよ！」
「も、申し訳ありませんぅぅ！」
　あわてて頭を下げる半蔵。小次郎が口もとに手を当てて、小さく笑う。武蔵は、
「そうやってヤワなところも、お姫さま剣けん法ぽうだってことだ！」
　言い終わるまえに、二刀をかまえていた。
　それを見て、半蔵が、千姫が、兼続がそれぞれの得物をかまえ直す。が、それより早く、武蔵が動く。
「きゃぁ！」
「ぇ!?」
　武蔵の直前にいたのは十兵衛だ。その背後に半蔵。さらに後ろに千姫と兼続がいた。
　しかし武蔵は、いっきに千姫まで迫せまっていた。十兵衛も半蔵も、目の前を抜ぬかれたことに気づいたときには、もう後ろへ出られてしまっている。
　武蔵が十兵衛や半蔵を狙ねらっていたならば、この時点でふたりともに血ちけ煙むりの向こうへ沈しずんでしまっていただろう。
「くっ!!」
　かろうじて千姫は反応した。が、もう薙刀の攻こう撃げき範はん囲いの中へ、踏ふみ込まれてしまっていた。
　薙刀はリーチがある分、刀よりも間合いは遠いが、その分、近すぎる相手には刃やいばを向けることができない。
　どうしても、防戦のみになる。そのうえ、
「遅おそい！」
　武蔵の二刀を受けようと手元に引いた千姫の薙刀。それを上回る速さで武蔵の大刀が一いつ閃せんする。
「なんっ！」
　それでも千姫は、飛び退いてかわした。と見えた。が、
　ザブッ、膝ひざまである湯に着地し、もう一度攻こう撃げき的てきに薙刀をかまえよう、とするところ。
「ぁあ!?」
　手元で薙刀の柄えが、ふたつに分かれた。武蔵の大刀は、千姫の愛刀、薙刀の「花散丸」の柄を軽々と両断していたのだ。
「な、なによこれくらい。いくら薙刀を斬きったって……」
　が、千姫の強がりはそこで途切れる。
　パカ、と小さく音を立てると、髪かみにつけた飾かざりがまっぷたつになって落ちた。
　ふだんから左右つけている木の髪かみ飾かざり。その片方が、ちょうど真ん中から両断されている。
「ぁ……あ」
　言葉をなくす千姫。唇くちびるが震ふるえ、表情に動転の色が走る。
「御姫さま！」
　半蔵が駆け寄る。千姫を抱だき留とめながら後ろへ下がる。いざとなれば自分の身を敵に曝す覚かく悟ごだった。
「だから言ったろ？　お姫さま剣法じゃ俺には勝てねえって」
　武蔵が言う。
　千姫のふところに飛び込んだ刹せつ那な、薙刀の柄を両断したのは右手の大おお太だ刀ちだった。
　が、千姫の意識が大太刀に集中している間、左手の小こ太だ刀ちはやすやすとその頭を薙ないでいたのだ。
　断たち割わられた髪飾りが落ちるまで、千姫は気づかなかった。
　小太刀は髪飾りではなく、千姫の頭や頸くびを両断することもたやすかったはず。それをせずに見せつけたのは武蔵の余裕であり、千姫の完敗である。
「これでわかったはずだ。おまえたちじゃ話にならねえ」
　武蔵が振り返る。十兵衛を見た。
「柳生十兵衛、おまえだ。俺と勝負しろ！　……と言いたいが、なんだおまえ、ちっとも強そうじゃねえな。ほんとうに十兵衛なのか」
　怪け訝げんな顔の武蔵。
　その疑問はもっともだった。十兵衛はいま、宗むね朗あきらとキスをしていない、覚かく醒せいまえの「妹・十兵衛」でしかない。
「剣姫マスターサムライ」十兵衛はいまだ封ふう印いんされたまま。この状態で武蔵と戦って勝てるわけはない。柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たちは誰もがそう思った。
「ぅぅー、十兵衛、がんばるもん！　千姫さんを傷つけるの、許さないよ！」
　千姫から渡わたされた愛刀・三み池いけ典てん太たをかまえる。お湯の中に膝まで沈んだ両りよ脚うあしがブルブル震えて波は紋もんを作っても、一歩も退かない、と言っているようだ。
「おやめなさい！　いまのあなたではとうていかないませんわ！」
「十兵衛さん、下がって！　わたしが！」
　兼続と半蔵が前へ出ようとする。が十兵衛は、
「ううん。十兵衛が呼ばれたんだから、十兵衛が戦うの。この人……武蔵さんは一対一で戦ってくれる。十兵衛も逃げるわけにいかないよ、ぐっちゃん」
「でも、それでは……」
「あんたがたには、うちがお相手いたしましょ」
　ゆらり、長い刀を携えて小次郎が進み出る。兼続と半蔵が、それぞれ大鎚と忍にん者じや刀をかまえて相対した。
　これでほんとうに、武蔵対十兵衛が実現してしまう。千姫は戦意喪そう失しつ。兼続と半蔵は、相手がひとりとはいえ、その吹ふきつけてくる闘気のすさまじさから、とても十兵衛の救きゆう援えんはできない、と悟さとらされる。
「どうやらじゃまはいなくなったようだ。存分に打ち合おうじゃねえか」
　武蔵がニヤッ、と笑う。
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「ぅぅ、がんばる……！」
　十兵衛が三池典太をあらためてかまえる。そのやにわに、
「ふっ！」
　ぐん、と武蔵が迫ってきた。一の太刀が来る。右手の大太刀だ。
「ぅ、んっ！」
　十兵衛が刃を合わせて受ける。すぐにはばきに近い根本まで押し込まれ、鍔つば迫ぜり合あいになってしまう。
　武蔵は右手一本で大太刀を持っているのに対し、十兵衛は両手で柄を握っている。だが膂りよ力りよくは、同等どころか、武蔵のほうが数段上だった。
「ほらほらどうした。俺は片手一本だぞ」
　言葉どおり、武蔵は片手だけでぐいぐい押し込んでくる。十兵衛は受けるのでせいいっぱいだ。
　このとき、小太刀を持った武蔵の左手は当然フリーだ。小太刀で斬りつけられたら、十兵衛には防ぐ手だてがない。
「隙すきだらけじゃねえか。……こんなことも、できるんだぜ」
　刀の鍔つばを合わせたまま、武蔵は柄を握った拳こぶしを、同じく柄を握ったままの十兵衛の拳に押しつける。柄の部分でもそうで、硬かたい柄で相手の拳をこじり、刀を握っていられなくしてしまう。
　これは鍔迫り合いの一種の基本テクニックなのだが、武蔵がやると片手だけで相手の指をくじき、骨まで折るほどの圧力になる。
「ぁああ！」
　十兵衛のうめき、剣を取り落としそうになった。
「ち！　いいかげんにしやがれ！」
　武蔵は言うと、十兵衛の胸を蹴けり上げた。
「きゃぅっ！」
　ふっとぶ十兵衛。そのまま後ろへ、お湯の中へ背中から倒れる。大きなお湯の柱が上がった。
「十兵衛！」
「十兵衛さん！」
「おっと、あなたはんがたは、うちと遊んでもらいますえ」
　小次郎が、やたらに長い刀を振りかぶる。が、まだ抜いていない。鞘をつけたままだ。本来、鞘を帯に差さしたときに抜けないように結ぶ下した緒おが、鍔の向こう、柄にまでかかっている。
　これでは抜けない。
「わたくしたちに対する、なんの目こぼしですの！　なめてるんですのぉおお！」
「あ、いけません、兼続さん！」
　兼続が言うなり、大鎚を思い切り振りかぶると跳ちよ躍うやくした。そのままいっきに振ふり下おろす。そこには小次郎の身体があるはずだった。
「まあ、ちんまい身体で気張りおすなぁ。けど、動作が大きすぎて、よそ見していても勝てますえ。おっと、うちは目があらしまへんよって、よそ見はできんことおしたわ。ふふふ」
　笑いをこぼす小次郎が、鞘の付いたままの刀を一いつ閃せんすると、兼続の胸むなもとへ突きを繰くり出だす。
　ふつうの刀が、刃は渡わたり六、七十センチならば、小次郎のそれは倍、百二十センチ以上あるものだ。
　グンッ、と伸びてくる鞘の先、こじりが、兼続の胸を無む慈じ悲ひに突く、というところ、
「まだまだ、ですわ！」
　兼続は身をよじって、かわしていく。
　まるで、体操の選手が空中で見せる縦回転、それにひねり技わざを見るようだ。小次郎の刀、その鞘を巧たくみにかわし、しかし大鎚の狙いはそのまま。
　いっきに押しつぶす、と見えた。
「まあ、けっこう器用なもんやねえ。けど、これはどうやの」
　小次郎は刀を瞬しゆ時んじに引き寄せると、しかしそれで払はらうのではなく、鞘の中ほどを両手で握りしめるなり、跳とんだ。
　いわば、棒ぼう高たか跳とびの要領だ。小次郎の長い刀が、そのまま棒高跳びの棒になる。もっとずっと速く、鋭いが。
「ぇええ!?」
　驚いたのは兼続だ。打ち下ろす兼続のすぐ側を、滝たき上りのように小次郎の身体が打ち上がって来る。
　そして交差し、逆転した。
　兼続はもう動作を止められず、小次郎がもといた場所へ大鎚を振り下ろすしかない。その兼続に、
「痛いおすえ」
　小次郎の両脚が飛んでくる。
　棒高跳びなら、最後は棒を手放して身体だけさらに高く上がる。
　が、最後のところで小次郎は刀を放さず、その先、鞘のこじりの辺りを両手で握ると、身体を横へ飛ばしていた。
「ああっ！」
　小次郎の両りよ脚うあ蹴しげりがまともに入った兼続が、たまらず吹っ飛ぶ。さらに小次郎が追い打ち、というところ、
「助すけ太だ刀ちさせてもらいます！」
　そうはさせまいと、半蔵が忍者刀をひらめかせながら、突っ込んで来た。
　兼続を救援するためとはいえ、ふたりがかり。それも小次郎の背後から襲おそうことに、半蔵のためらいがある。
「ごめんなさい！」
　が、これも小次郎は、
「甘あまいわ。そないな打ち込みで、うちがどうにかなると思ったら……」
　すでに着地し、小次郎はかまえを取っている。長い剣をこれもまた、鞘のまま振り回した。
「鞘のままなんて、見くびるのも……！」
　いくら長いといっても、すでに見慣れている。間合いを見きった半蔵は、やすやすと小次郎の剣をかわして……、
「ぁ……!?」
　小次郎の剣の先、それを包つつんでいる鞘が、ぐーんと伸びてくる。倍ほどにも伸びると、半蔵の目測はまったく狂くるってしまう。
「だから言ったんどす」
　鞘といっても、小次郎の鋭い打ち込みのスピードと剣圧がたっぷり乗っている。
「キャァアアア！」
　半蔵は鞘の先の突きを深く受けて、悲鳴を上げる。飛び込んできた半蔵自身のスピードも加味されているから、よけいダメージは深い。
「おあいにくさまやったね。刀が伸びるなんて、思わんかったんやろけど」
　刀は伸びない。
　が、小次郎が振るっているのは、鞘をつけたままの刀だ。
　鞘が抜けないよう繋つないでおく下緒は、いつのまにか解かれていた。
　つまり小次郎はわざと鞘を相手に向かって抜き、リーチを鞘の分だけ伸ばした。こうなると刀身＋鞘が、小次郎の剣の間合いになる。
　その伸びた間合いから半蔵は逃のがれられず、突きを食くらってしまったのだ。
[image: 画像]
「うぅ……！」
　ようやく、かろうじて身を起こす兼続と半蔵だが、もう勝負はどうみてもついてしまっていた。
「うちは目ぇの代わりに、背中でも見えるもんがあるさかいになぁ」
　そう言ってアイマスクに触れてみせる小次郎。
　通常の視力がほぼない代わり、小次郎の目を覆っているアイマスクは、三次元をくまなく精査する空間把はあ握くり力よくを持ち主に与あたえている。
　周囲三百六十度、天地も同じだけ、つねに小次郎には見えているのだ。その分、色も質感もない疑似画像としてではあったが。
　そして十兵衛と武蔵は。
　バシャ！　半ば湯の中に没ぼつしたままの十兵衛の間近に、武蔵が歩を進めた。そのあたりは底も浅く、仰あお向むけでも十兵衛の顔とバストは湯面の上に出ている。
「なんだ。まさかこれで終わりじゃないだろうな」
　倒たおれたままの十兵衛を見下ろす武蔵。二刀のうちの大太刀をその首に突きつける、というところ……。
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「……！」
　十兵衛が目を開いた。とっさに身構えようとする武蔵。が、それより先に、湯の中の十兵衛の脚あしが、武蔵を足あし払ばらいするのが早かった。
「な、んっ!?」
　バシャァアア！　大きな湯の柱を上げて倒れる武蔵。湯の中に没する。
　もちろん、瞬時に武蔵は起き上がろうとするが、それよりもまた、
「えええい！」
　十兵衛が組み付いていくほうが早い。
　仰向けの武蔵の上に、飛び込むように組み付いていく。完全に馬乗りになり、さらに覆おおい被かぶさる体勢。
「やるじゃねえか、この……！」
　武蔵が叫ぶ。
　剣や鑓やりで戦うだけが武芸ではない。
　古来、合戦や決けつ闘とうの場においては、それと同じか、それ以上に重要なのは組くみ討うちだった。
　剣や鑓の斬り合いで必ず決着が付くとは限らず、また斬り合いの最中にも、互たがいに相手に組み付いたり、腕うでや脚を取り合ったりというのは当たり前だった。
　このあたり、きれいに技が決まれば勝敗が決する道場剣法とは、決定的に異なるところと言える。
　なかでも合戦では、甲かつち冑ゆう武者を組くみ伏ふせて、その首を取るのに組討は欠かせなかった。
　たとえ正々堂々の一いつ騎き打うちでも、最後のとどめや首を取る際には組討となるのがふつうで、騎き馬ば武者には馬上の組討術が求められた。
　こうした組討の術が、のちの柔じゆう術じゆつや柔じゆ道うどうに発展していく。
　だから十兵衛が武蔵に組み付いたのは反則でもなんでもない、きわめて合理的かつ武士道に則のつとった武芸、のはずなのだが、
「甘いぞ！　この武蔵、ただ二刀流の剣術だけではないことを……あ、ひっ!?」
　不意に、武蔵が頓とん狂きような声を上げた。が、それに終わらず、さらに、
「きゃ！　ひぃ……あ！　あはははは！　きゃははははは！」
　大声で、叫び始めた。もとい、笑い始めている。
「なん、やの？」
　あまりのことに、小次郎までが振り返る。
　浅い湯の中、武蔵が手脚をバタバタもがかせながら、身をよじり、大口を開けて笑っていた。
「きゃははは！　あははは！　うはははは！」
　もちろん、好きで笑っているのではない。それには、
「こちょこちょこちょこちょ！」
　組み付いた十兵衛が、さっきから武蔵の脇の下や脇わき腹ばらを、両手でたっぷりとくすぐっているのだ。
「ひゃはは！　や、やめろ、この！　……ひー、はははっ！」
　こうなると、希代の剣けん士し、「剣鬼ダークサムライ」も形無しだ。
　バシャバシャ、湯を跳はねあげながら身もだえする武蔵。笑いすぎで目から涙までこぼれている。
「うぅぅー！」
　十兵衛のほうも、はね除のけられないようしっかりと組み付き、そのうえで脇をくすぐるというのは、じつはかなりの難事だ。
　ちょうど体格はほぼ同じ。
　武蔵の上、十兵衛がみっちりとのしかかっている。
　武蔵の小麦色の肌はだと、十兵衛の白い肌が密着し、交じり合う。こすれあう肌をお湯が洗い、手脚があばれるたびに派手な飛沫しぶきが上がった。
「まぁ！　なんやの、あないな……!!」
　それを見た小次郎が、血相を変えて駆かけ寄よろうとする。怒いかりのせいか、それとも別の理由か、アイマスクの下の頬ほおが赤い。
「なん、ですの？」
「十兵衛、さん……？」
　小次郎の剣を受けて、お湯の中に崩くずれ落ちていた兼続、半蔵も顔を上げる。
　だが武蔵も、やられてばかりではなかった。
「きゃはは！　はぁ！　はぁあ……こ、このぉ！」
　叫ぶと、大きく身をよじり、十兵衛をとうとう払いのける。
「きゃ、んっ！」
　ふっとび、湯の中に尻しり餅もちをつく十兵衛。すかさず武蔵が湯の底から得物を拾い上げると、その切っ先を突きつけた。
「なんの真ま似ねだ！　返答によっちゃあ、容赦しねえ！　てめえ、なますに切り刻んでやるぜ！」
　真っ赤な顔で、にらみつける武蔵。
「だいじょぶおすか？　なにもされてへん？」
　その横に寄り添そう小次郎。武蔵を心配そうな顔で見る。
「くすぐられただけだ。なんでもねえのは見ればわかるだろう」
　その小次郎の視線を、ともすればうるさそうにはね除けて、吐はき捨すてる武蔵。が、小次郎はそんなところもいっこうにかまわず、
「まあ！　よろしおしたわ。斬り合いならともかく、もっと大事なものを傷つけられでもしたら、取り返しがつきおへん。武蔵の初めては、うちがいただくもの、と予約してはるんやからね」
　言ってのける。
「な、んですの、初めて、って……」
「破は廉れん恥ちな匂においがします。ふしだらな……！　ああ、この方たちもそういう関係なんですね！　世も末です。世紀末です。末世です！」
　兼続が愕がく然ぜんとし、半蔵がうろたえる。どちらも頬が真っ赤に染まっていた。
「違う!!　なに想像してやがんだ！　小次郎！　おまえも紛まぎらわしいことを言うんじゃねえ！」
　こちらも、真っ赤になって怒おこる武蔵。が、小次郎はむしろ涼すずしげに、
「あら。どこも紛らわしことなんて言うておへんえ。武蔵の初めてはうちのもの。誤解のしようがおへんもの」
「だから！　それ、やめろっつってんで……ええい、そんなことじゃねえ！　おまえだ！　柳生十兵衛！　おまえのせいで調子が狂いっぱなしだ！　わかったら剣を取りやがれ！　こんどこそ正々堂々と……！」
　武蔵が剣で指し示す。その先の十兵衛の顔が、ニコッ、と笑った。
「な、ん……！」
「それ、なの！」
「ぁあ？」
　けげんな表情の武蔵に、十兵衛がさらに笑いかける。身を起こし、湯の中で女のコ座ずわりになっていた。
「ゆっきーが言ってたの！　武蔵さんとぉ、小次郎さんは天草さんにだまされてるんだって！」
　十兵衛の言葉に、武蔵も小次郎も、聞いていた兼続、半蔵も思わず固まる。
「だま、されてる、だと？」
　武蔵が反問する。十兵衛がずぶ濡ぬれの顔で大きくうなずいた。
「あのね！　武蔵さんや小次郎さんは違うって。天草さんや正しよ雪うせつさんとは違うんだって。しょーかんされて来ただけで、仲間になってるけど仲間じゃないって。だから、十兵衛思ったの。武蔵さんや小次郎さんとは戦いたくないって。お話しすればわかってもらえる、って！」
「それで、くすぐったってのか」
「うん！　だからほら、こんなふうにお話しできてるの！」
　武蔵、小次郎が顔を見合わせる。それは呆あきれると同時に、心底虚きよを衝つかれたというふうでもあった。
　たしかに、あのまま武蔵の剣を避さけ続けても、あるいは受けても、真しん剣けん勝負の流れは切れなかった。
　こんなふうに十兵衛が、突とつ然ぜん武蔵をくすぐったせいで闘気が一時的に消え、結果、話ができる局面にまでなった。
　そしてそのアイデアのもとといえば。
「あ……。御姫さまがわたしをくすぐって。というより、さっきみんなでふざけあって、お風ふ呂ろの中で……」
　半蔵が思い出したのか、なぜか顔を赤くする。
「度が過ぎると思いましたけれど、こんな効用があったんですの」
　偶ぐう然ぜんではあるが、四人でふざけあっていた、その遊びが活いきた、ということのようだ。そして、
「あ！　御姫さま……!?」
　半蔵が気づいた。
　千姫がいない。武蔵に薙刀を両断され、髪飾りを切り落とされて戦意喪失。露ろ天てん風ぶ呂ろの隅すみに見えたのが最後、だったのだが。
「御姫さま、いずこに！」
　消えたのか。それも、おそらくは裸のまま。
　そして兼続も、
「お猿さるさん？」


「さっきまで騒さわがしかったのが、ずいぶん静かになったなぁ。すごい笑い声が聞こえたけど、なにやってるんだろう。まあ、なにも起こらなければそれがいちばんだけど」
　下手にようすを見に行って、
『宗朗くんは見ないでくださいぃいい！』
『ヘンタイの痴ち漢かんの！　第六天色しき魔まですわぁぁあああ!!』
「……てなるのは目に見えてるし、な」
　ちゃぽん。ドラム缶かんの湯の中に肩かたを沈める宗朗だった。
　しかし、すっかり湯も冷えて来ている。ドラム缶に湯を張っただけなのであたりまえなのだが。
「そろそろ別べつ荘そうのほうへ戻もどろうか。温泉はまた、明日にでもくればいいんだから」
　ザッ、と立ち上がる。ドラム缶の縁ふちに手をかけて身を持ち上げ、さらに縁に足もかけて……。
「なかなか、難しいんだけど……」
　ドラム缶を倒さずに、ひとりでこの風呂から上がるのはけっこう難しい。
　なんとか両手両脚をドラム缶の縁に乗せ、つまりドラム缶の上にしゃがみこんで両手を突いたような姿勢になる。
　このままあとは脚から下りれば、というところ、
「宗朗！　宗朗ぁ！」
　声が響ひびいた。と思ったら、脱だつ衣いじ場ようの小屋の戸が壊こわれるほどの勢いで開き、中から飛び出して来たのは、
「千姫さま！　……う、うぁああ!?」
　千姫だった。それも、手ぬぐいも身につけない、生まれたままの姿。
　さっきまで温泉に浸つかっていたはずなのに、その肌はひどく青ざめている。
　髪が乱れているのは、濡れているのに加えて、いつもの髪飾りが片方なくなっているから、かもしれない。
「千姫さまいったい……と、というより、何か、着てくださ……！」
　が、宗朗の言葉よりも、飛び込んでくる千姫のほうが早い。
　大きな歩ほ幅はばでいっきに。裸の胸が大きく揺ゆれるのもおかまいなし。ドラム缶の上の宗朗が制するより早く、またぎ越こすように抱だきついてくる。
「宗朗！」
「ま、待ってくださ……がぁ！」
　とうぜん、ふたりもつれあって倒れ込む。ドラム缶までが蹴け飛とばされて転がり、お湯を撒まき散ちらした。
「い、痛……、千姫さま、いったい……のわあ!?」
　仰向けに倒れた宗朗の上、のしかかるようにうつぶせの千姫。宗朗の胸むな板いたの上で、押おしつけられ、はさまれた千姫のバストがたっぷりとたわんでいる。
　密着した肌と肌は、青ざめた色に反して熱いほどの熱を伝えてくる。加えて、湯上がりで強くなった千姫の匂いが、宗朗の鼻び孔こうをふさぐ。
　顔もごく近い。
　しっとりと汗で潤うるおった顔の肌。鼻の頭に、小さな汗の玉が浮うかんでいるのまで見える。濡れた髪が垂れ落ちて宗朗の顔をくすぐり、大きな瞳ひとみがいまにも降ふってきそうで……、
「……あ、あの、千姫さま」
　宗朗がもう一度言うと、千姫がハッと表情を動かす。ようやく我に返った千姫の、形のいいピンク色の唇が、動いた。
「こんなこと、してる場合じゃないわ！　キス、しなさい、宗朗！」
「ええ!?　いま、ですか。ここ、で」
　裸で飛び込んできたのも、叩きつけるように押し倒されたのも、キスを求めてのことだったのか、と宗朗が思うのもつかの間。
　千姫がカーッと顔を赤くして首を振る。
「違う！　千じゃなくて、十兵衛に、よ！」
「は？　十兵衛に」
　そこでようやく、露天風呂で起こっていることを千姫は宗朗に告げることができた。自身の敗北は、ひとまず隠かくして。
「武蔵と、小次郎だって!?　襲ってきたのか！」
　武蔵と小次郎には純じゆ粋んすいな闘気こそあれ、邪じや気きや殺気がまったくない。あれほどの騒ぎに、宗朗が気づかないのも道理だった。
　とっさに身を起こそうとする宗朗は、急ぐあまり、千姫の胸に顔をぶつけて……もとい埋うずめてしまう。
「きゃっ!!　なにしてるのよ！」
「あああ、すいませんんん！　と、とにかく……」
「ええ、急いで！　十兵衛を、みんなを助けないと！」
　千姫も身を起こす。離はなれると、いままで密着していた以上に、宗朗の、さらには自分の姿が目に入って、
「あ」
　宗朗の視線の前、
「あぁっ……！」
　その胸や下半身を手で覆い隠してしまう。裸なのも忘れて飛び込んできたのが、急に意識して肌が真っ赤に染まる。
「そのまえに、タオルでも……」
「そ、そうね」


５


「おもしれえ。俺おれに説教とはな」
　武蔵が笑った。右手に持った大太刀を抜ぬき身みのまま肩にかつぐ。
「たしかに、おもしろい子ぉやけど」
　小次郎がそのかたわらで、じっと十兵衛を見つめている。十兵衛は、
「ね！　そうなの。だから、武蔵さんや小次郎さんは、十兵衛たちと戦ったりしなくていいんだよ。どうしてもって言うなら、道場で、木刀で試合すればいいんだもん。ね！」
　ね！　と言うたび、人なつこく笑う十兵衛。首をちょっとかしげるしぐさが、なんとも愛らしい。
　そんな十兵衛を武蔵も見ていたが、
「いや、ダメだな」
　ポツっ、と吐き出す。
「ええ、どうして？　道場だったらぁ、みんなと試合できるよ。稽けい古こもできるの。それにそれに！　武蔵さんたち、住むところがなかったら道場へ来ればいいの！　みんなでいっしょにごはん食べたり、楽しいよぉ！」
　十兵衛の言葉には、その場限りのごまかしや引き延ばし、心にもないおせじとは無縁の、本気の響きしかない。ウソは言えない娘むすめなのだ。
「ちょ！　……まさか、天草の「剣鬼ダークサムライ」たちといっしょに住むつもりですの？　この天然娘は、なにを言うかと……」
「たしかに、そうなったら彼かの女じよたちにも、わたしたちにももしかしたらいちばんいいのかも、しれませんけれど」
　兼続、半蔵ともに、どうしていいかわからない混乱が顔に出る。
　これこそ、誰にも発想できない十兵衛ワールド。が、かすかな希望もまた、「剣姫マスターサムライ」たちの胸をよぎる。
「はっはははは！　はははは！」
　武蔵は笑った。くすぐられているわけではもうない。本気でおかしい、笑えてしかたがない、という笑い声。
「んぅ？　じゃあ、いいの？　十兵衛たちといっしょに……」
「ならねえ。そうはならねえってんだよ」
　武蔵の表情から笑いが消える。十兵衛を見据えた。
「勝負ってのは、真剣じゃねえといけねえ。何度もできる勝負なんてのは、ただの遊び、手てな慰ぐさみだ」
「でも」
「いいか、人間ならな、人間なら、それもいい。人間は成長する。成長して強くなる。稽古して強くなるのが人間だ。怠なまけりゃ弱くなることもある」
「そう、だけど」
　十兵衛が首をかしげる。が、だまって聞いていた。
「人間は一生のうちになにかをしようとする。できねえこともあるが、たいていは出世したり、なにかを作ったり、成なし遂とげたり……いい嫁よめや婿むこと契ちぎったり、添そい遂とげたり子を儲もうけたり……うまいものを食ったり、いい酒に酔よったり……」
　なにを言いたいのか、そういう空気がただよい始めたころ、武蔵が断じた。
「が、それは俺たちにはない。俺たちは……俺は人間じゃない。サムライで、天草に呼ばれた『剣鬼ダークサムライ』だ。成長することも、何かを生み出すことも、成し遂げることもない。物を食わなくとも、眠ねむらずともいられるのは便利だがな」
　ふふ、と武蔵が笑った。
「そう……なんですの？」
　つい兼続が口に出して漏もらした。
　意外にも思え、また納なつ得とくもできることでもあった。
　武蔵たち「剣鬼ダークサムライ」は人間ではない。
　成長することも、老いることもなければ、人間がふだんの生活で感じるよろこびもない。もちろん出産などもできないから、なにも生み出すこともない。
　その代わり、眠ることもなく、簡単なケガは瞬時に治り、体力はつねにほぼみなぎっている。
　そしてそのエネルギーは、天草本体と、天草の施ほどこした術式から得られているのだ。
「わかったろう。俺たちがふつうの人間みたいな生活ができるわけがないってな。それに、望んでもいねえ。俺たちは……俺は戦うためにこの世に生を受けた。それに俺の身体が戦いたがってる。天草のためなんかじゃねえ。俺が俺であるために、戦うんだ。それ以外のどんなことにも興味なんかねえ」
　武蔵が言うと、小次郎も笑って身を寄せる。
「そうやねえ。うちらにふつうの楽しみいうても、それを楽しむ機能がおへんのどす。あるのは戦う能力だけや。そやから……」
「戦いてえ。俺は戦いてえんだ！　それも、ぬるっちい戦いじゃあくびが出るぜ。もっと魂たましいが灼やけるような、生きるか死ぬかの勝負だ。俺の身体が限界ギリギリまで試ためされる、そんな勝負を、俺と戦え！　柳生十兵衛！」
　そこまで言うと、もう武蔵は待たなかった。
　言葉はもう尽つくした。話すことがなければ、あとは、
「ふんっ！」
　二刀を、かまえの位置から一気に繰くり出していく。
　ザバッ！　湯の飛沫が上がる。踏み込みもじゅうぶん。間合いは確実に、十兵衛の身体を袈け裟さに斬きる近さ。
「いけませんわ！」
「十兵衛さん！」
　兼続が、半蔵が間に入る、あるいは武器を飛ばそうとするが、遅い。しかも小次郎がそれを許さず、すでにかまえていた。
「きゃぁ！　ん」
　変身まえの十兵衛とて、いちおうは武芸者だ。手にしていた三池典太を、とっさに引きつける。
　最初に来たのは、武蔵の小太刀だった。十兵衛はかろうじて刀で受ける。
　ギッ!!

　金属どうしがぶつかりあい、鋭えい利りで繊せん細さいな刃が火花を散らす。
「まだまだ！」
　武蔵の膂りよ力りよくは片かた腕うでだけでも、十兵衛が両手で保持した大刀をしのぐ。最初の衝しよ撃うげきと、圧あつ倒とう的てき圧力に十兵衛の体勢はすでにくずれていた。
「ぅぅ、ぅ……」
「なんだ、ちっとも手て応ごたえがねえ。そう見えても打ち合えば化けの皮が剥はがれるかと思ったがな、これじゃやっぱりさっきと同じか。道場の小こ僧ぞうを相手にしているのと変わらねえ……んっ？」
　ふと武蔵はあることに気づいたように、表情を変えた。口くちの端はから、笑いがこみ上げてくる。
「まさか、な。……なら！」
　叫ぶと、右手の大太刀を渾こん身しんの力で抜きつける。
「あああ！」
　もはや兼続や半蔵なのか、十兵衛自身かもわからない、悲鳴にも似た声の響く中、それはがらあきの、十兵衛の胸から胴どうへと吸い込まれていく。
　武蔵の右みぎ腕うでは、左ひだ腕りうでよりさらに強い。
　まして十兵衛は、両手で握にぎった刀で小太刀を受けている。それでいっぱいいっぱいだ。
　自ら外して大太刀を受ければ、小太刀に斬られる。しかも武蔵の大太刀を受けきれるかもわからない。
　かといってこのままでは確実に大太刀に両断される。
　武蔵の大太刀がいままさに十兵衛の肌に食い込み、骨を断つ、というその瞬しゆ間んかん。奇きみ妙ようなことが起こった。
　ガッ！　ギ！　それは鋭利な刃どうしが合わさる音ではなかった。が、硬い金属を無理やり引き裂さき、食い込む音ではある。
「な、にぃ!?」
　武蔵が顔色を変える。
「あれ、は……！」
　小次郎もまた、信じられないという驚きに、顔を強こわばらせる。
　武蔵の大太刀が、止まっていた。
　その切っ先が、十兵衛の大刀に食い込んでいる。
　が、それは刃に対してではなかった。
「くう、ぅ……」
　十兵衛が両手で握った大刀。その柄つかにまっすぐ垂直に、突つき刺さっていた。
　刀は柄の上下両りよ端うたんを握る。
　右手の親指と人差し指の根本を鍔つばの裏、切せつ羽ぱに押しつけ、左腕の小指で柄の終しゆ端うたん、頭をくるみ込むように握る。
　とっさに十兵衛は左手を鍔側へとずらしていたが、それでも小指側の手のひらから鮮せん血けつがあふれてしたたり、湯に赤い花となって散った。
　それほどまで、柄の中心にある目め貫ぬきほどにまで、刃は食い込んでいたのだ。
　柄の中はむろん空くう洞どうではなく、刀身の根本である茎なかごが埋まっている。茎なか尻ごじりから直交するように入った武蔵の刃は、茎の半ばほどまで食い込み、ようやく止まった。
　つまり十兵衛は、大刀で武蔵の左手の小こ太だ刀ちを受けながら、その柄で大太刀をも受け、食い止めたのだ。
　これとて、きわめて正確なタイミングと角度がなければ、単に弾はじかれ、あるいは柄を握っている手を削そがれてしまう。
　小太刀を受けたままそれを成し遂げてしまう、十兵衛の能力、それとは……。
「やりましたわ！」
「すごい、あんな……」
　兼続が歓かん声せいを上げ、半蔵が呆ぼう然ぜんとする。小次郎は声を失っていたが、ようやく、
「武蔵の剣を受けるだけでも骨なのに、こないなこと……ありえへん。ありえるとしたら、それは……」
　唇が震える。
　十兵衛は武蔵の剣を止めただけではなかった。
　大太刀は茎に食い込んだまま、もはや引ひき抜くこともできない。最大の攻こう撃げき力りよくである右手の大太刀を奪うばった。
「うぉぉぉおおお!!」
　武蔵が叫さけぶ。言いしれようのない戦せん慄りつがその身を走り、叫ばずにはいられなかったのだ。そして飛とび退のく。
　左手の小太刀を、とっさに右手に持もち替かえた。
　一いつ瞬しゆんでも時間を過ごせば、それだけ不利になる。武蔵はもはや言葉を発せず、いっきに間合いをつめて踏み込むと、小太刀で十兵衛の胴を薙ないだ。
　大太刀は失ったが、その大太刀は十兵衛の刀の柄に刺さったままだ。
　武蔵がさらに攻こう勢せいを取れば、防ぐ十兵衛は刺さった刀の分だけ不利。取り回しが利かず、武蔵の小太刀をこんどは防げない。
　しかし、
「十兵衛なら、なんとかしてくれるはずですわ！　この流れなら……！」
　そう信じる兼続、半蔵。その前で、
「……ぅ、んぅ」
　急に、スイッチが切れたように目を閉じる十兵衛。
　身体からも力が抜けたのか、がっくりと膝を着く。バシャ！　湯が音を立てて跳ね上あがった。
　もはや武蔵の小太刀を受けることもできない。それも、胴を薙ごうとしていた刃が、いまはちょうど、十兵衛の首を刎はねるその軌き道どうにあった。
「十兵衛さん！」
　半蔵の叫びにも、十兵衛は目覚めない。
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「ぬぅ！」
　武蔵は事態の異常さに気づきながら、もう自分でも刃をもはや止められない。
　次の瞬間、長い髪をなびかせた十兵衛の首が、弧こを描えがきながら飛び、落ちるさまを誰もが想像した。
「ウキ────!!」
　ザン！　突然、お湯の中から現れた人ひと影かげ。
　いや、人影であって、人でない。だが、猿でもない。いまは「剣姫マスターサムライ」の姿となっている佐助だった。
「なに！　……ぐぁ！」
　驚おどろく武蔵の、小太刀を握った腕にかみつく。
　と思うとその爪つめで思い切りひっかく。さらには空中でみごとな姿勢変へん換かん。のけ反った武蔵に、両脚キックまでを浴びせていく。
「やりましたわ！　お猿さんっ!!」
　兼続が声を上げる。
　不意を衝かれた武蔵は後退し、小次郎に支えられる。
　武蔵としては、十兵衛との戦いに集中していたうえ思わぬ展開で大太刀を失い、いつもの冷静さを欠いたところへ佐助の接近を許してしまったのだろう。
　佐助はふたりの戦いの最中、湯に潜もぐって近づき、最後の場面で姿を現して武蔵を襲った。
　バシャッ！　いっぽう、目を閉じた十兵衛は、そのままのめるように湯に没する。
「十兵衛さん！」
　武蔵がいったん退き、小次郎も従ったことで、かろうじて回復した兼続と半蔵は十兵衛のもとへ駆かけつけることができた。
「しっかり、ですわ！」
　湯の中から抱き起おこす。
「ウキュゥゥ……」
　バシャバシャと湯を蹴け立たてながら、十兵衛の周りを飛び跳ねていた佐助だが、不思議と十兵衛にさわろうとはしなかった。いつもなら、うるさいほど十兵衛にまとわりついているというのに。
　いっぽうの武蔵。
「ケガはおへんえ？」
[image: 画像]
　気き遣づかう小次郎の手を振り払う。
「かまうな！　……あいつ、十兵衛か。あんな技を……へへへ、すごいぜ。こいつはすげえ！　さあ、勝負の続きだ！　まだ終わっちゃいねえぜ、十兵衛！」
　残った小太刀の切っ先を、さらに十兵衛に向ける。
「まずいですわ、十兵衛はもう」
「『剣姫マスターサムライ』の十兵衛さんが、いらしてくだされば……」
　十兵衛を抱きかかえながら、こちらはしかし、それ以上なすすべのない兼続と半蔵。
「ウキ！」
　佐助もいるが、奇きし襲ゆう以外で武蔵・小次郎に歯が立つとは思えない。兼続、半蔵もすでに敗れている。
　これ以上、「剣鬼ダークサムライ」ふたりに抗こうする術が……、そう思われた刹那、
「十兵衛！　それに、みんな！」
　飛び込んできた新たな声。さらに、
「無事なの!?　まだやられていないでしょうね！」
　もうひとり。それはもちろん、
「御姫さま！　ご無事で！」
　半蔵が歓かん喜きの声を上げる。目を潤うるませる。
　千姫と、そして、
「柳生宗朗ですの！　遅おそいですわ！　早く十兵衛を……って、え、え？　あ、あああ!!」
　一瞬、よろこんだ顔がたちまち強こわばっていく兼続。ザバッ！　あわてて湯の中へ、身を隠そうとするものの、その場所は膝ひざまでほどの深さ。青ざめていた顔があっと言う間に真っ赤になって、
「み、見るなぁああ！　ですわぁあ！　で、でも十兵衛が……な、なんでこうなるんですのぉお！」
　そして宗朗もまた、飛び込んできた光景にドギモを抜かれる。露天風呂なので、ある程度予測はできたとはいえ、
「み、みんな、裸はだか……って、そんなこと、問題じゃない！　いまは……で、でも、見ちゃダメだ、見ちゃダメだ、見ちゃ……」
　同じように裸で宗朗のもとへ飛び込んできた千姫は、いまはかろうじてバスタオルに身を包んでいる。宗朗も腰こしにタオルを巻いていた。
「なにしてるのよ、しっかり見なさい！　敵は向こうよ！」
　千姫の指さす先。そこには、
「あれは……あれが……！」
　宗朗はいま初めて見る。武蔵と小次郎の姿。
「武蔵……でも、やっぱり裸だし……！」
　風呂なので、そこはどうしても変わらないのだった。
　だが武蔵のほうはまったく怯ひるむことなく、
「なんだ。こんどはなにが出てきやがった。『剣姫マスターサムライ』でもない。……そうか、おまえだな。おまえがこの『剣姫マスターサムライ』たちの『将』。柳生、宗朗……！」
　まったくどこも隠すことなく、堂々と見返してくる。宗朗のほうが、かなり目のやり場に困る。
「あれが武蔵、なら向こうは」
　小次郎についても同じだったが、こちらはさりげなく、長い髪で肌の一部を覆おおっていた。目を覆い、顔の半分を隠すマスクは、やはり異様に見える。
「佐々木巌流おす。おぼえておいてもらいまひょ」
　そして、
「十兵衛……！」
　いまは兼続に抱き起こされているが、まだ目を閉じ、意識を失っているのに変わりはなかった。
　半ば湯の中に沈しずんだ裸ら身しん。手の傷から流れ出る血が、まだ止まらない。
「十兵衛、だいじょうぶか……！」
　宗朗が駆け寄る。その顔を覗のぞき込こんだ。
「きゃあ！　きゃあ！　きゃあ、ですわ！　来ないで！　い、いえ、早く十兵衛をなんとかしてあげて……でも見ないで！　ですの！」
　膝をついて、十兵衛を背後から抱き留とめていた兼続が言う。
「なに言ってんのよ、ほら！」
　そう言ってバスタオルを兼続に放ほうる千姫。脱衣場から人数分を持ってきたらしい。
「あ、ありがとうございます。御お姫ひいさま……！」
　千姫にバスタオルを手て渡わたしてもらい、感激する半蔵。
「ウキ！」
「……猿は、いいわよね、猿なんだし」
「ウキュ！　ウキィー！」
　なんとなく、怒っているような佐助だった。
「十兵衛！　やつらにやられたのか」
　宗朗の問いに、
「そうですわ。でも、戦いは一瞬の差で十兵衛の勝ちに見えましたわ。ただその直後、気を失って……」
　なんとか身体にバスタオルをまとった兼続が言う。
（あの武蔵相手だ。ただの十兵衛でかなうわけがない。……「剣姫マスターサムライ」の十兵衛さんが、一いつ瞬しゆんだけ現れたのか）
　宗朗は思った。
　宗朗が十兵衛にキスすることで現れる、「剣姫マスターサムライ」十兵衛。
　が、これまでも、キスしていないのに「剣姫マスターサムライ」十兵衛としか思えない剣けんの冴さえ、能力を十兵衛が発揮することがあった。
　それにしても一瞬だし、十兵衛はほぼ例外なく意識をうしなって、その後おぼえていなかった。
　キスによらなくとも、「剣姫マスターサムライ」十兵衛は現れることができるのか。
　十兵衛の身を守る、そのギリギリの瞬間に姿を現す、というより、十兵衛の身を乗っ取ってしまうようにも見える。
　それは強ごう引いんで多大なストレスを引き起こすゆえ、わずかに一瞬であり、そのあとの十兵衛の意識を断たち切きってしまうのではないか。
「十兵衛……どう、する……」
　兼続の言葉から、瞬しゆ間んか的んてきに「剣姫マスターサムライ」十兵衛が現れたことはまず間ま違ちがいない。
　が、いま、意識を失っている十兵衛にキスしてもいいものなのか。キスすればまた「剣姫マスターサムライ」十兵衛が現れてくれるのか。すでに瞬間的に現れたそのストレスや体力の消しよ耗うもうは、どうなのか。
（わからない。無理をしたら十兵衛が……それに……）
「なにしてるの、宗朗！　十兵衛を覚かく醒せいさせないと、あの武蔵には……！」
　千姫が言う。その言葉は正しい。
　いまこの場で、武蔵や小次郎に対たい抗こうできるのは、「剣姫マスターサムライ」十兵衛しかいないのだ。
　そして、「剣姫マスターサムライ」十兵衛に反はん撃げきされたショックから、すでに武蔵も立ち直っていた。それだけでなく、
「その十兵衛。どうやらふたりいるな」
　そう言うと、笑った。
「な……！　それを……」
　宗朗が驚く。これまでのことの集積で、ようやくわかりかけていた十兵衛の秘密が、武蔵にはただ一度、手合わせしただけで暴ばく露ろされてしまう。
　十兵衛の状態から、武蔵は事態を正確に把は握あくしていた。
「強い十兵衛は、そのおかしな娘の中にいる、ってわけか。その、いつも外に見えてるそいつも嫌きらいじゃねえがな。いや、たいしたヤツだぜ。俺をくすぐって、あげく仲間になれ、とまで言うヤツなんかほかにいるか」
「くすぐって……仲間に、だって」
　宗朗が驚き、思わず見ると、兼続や半蔵が首を縦に振ふっている。
（あの武蔵、小次郎を仲間に……）
「十兵衛らしい、な」
　つい宗朗の口にも笑いが出てしまう。
「なんだ。いつまでも寝ねてるようなら、こっちから行くぜ。どうなんだ！」
　武蔵の言葉に、宗朗は決意する。
（ダメだ。これ以上、十兵衛に危険な負担はかけられない。でも……）
　では、どうするのか。
　答えは、もう出ていた。それしかない。
「ぼくが……」
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「しかたありませんわね。もうひとはたらき、させていただきますわ！」
　十兵衛を静かに横たえると、兼続が立ち上がった。得物の大おお鎚づちを、しっかりと片手で握っている。
「兼続？　でも、きみは……」
　千姫に伝えられて宗朗も知っている。小次郎の、それも剣を抜かない鞘さやでの攻こう撃げきによって、半蔵とともに一敗地に塗まみれたはず。が、その半蔵もまた、
「わたしも、お伴ともします」
　立ち上がる。その手に握られているのは忍にん者じや刀だ。
「委員長も……！」
　そんな半蔵の行動に触しよ発くはつされたのか、
「千せんが出るほかないみたいね。まったく」
「千姫、さま!?」
　千姫までもが、立ち上がっていた。半蔵に、
「おまえの刀、一本貸しなさいよね」
「御姫さま！　いけません。ここは半蔵に」
　言われた半蔵が、驚き、千姫を思いとどまらせようとする。
「バカね。おまえが命を賭かけようっていうときに、主人である千がのうのうとしていられると思ってるの？　そんなの、願い下げなんだから、ね！」
「で、でも御姫さまの身にもしものことがあったら、半蔵は……」
「だから、バカだって言ってるのよ。千の身を守りなさい。おまえの役目、違だがえたおぼえはないわよ」
　千姫が笑った。半蔵が、目を潤ませて、しかし笑う。
「は、はい！　この半蔵の、命に代えても……！」
　これで兼続、半蔵、それに千姫が、ふたたび戦意を取とり戻もどして、武蔵と小次郎に相対した。
「みんな……！　しかし……」
　武蔵と小次郎だ。それも、兼続も半蔵も、千姫も一度敗れている。
「なあに、また千たちが負けると思ってるの？」
「そういうわけでは……、だけど相手は」
　どうしても宗朗は躊ちゆ躇うちよしてしまう。
　千姫たちをほぼ一いち撃げきで屠ほふった相手。彼女たちに対して再び戦いを挑いどむとしたら……。
　勝算はあるのか。勝算が計り知れないのに、戦いを命じられるのか。
（「将」として……！）
　一瞬の悩なやみ、迷いが伝わったのか。
「なにを考えていますの。だからダメなんですわ」
　兼続が言い、
「そうですよ。こんなとき、『将』ならば迷いを捨てて、決断してください」
　半蔵も。そして千姫が、
「悩むことなんてないんだから。いまは、十兵衛を救うことだけを考えなさい！」
　その言葉に、ハッとする宗朗。
「十兵衛を……十兵衛」
　いまは、宗朗の腕の中にある十兵衛。わずかに身じろぎした。
「……ぅ、ん……、お兄ちゃ……」
　わずかにほころんだ唇が、つぶやく。
（そうだ。十兵衛を、救う……守る……！）
「そのためにわたくしたちがいるのですわ。あ、見くびらないでくださいませ。一度負けたからといって、こんどもすぐにやられるなんて、限りませんわよ」
　兼続だった。その顔は宗朗を向いていない。大鎚をかまえながら、油断なく武蔵、小次郎をうかがっている。
「宗朗くんと十兵衛さんがここを離れるくらいの時間はかせいでみせます。そのあとは、わかりません。でも御姫さまといっしょなら……」
　むしろともに戦うことが最後になっても、それを欲ほつしているかのような半蔵。
「まだまだ千は倒れたりしないわよ。それに、もしそのときは……宗朗、おまえが助けに来てくれるんだから……わかってるのよね！」
　ね、とは宗朗への念ねん押おし。失った薙なぎ刀なたの代わりに、千姫は不慣れな忍者刀をかまえている。
「……おもしれえ、おもしれえ連中だ」
　その宗朗たちをながめておかしそうに笑うのは武蔵だ。こちらも、小次郎が浴衣ゆかたを自身と、武蔵の肩にかけていた。
「向こうさんもああ言ってはることやし、もういっぺん片づけてしまいまひょか。こんどはちょびっと、足あし腰こし立たんようにしてやったらよし。あの十兵衛とやらも、気絶してるなら好都合やよし」
「いや」
　小次郎の言葉に、武蔵がしかし、否を唱える。小次郎が驚いたように、
「なんでなん？　ここで柳生を始末しておけば、あないな苦戦ももうせんと……」
「苦戦じゃねえ！」
　武蔵が声を荒あらげた。小太刀を握る手が震ふるえているのは怒りによるものか。
「あのまま打ち込んでいれば、俺の勝ちだった。だが……」
　そのまえに十兵衛は意識を喪そう失しつしていた。
　武蔵の大太刀を十兵衛が茎で受けた、次の瞬間。
　ほんとうの勝負……宮本武蔵と、「剣姫マスターサムライ」柳生十兵衛の勝負は、その意味で失われていた。
「あんたまさか」
「当たりまえだ。このままあいつにとどめを刺さしたら、あいつの中にいる柳生十兵衛とは二度と戦えねえ。あの……ゾクゾクするぜ！　あの感じに、二度と会えねえ。そうなったら、このあと俺は誰だれと戦えばいい？　戦って、どう満足すればいい？　手応えのない戦いを何百、何千と続けて、それで俺は……どうすりゃあいい、どう、この身の猛たけりを、抑おさえりゃあいいんだ！」
　小太刀を握る手が力のあまり食い込み、指がはち切れそうにみなぎっていた。
　戦うべき相手の喪失。戦いの意味の喪失にそれは繋がり、武蔵の存在の喪失をもたらしていく。
　思えばすでに失われた武蔵の「生」も、そのような連続だったのかもしれない。そして戦うべき相手を失った武蔵は、この世に取り返せない無念を刻んでいった。
「武蔵……あんた」
　もはや武蔵を咎とがめる言葉も、小次郎にはなかった。
　その代わりに、深い嫉しつ妬とだけがあった。十兵衛を見る小次郎の目が見えたなら、そこに深い険が刻まれているはずだった。
「この勝負、あずけるぜ！」
　武蔵が言いはなった。
「な、ん……」
「ですって」
　声の調子こそ合っていないが、宗朗たちの漏らした言葉はほぼ同じだ。が、安あん堵どはない。安堵するほどの、余よ裕ゆうもない。
　そんな宗朗たちを、武蔵が見下ろす。
　わずかに、湯から出た岩の上に立っているだけなのに、とてつもなく上から見下ろされているようだった。
「柳生十兵衛、こんど会うそのときこそは、雌し雄ゆうを決するとき。この勝負、いずれ必ずもらい受けにこの武蔵、参上するものと心得ておけ！　それまで、早くそのケガも治しておくんだな！」
「しかたおへんわ。武蔵がそないに言うたなら、そういうことやとおぼえておいておくれやす」
　それだけ言うと、武蔵、小次郎の姿が湯気の中にかき消えた。そして気配もまた、消えていた。
「去った……のか」
「ほーほほほほ！　このわたくしの、直なお江えり流ゆう戦せん鎚つい術じゆつに恐おそれを抱いて遁とん走そうしましたのね！　いいですわ！　いつだってこの直江兼続、そんな勝負受けて……ふぅ……」
　威い勢せいよく捨てゼリフ、もとい追っかけゼリフを吐はく兼続だが、終わりのころには失速してためいきをついた。
「見み逃のがしてもらったなんて、思ってない、んだから、ね」
　千姫の言葉もとぎれがちだ。
「それにしても……十兵衛さんのおかげですね。気を失っても、十兵衛さんがわたしたちを守ってくれたのかも」
　半蔵のひとことに、千姫も兼続も、宗朗も改めて気づかされる。
「十兵衛が」
　この、いまはあどけないほどの寝ね顔がおを浮かべた少女が、強敵から全員を守ってくれたのだと。
「不思議ね。不思議だけど……ううん、もうこのままずっと、不思議のままでもいいわよ。そのほうが、十兵衛らしい……」
　千姫が漏らす。
「不思議で天然なんて、とことん始末に負えませんわ。まったく」
　兼続も、大鎚を下ろしてようやく笑えみを漏らす。その視線の先、十兵衛が、
「う……ぅ……」
　不意に顔をくもらせ、小さくうめき声を漏らした。
「戦いの夢でも見てるんでしょうか。うなされて……」
　その顔の汗あせをぬぐおうと、半蔵が手をかざしたとき、
「……ぅにゅぁ、もう食べられないよぉ、お兄ちゃん……」
　十兵衛のひと言。そして口の端から漏れるよだれ。
「十兵衛……？」
「食べ物の夢ですの！　心配して損しましたわ！　ですの！」
「くっ……！　ふふふ、はは」
　一いつし瞬ゆん遅おくれて、拍ひよ子うし抜ぬけした千姫も思わず笑う。つられるように半蔵も笑いを漏らした。そして十兵衛も。
「……はへぇ」
　緩ゆるんだ笑みがまたこぼれた。
「ウキュ……？」
肆◆鬼と刀
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「……これが石せつ棺かんの部屋じゃな」
　灯あかりひとつない通路を、幸ゆき村むら主従が進んでいく。
　日光東とう照しよ宮うぐうの奥おくの宮みや。やや離れた藪やぶの中にあった隠し通路の入り口は、千せん姫ひめの薬やく籠ろうで無事開けることができた。
　そこから奥の宮の地下まで百メートルあまり。
「場合によっては徳とく川がわ将軍も歩く通路じゃ。粗そ末まつなものではないが」
　白漆しつ喰くいで固められた壁かべや天てん井じようは、一定間かん隔かくで金きん箔ぱく押おしにされた葵あおいの御ご紋もんがはめ込まれている。
　それだけ豪ごう華かなものではあったが、かなりの埃ほこりが溜たまり、床ゆかにはこれも多くの地中の虫が這はいでて来ていた。
「長いこと、使われていない」
　又また兵べ衛えが言った。幸村が先頭で小さな灯りを持ち、又兵衛は鑓やりを手に殿しんがりを守る。もちろんこの場合、殿のほうが重要だ。
「ふん。もっとも重要な場所をこれではの。だから今日日の幕府はダメだというのじゃ。政治の腐ふ敗はいはまだしも、このような祭さい祀しまで。これで大おお江え戸どが、日の本が護まもれるとでも思うておるのか」
　文句を言いながら歩く幸村。やがて地下通路の終点、石棺の部屋に通ずる場所に出る。天井までの大きな石扉とびらが塞ふさいでいた。
「幸村さま」
「ふむ。これは、さすがに結界が効いておるようじゃの」
　石扉のあちこちには、神しん獣じゆうの彫ちよ刻うこくが彫ほられ、安置されている。
　麒き麟りん、鳳ほう凰おう、霊れい亀き、應おう竜りゆう。
　この日光東照宮自体が、あらゆる建物に配置された無数の神獣で守られているといってもよい。
　が、この石扉の彫刻は、そのすべてよりもなお力強く、また禍まが々まがしい。
　見上げる幸村、又兵衛を、神獣たちの視線が見下ろしている。動いても、その方向へ視線がついてくる。
　彫刻の眼球が動いているわけでもないのに、奇妙な体験だ。幸村は背筋に、わずかに冷たいものが走るのを感じて、首を振る。
「いかん。わらわとしたことが……。それにしても、いまの幕府はぼんくらじゃが、やはり先人の知ち恵えと技術には、素す直なおに頭が下がるものがあるのぉ。というより、それがあるからいままであの幕府が保っている、とも言えるわけじゃが」
　そこまで言うと、幸村は再び懐ふところから千姫の薬籠を取りだした。
「これがなければ、神獣どもがいまにも飛びかかってきそうじゃ」
　むろん、石像が動くわけはない。襲おそってくるとも思われない。
　が、そう思わせる力がこの地下通路全体、それに、これから赴おもむく石棺の部屋から漏もれ出だしてきている。
「……ここじゃな」
　薬籠を石扉の中央、石に刻まれた葵の紋もんの裏側に押し込む。
　キュン……！
　とたん、黒漆うるしに金きん箔ぱくの薬籠が、溶とけて広がった。いや、石の扉の中へと溶け込み、沈んでいく。
「なんじゃ……これ、は……」
　幸村が自分の目を思わずこすった。と、そこにははめ込まれたままの薬籠があった。錯さつ覚かくだったのか。
「いや……」
　予感が走って、幸村は数歩下がる。その背後を守るように又兵衛が。
　すぐに地じ響ひびきのような振しん動どうが近づいてきた。
　ゴゴゴゴゴゴゴ……。重い石扉が、左右に開いていく。地下通路自体が揺ゆれ動うごき、崩ほう落らくするのではという危険に、
「幸村さま！」
　幸村をかばって、又兵衛がおおいかぶさる。
「ぅ……！」
　幸村も思わず目を閉じ、又兵衛の制服をつかんで胸に顔を埋めた。
「ぁ」
　又兵衛もまた、幸村をギュッと抱きしめ……、と、不意に振動が止んだ。
「終わったか……んっ、これは！」
　幸村が顔を上げる。
　石扉が開いていた。まるでそこに扉などなかったように、通路の壁がそのまま奥の部屋に続いている。境目がなくなっていた。
「これが奥の宮の、霊れいび廟よう。東とうし照よう大だい権ごん現げんの、墓所かや！　……ちょ！　又兵衛、もうよい。わらわを離せ！」
　振動が治まってもなお、又兵衛が幸村を抱きしめたままだったのだ。手て脚あしをバタつかせる幸村。
「……はい」
　残念そうに又兵衛が幸村を離す。幸村は又兵衛の膝の上から床に下りると、霊廟の中へと入っていく。
「おかしいのお。これが徳川幕府創世の神の墓所とは……」
　幸村の言葉はもっともだった。
　ここまでの豪華で、かつ堅けん牢ろう、厳おごそかな建物や造りとはまったく異なる。
　その部屋は、彫刻もなにもなく、ただ石壁と天井に囲まれているだけ。
　石壁もまるで、そのあたりの墓石でも積み上げたようだった。乱雑というのではないが、まるで飾かざり、弔とむらう、その意識が感じられない。
「だいたいにおいて、霊廟に石棺というのからして、珍めずらしいがのお」
　部屋の中央、やや盛り上げられた床に、大きな方形の石棺が載のせられていた。これには彫刻がある。が、
「……なにやら、奇妙じゃの。こちらを向いておらぬ」
　さっきの石扉の聖せい獣じゆうが、訪おとずれる者のほうをにらみ、威い嚇かくしていたのに対し、この石棺に刻まれた聖獣たちは、どれも石棺やその石蓋ぶたにへばりついているようだ。
「これでは石棺に近づく者に対する結界というより、石棺の中の者への封ふう印いんじゃぞ」
　幸村がうなる。
「幸村さま……！」
　最初に気づいたのは又兵衛だった。幸村も石棺から顔を上げる。
「なん、じゃ……？」
　石棺の間全体が、震えている。地じ震しんなのかと思い、床を見る。が、そこに多く散らばる小石は少しも動いていなかった。
「我らのほうが動いておるのか？　いや……」
　物理的な振動ではない。あえて言えば空間自体が、次元的に振動しているのか。
　ともすれば物の輪りん郭かくがあいまいに滲にじんでいく。目め眩まいにも似た感覚に、又兵衛が素早く幸村を支えるように抱き留めた。
「あれを！」
　こんどは又兵衛が言うまでもなかった。
　壁の隙すき間ま、いや、壁自体から真っ黒い滲みが浮き出してくる。と思うと、みるみるそれ自体、黒いタールのような粘ねんち着やく物質として盛り上がり、小さな塊かたまりとなってボトボトとしたたり始めた。
「なんじゃ！　まさか……式か！　この東照宮も、すでに天あま草くさの手に落ちておったというのか。結界が……！」
　床にも同じように浮かび上がった黒い滲みが、ぷっくりと厚みを持つ。かと思うと、幸村の足元をかすめて過ぎる小虫が、そのままパシャ、と弾けて黒い滲みを飛び散らせる。
「幸村さま！」
　又兵衛が幸村を抱きかかえたまま飛び退くと、たったいままでふたりがいた空間を、ビュッ、黒い影かげが飛び過ぎる。そのまま壁に張り付くと、みるみる別の形を取り始めた。
「こ、これは、罠わなじゃ！　最初からわらわたちをおびき寄せるための……！　まさか徳川幕府最高の霊れい的てき結界が、すでに天草に蹂じゆ躙うりんされておったとは！」
　首都・大江戸を守護する霊的ネットワークの要であり、それ自身、何重にも堅けん固ごな結界を備えているはずの日光東照宮。
　それがもう、奥の宮まで天草の侵しん入にゆうを許してしまっていた。そのことも衝撃ならば、それを使って幸村、又兵衛を罠に掛かけ、いままさに呑のみ込もうとするかのごとき式神の群れも、
「この狭せまい場所では……」
　又兵衛が唇くちびるを噛かむ。
　すでに天井を埋うめ尽つくした黒い滲みは、それぞれがコウモリの形を為なして羽根をばたつかせ、いまにも飛びかからんばかりだ。
　壁に張り付き、床に蠢うごめいているのは、ヤモリか地を這う甲かぶ虫とむしの形をした式神群だ。ふたりが通ってきた地下道は、もはや真っ黒に天井も壁も、床も、式神によって埋め尽くされていた。
　幸村が言う。
「案ずるでない。あれのほとんどは幻げん覚かくじゃ。わらわの知覚には……」
　魔ま物ものを感じ、空間を立体的に把握する幸村の能力には、見た目よりもずっと少ない式神の数が映っている。
「半分……いや、三分の一、と見たが」
　だが幸村はわかっていた。
　開けた場所ならばともかく、この狭い石棺の部屋と地下道では、又兵衛の鑓はそのリーチを活いかせないだけでなく、むしろじゃまにさえなってしまう。幸村の大だい鉄てつ扇せんもまた、同じだった。
「な、なに。負ける気はせぬが……」
　言いながら、幸村が視線を向けるのは石棺のほうだ。
「幸村さま」
　いまは幸村と背中合わせに、最小の守りの陣じんを形作っている又兵衛が言う。脱だつ出しゆつをうながすところだが、幸村の意図に気づいたのだ。
「よい。石棺を開けて見せよ！」
　時間が迫せまっている。
　壁から滲みだした液状の式神は、いまやはっきりとした形をとっていつ襲いかかってくるか。寸刻を争あらそうだろう。
　だが幸村は、知らねばならないと思った。
　この石棺の中を見ずに、この場を去ることはできない。それで助かったとしても、天草との戦いを制することはできず、ヒントすら得られていないことになる。
　幸村が言うと、又兵衛がうなずいた。鑓を置き、石棺の石蓋を抱かかえ込む。
「んっ……!!」
　又兵衛の膂りよ力りよくでも石蓋は重い。何度も力を込めるが、なかなか持ち上がりも、ずれもしない。
「まだか。ええい、わらわも……！」
　業ごうを煮にやして幸村も加わる。といってもその力は微び々びたるものだが、けんめいに石蓋を押おし上げる。
　幸村の力、というより、幸村がそうまでしたことに又兵衛が発はつ憤ぷんしたのが大きかった。
　ズズズ……ザリザリ、ザッ……。とうとう石蓋が動いた。
「動くぞ！　もうひと息じゃ！　ぅぅぅ……ぅ!!」
「……!!」
　やがて石棺の蓋が、半分ほども開いた。幸村が止める。
「待て、もうよい！　……この中……」
　荒い息が静まるのも待たずに、幸村が隙間から中を覗き込む。そして、
「ゆ、幸村さま？」
　又兵衛が心配して言う。幸村が顔を上げた。
「……なるほど。これか！　これが東照大権現の霊廟の、正体じゃったか！」
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「……どないしはるつもりやの」
　窓まど際ぎわから外を眺ながめながら、小こ次じ郎ろうが言う。
　眺める、といってもいつものアイマスクをつけたままで、生の光景が見えるわけではない。
　それでも風を肌に当て、空気の匂においを感じながらだと、アイマスクが脳内に送ってくる電気的信号の視界も、少しはましな気がするのだ。
　学園の賑にぎやかな通りからはやや離はなれた、閑かん静せいな一角。
　そこに建つ洋館が、天草一派の拠きよ点てんとなっていた。
　広い庭を始め、地中、空中にまで何重にも及およぶ霊的結界を張はり巡めぐらせていたが、それまでの大坂城と異なり、建物自体の防ぼう御ぎよ性せいは皆かい無むに等しい。
　あくまで仮の宿だった。といっても武蔵むさしたち「剣鬼ダークサムライ」には、基本、眠ねむることも必要はないのだが。
「どうもこうもねえ、あいつ……柳やぎ生ゆう十じゆ兵うべ衛えを引っ張り出して、戦うだけだ」
　そう言う武蔵は床の上に直接腰を下ろし、刀の手入れをしていた。大おお太だ刀ちではなく、小こ太だ刀ちである。
　あぐらに組んだ脚あしの間、すでに柄つかや鍔つば、はばきを取り外した刀身だけを置き、あるいは茎くきを持って掲かかげ、打粉を軽く刃はに当てていく。
　小さいポンポンで打ち粉を裏表にかけ終わると、拭ぬぐ紙いがみで武蔵は刀身を棟むねから刃は先さきへと、軽く拭ぬぐった。
　打ち粉は微び細さいな研石の粉であり、こうして拭うことで付着した汚よごれや鉄粉をぬぐい取り、刀身を磨みがくことができる。
　そうしてひととおり磨き終えると、あとは油を塗と布ふして拭い、鍔や柄などをもとどおり取り付けていくのだ。
　十兵衛たちとの戦いは、温泉の湯船の中だった。
　十兵衛の刀の茎に食い込んだ大太刀は、そのまま捨ててきている。大太刀は新しいものを用意しなければならない。
　元来武蔵は、自分の刀を自分で打ってきた。
　自分の命をあずける刀は自分の手で作る、という愛刀本ほん作ごし拵らえは武蔵のこだわりと言っていい。
　だがこの場合は、その手間と時間がなかった。
　そこで、別の刀を下ろすことになる。
　それがいま、武蔵のあぐらをかいた脚の外、下した緒おを巻いたまま、床に置かれている刀だった。
「ん……」
　パチン、とはばきの鳴る音がして、小太刀を鞘に戻もどす。傍かたわらの大太刀を取った。
「そないに言うたかて。これ以上、あの道場の連中に目ぇをかけるようなことがあったら……」
　小次郎が窓から離れる。武蔵の背後に立つと、そのまま膝を着いた。武蔵の肩かたに手を置く。その肩を両手でやんわりとつかむ。
「目をかけてるわけじゃねえ。いずれきっちり倒たおす。ひとり残さず、な」
　武蔵は小太刀と同じように、大太刀の目め釘くぎを抜ぬき、頭を外して柄を緩め、抜き取った。茎をながめる。
　和いず泉みの守かみ藤ふじ原わら兼かね重しげ。銘めいはそう入っている。
　武蔵の愛刀のひとつ。刀工、藤原兼重に作らせた、あるいは共同で打った、とされる刀だ。
　鞘は栗くり色いろ朱しゆ漆うる塗しぬり。黒と見えて、よくみるとほのかに赤い栗くり色いろであることがわかる。
　柄は牛衷革黒捻巻。鍔はなまこ透とおしと呼ばれる、鍔の外周だけを輪にした、変わった作りである。
「考えてもみろ」
　武蔵が続ける。和泉守兼重の刀身を引きつけると透すかすように片目を凝こらし、刀紋に見入っていた。
「十兵衛以外の連中はいつでも倒せる。俺おれとおまえでな。一分もかからねえ。となれば、少しくらい歯ごたえのあるのを楽しまなくてどうする。咎とがめ立だてされるにはあたらねえはず……だ、ぉい」
　小次郎の手が、武蔵の肩から滑すべり降おりていた。
　背中にぴったりと胸を押しつけ、しなだれかかるように武蔵の首を背後から抱だく。首筋に小次郎の息がかかる。
「あないな笑い声初めて聞いたえ」
「笑い声？　……そりゃあ、くすぐられてたんだ、声も上げるだろう」
　むろん、十兵衛にくすぐられて派手に笑い声をたてた、そのことを小次郎は言っているのだ。
「ウソおっしゃい、やわ。いつもの武蔵やったら、どないしてもあないな声なん、上げよらんわ。少しくらいくすぐったこうても、くすぐる腕うでごと刀で落としてまう。そうやないの」
　小次郎の手が、武蔵の首筋、顔をなでる。なでるというには少し力が入っていて、ときおりその肌はだをつねるようにひっぱり上げる。
「い、痛……！　おまえの勘かん違ちがいに決まってるだろ。やつは並のサムライじゃねえ。くすぐるのだってな」
　わかったようなわからないような、武蔵の言い訳。
　小次郎の手は武蔵の顔から髪かみへ、そして逆に下りると、肩かた口ぐちから腕へ、胸にまで触ふれてくる。
「……あの子のこと、気に入ったんやないやろね」
　ギュッ、と握った胸に爪つめを立てる。
「許さへんえ」
　耳元で、ささやく。耳元というより、耳たぶを半ば口に含ふくんでいた。何度か遊ぶように耳たぶを唇で揺らすと、
「かぷ」
　噛む。
「痛ぇええ！　いい加減にしろ！」
　武蔵が手を上げた。腕で払はらう。小次郎が笑いながら離れる。
「どっちでもええわ。柳生十兵衛。あんたの手で討うち果はたしはるんやろ。うちはそれをゆっくり眺めさせてもらいまひょ。そうなれば、うちにも楽しみができる言うもんやわ」
「言ってろ！　……んっ」
　武蔵が気づき、小次郎もすぐに察知した。
　来訪者がある。それはノックもなく開く扉で、明らかになった。
「あんたは」
　小次郎がつぶやく。緊きん張ちようによるものか、その表情が暗く沈んでいた。
　緋ひ色いろのロングコート。長い黒くろ髪かみのポニーテール。小次郎よりも高い身長は、ブーツによってさらに伸のびている。
「正しよ雪うせつ、なんの用だ」
　武蔵が言った。その手が、和泉守兼重の柄をもとへ戻す動きに入っている。
　由ゆ比い正雪。天草一派のサムライにして、ここでは天草の名代にあたる。
「柳生道場の『剣姫マスターサムライ』たちを逃にがしたそうだな」
　正雪の言葉。あいさつもなにもない。ただ用件だけを口にする。
「逃がしたんじゃねえ。もうちょっとましな戦いで楽しませてもらうだけだ。あいつらは俺を楽しませる、おもちゃだからな」
「おもちゃなど与あたえたおぼえはない。天草さまはな」
　コツ、カツ、とブーツのヒールが床を踏ふみならす音が響ひびく。正雪は言いながら武蔵との微びみ妙ような距きよ離りを保った。
「俺は自分のやりかたでやらせてもらうぜ。柳生十兵衛の強さ、あいつに対抗できるのは俺だけだ。そのためにどうやら、俺は呼ばれたらしいからな」
　パチン。はばきをはめ、鍔に切羽をかませていく。
　武蔵は手元を見ていない。正雪に視線を合わせていた。
「さきに、奴やつらの集まる別べつ荘そうを襲い、三人までの『剣姫マスターサムライ』を倒しながらそのままにして撤てつ収しゆうしたこと、天草さまはお怒いかりだ」
　正雪も同じだった。武蔵だけでなく小次郎とも、間合いをはかるように歩を運ぶ。部屋の中を回り込んでいた。
「なら、どうする。自分たちでできるならやったらいい。そのときは俺たちも用済みってわけだ。つつしんで、この世から消えてやる。抵てい抗こうはしないぜ」
「そんなことは問題ではない。いずれ消えるか、あるいは天草さまの血や肉を得て長らえるか、それすらも天草さまがお決めになる」
　正雪は「生き長らえる」とは言わなかった。生きている者ではない武蔵ら「剣鬼ダークサムライ」は、あくまでも天草との繋つながりによって存在している。
「うれしいじゃねえか。いつ消えてもおかしくねえこの身だったらなおのことだ。俺は好きにやる。柳生十兵衛との戦い、無む駄だにするつもりは……！」
　それはどちらが先、ということではなかった。
　闘気が互たがいに噛かみ合あえば、身体は自おのずから動く。
　だから正雪が緋色のコートを跳はね上げて、両りよ脚うあしの腿ももにつけられたホルダーから短たん銃じゆうを抜き出すのと、武蔵が手にした大太刀を抜き付けるのは同時だった。
「……くっ！」
「……」
　が、結果は無む惨ざんなまでにあきらかだった。
　ホルダーからようやく抜かれた短銃の銃じゆ口うこうが武蔵のほうを向くまえに、武蔵の和泉守兼重の切っ先は、正雪ののど元に突きつけられていた。
　武蔵の踏み込みは鋭するどく、正雪のふところに軽々と踏み込んでいる。
「おっと、銃じゆうは捨ててもらいまひょうか」
　背後から小次郎が言う。小次郎は刀を抜いていなかったが、すでに確実に正雪をしとめられる間合いにあった。
「きさま、ら……！」
　正雪は両手の力を緩めた。ゴトッ、重々しい音とともに、ふたつの短銃が床に落ちる。
　短銃には実じつ弾だんが込められてはいない。弾だん丸がんは正雪の能力が具現化したもので、引金をしぼらずに発はつ砲ぽうすることができる。
　そして発射された弾丸は、まっすぐ飛ぶだけでなくコントロールすることができるから、正確に銃口が向いていなくとも、この部屋の中の武蔵や小次郎に向かわせることが可能のはずだった。
「ぅ……」
　正雪の首からひと筋、鮮せん血けつが流れると床に滴したたる。
「すまねえ。間に合わなかったんでな。加減が狂くるったようだぜ」
　武蔵の握にぎる大太刀には、まだ柄がついていなかった。茎を握ったまま抜きつけた大太刀の切っ先は、正雪の首の皮をうすく薙ないでいた。
　だがそれも、武蔵の方便だったのかもしれない。
「わたしにこんなことをして、ただで済むと思うのか」
「安いセリフだな。思ったらやる、やらねえ、じゃねえ。何度も言ったが俺のやりかたがこうだ、というだけのこと。おまえも自分のやりかたを通せばいい。いつでも相手になってや……る……ぁ……ぐっ！」
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　急に、武蔵の言葉が乱れた。刀も震える。
「あんた！　どないしはったん……ぁう……！」
　そう言う小次郎もまた、うめき声を上げた。床に膝をつく。
「てめぇ！　なに、を……ぅぅぅ、おお！」
　武蔵はもはや刀を握っていられる状態ではなかった。それでも切っ先を正雪ののど元に突きつけ続ける。
「ふ、ん」
　が、正雪はそれを簡単に手で押し退けると、床に落とした短銃を拾い上げた。
「もうわかっただろう。わたしは天草さまの名代。わたしに逆らうことは、天草さまに弓を向けることだ」
　改めて、短銃をかまえる。そしてもはや武蔵にも小次郎にも、その銃じゆ撃うげきはおろか、正雪のなす事を止める力はなかった。
「うぅ……！」
　武蔵が耳のヘッドフォンを押さえてのたうつ。
　ヘッドフォンは武蔵の聴ちよう力りよくを数倍に高める補助装置だ。これがいま、暴走していた。
　本来なら、微細な音を検知したり、雑音を除去して目的の音だけを取り出したり、という機能に優すぐれた機器が、いまは耐たえ難がたい騒そう音おん、雑音を撒まき散ちらしている。
　それも、ただの雑音ではない。
　武蔵の聴ちよ覚うかくに潜ひそみ、中ちゆう枢すう神経にまで達する棘とげ。
　その棘を激げき烈れつに反応させるいわばトリガーとなって、武蔵を苦しめる。
　それは武蔵を召しよ還うかんしたときから、天草が仕込んでおいた枷かせだった。意のままに操あやつるための、首輪、鞭むちのようなもの。
「わかったら、つまらぬことなど考えず、従えばよい。わたしの言葉は天草さまの言葉。最初から……」
　どん、と正雪が、武蔵の頭の上にブーツを載のせる。尖とがったヒールが武蔵の額を踏みつけていた。
「く！　ぅぅ、ぅ……！」
　うめきながら武蔵は、脂あぶ汗らあせにまみれた顔を仰あお向むかせて正雪を見上げる。が、もはや目の焦しよ点うてんも合わなかった。
　神経への攻撃はなにも聴覚だけでなく、武蔵の全身に及んでマヒさせ、力を奪い、感覚を暴走させていた。
　ヘッドフォンのすきまから、鮮血があふれ出している。
「武蔵……無事おすか……！」
　小次郎でもそれは同じで、アイマスクはすでに鮮血に濡ぬれていた。
　視力は失われ、床を這うように武蔵に近づこうとする小次郎を、正雪はもう片方の脚で蹴けり飛ばす。
「きゃぁ！」
「おまえから先に、撃うってやってもいいんだぞ」
　銃口を小次郎の頭に向けた。
「待て、おい！」
　その脚を、ブーツの上から武蔵がつかんでいた。ものすごい力で、正雪は思わず声を上げそうになる。
「は、離せ！　離さないと……」
　銃口を、こんどは武蔵に向ける。武蔵は朦もう朧ろうとした意識の中で、笑った。
「いいのか。俺たちを撃てば、柳生十兵衛をどうする。おまえが戦って、首を取ってくるってのか」
　震える声で、ときに咳せき込みながらもしゃべる武蔵に、正雪は驚きの表情を向けた。
「バカな！　これだけの神経攻撃で、まだ話せる、だと」
　さすがにもう刀は握ることができない。
　が、一度つかんだ正雪の脚は離さない。恐るべき膂りよ力りよくで、足首を砕くだこうとするほどに、握りしめてくる。
「ぐぐ……！　待て！　きさまは……！」
　だが正雪もまた、したたかだった。短銃を武蔵の頭に当てたまま、
「きさまらが自分勝手に遊んでいる間に、胤いん舜しゆんはすでに道場の『剣姫マスターサムライ』を倒しているのだぞ」
　言う。これには武蔵も、小次郎もハッとせざるをえない。その隙すきを衝ついて、正雪は武蔵の手を振り払う。脚の自由を取り戻した。
　正雪がそうして武蔵たちから一定の間合いを取ってしまうと、もう刀を取れない武蔵に反はん撃げきの方法はなかった。小次郎にも。
「くそ……！」
　武蔵が床を殴なぐりつける。が、もはや震える手で刀をつかむこともできない。両耳のヘッドフォンを押さえて床に転がる。
「おまえにはもう少しそうしておいてもらおう。仕事のほうは……そうだな、小次郎、おまえにやってもらおうか……」
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「幸村さま、もう……！」
　退路である地下道までびっしりと張り付いた式神は、いまにも幸村と又兵衛めがけて殺さつ到とうして来そうな気配だ。
「キキ！　キシェ───！」
　すでに完全なコウモリ型を為した式神が、威嚇の声を上げる。よく見るとその身体には目がなく、裂さけた口だけが悲鳴にも似た音を発していた。
「うむ、少々難なん儀ぎじゃが……押し通るぞ、又兵衛！」
「はい」
　だがふたりが地下道へと身を躍おどらせるまえに、
「ぬぅ……！」
　バシャッ！　すでに石棺の中に満ちていた式神の黒い塊が、いっきに弾はじけて幸村を襲う。間かん一いつ髪ぱつ、大鉄扇で防ぐが、地下道への動線を完全に塞がれてしまう。
「幸村さま！」
「大事ない。じゃが……もう、ここから出ることはかなわぬようじゃな」
　石棺から噴ふき出した式神は、すでに多くの蟲むしやコウモリ、ヤモリの形になって天井や壁に張り付いている。
　そしてそれが引金だったかのように、通路の式神はさらに増え、地下道自体に充じゆ満うまんして通路を閉ざしてしまっていた。
「わたしが……、幸村さま」
　又兵衛が前へ出る。
「やめい！　ここはおぬしの死に場所ではないわ！」
　自らに式神を引きつけ、幸村を逃がそうという又兵衛の考えは、すぐに知れた。
「でも」
「待つのじゃ、なにかまだ策があるはず。なにか……、すでにこの場所までほぼ侵おかしながら、天草どもが石棺の中のものを放置しておるのには理由があるはず。我らをおびき寄せるエサだけではない。なにか、理由が……」
　その間にも、ひたひたと押し寄よせる式神は、知らないうちに幸村の靴くつの裏側にへばりつき、気を見計らうように、パッと弾けると膝ひざ下したまでを包つつみ込む。
「幸村さま！」
「くぅ！」
　思わず動どう揺ようした幸村が、身をのけ反らせた。その拍ひよ子うしに、コトン、カラン……、そのふところから落ちたのは、
「薬籠が！」
　千姫からあずかった薬籠。そしてここまでの道を開いてくれた鍵かぎでもある。
「キィ！」
　薬籠に触れた式神が、声を発して弾ける。まるで触れた一部が蒸発したかのような、焦こげた臭においが一瞬広がった。
「これは……薬籠が式神を防ぐのかや。しかし」
　そうだとしても身体ごと押し包まれては、薬籠は残るかもしれないが幸村たちはただでは済むまい。
「うん？　葵の紋、が……」
　拾い上げた薬籠の、葵の紋が輝かがやきを増しているのに、幸村は気づいた。単に金箔が光を反射しているのではない。薬籠自体が、暖かさを増している。
「あれを、幸村さま！」
　又兵衛の声に、幸村は後ろを振り向むく。そして、
「なんじゃ、あれは……！」
　壁の一部が発光していた。
　石棺の部屋の一番奥にあたる部分の壁。光を避さけてか、式神がそこだけぽっかりと場所を空ける。
　幸村たちも光に近づいた。もとより、地下室の他ほかの場所は式神で占しめられ、そこしかもう行き場所はない。
「隙間が、あります」
　一面の壁と見えて、一部に細かい隙間が走っている。それも、中から漏れ出す光のせいでわかったもので、それほどぴったりと精密に組み付けられていた。
「まだ、部屋があるのか。いや、この大きさでは、人は入れぬ。それより薬籠をまたどこかに……」
　壁の隙間が形作る扉らしきものの大きさは、人が這って入れるほどでしかなかった。それも、幸村の顔ほどの高さに、横長に作られている。
　はめ込む場所を探して薬籠を近づけたときだ。
　ガコッ……。壁の方から、観音に開いた。
「うう……」
「こ、これは……！」
　あまりのまぶしさに又兵衛が一いつし瞬ゆん目をつむり、幸村が声を上げる。
　金色の光が、一直線に地下道の先までを照らしていた。
「シィィィィ！」
　光に焼かれるのを畏おそれたように、式神がいっせいに暗がりへ逃のがれる。壁の穴や隙間にまた潜もぐり込み、滲み入って消えていく。
「式が、退いて行く。いったい……」
　幸村が壁の扉に近づいた。まぶしさに目をしばたかせながら、奥を見る。
　壁の一部をくりぬいて、それが祠ほこらになっていた。そこだけ豪華な神かみ棚だなのようだ。
　金銀箔押し。漆と金の、東照宮のきらびやかな建築物が、殺風景な石の部屋の中に光を放っている。
「なんじゃ、ここだけあきらかに他と扱あつかいが違うではないか。これは……まさかこれが、廟びようか!?」
　だがあきらかに小さい。位い牌はいを収めるだけとしても、東照大権現の格式から言って、ありえない。
「中になにがあるのじゃ」
　おそるおそる、幸村は廟の扉に手をかける。大きさはほんとうに、ひとかかえの木箱といった程度だ。
　だが豪華さは群を抜いている。
　入いり母も屋や造づくりのミニチュアの屋根が載のせられていることから、ひとつの堂宇に模せられているのだろう。
　全体もそうだが、扉はひときわ細工が細かく、蓮はす弁を彫ほり出した装そう飾しよ的くてきな枠わくの中に、色とりどりの顔料を用いて仏教画が描えがかれている。背景の一部には、玉虫の羽が敷しき詰つめられていた。
「これは仏教の世界観を具現化したものじゃな。となれば中は仏像か」
　観音開きの扉の、取っ手に幸村は手をかける。金具は金銅透すかし彫ぼりで、錦きん糸しの房ふさが付けられていた。
　開く。扉の内側にも金銅打ち出しの仏像が張り付けられ、中の壁もまた装そう飾しよくの枠の中に菩ぼ薩さつ像ぞうが描かれていた。天井には色漆で竜や雲など。
　が、その中心に置かれているのは、仏像ではなかった。
　もちろん、東照大権現すなわち家いえ康やすの位牌でもない。
「刀……」
　ぽつりと又兵衛がつぶやく。
　分厚い漆うる塗しぬりの刀置きがあった。掛けられているのは、錦にしき袋ぶくろに包まれた一本の太た刀ち。
「太刀……いや、脇わき差ざし、じゃろうか」
　幸村が言うと、刀を両手でつかみあげた。錦袋を開ける。中から取り出すのは、
「これは……！」
　刀は幸村の推測通り、脇差しだった。だがその豪華さが尋じん常じようではない。
　把つか、鞘さや口が金梨なし地じの荒あら糸いとで巻かれ、鍔と鞘の束は金の箔押し。鞘全体に金の星が散らしてあった。
　そして日輪の刺しし繍ゆう。
　幸村の驚おどろきは、しかし鞘から刀を抜きはなって確信に変わった。
　鏡面のように輝く刃が、見る者の心までも吸い込むようだ。残ざん酷こくなまでに美しい、その姿。
「鬼切の太刀……か」
　その昔、源みなもと義のよ仲しなかが戸とが隠くし山中で鬼を斬きった、そのときの刀と言われる。
　天下の名刀。徳川家の宝だ。
　幸村は鞘から笄こうが櫃いびつを抜き取ると、その先で柄えの目釘を押し込み、抜き取った。
　頭かしらを外し、錦糸の束巻を緩めると、柄を抜き取る。茎なかごを確かめると、そこには確かに、「大おお原はら安やす綱つな」の銘。
「間ま違ちがいない。これは鬼切の太刀じゃ！　伝説の宝ほう剣けんなれば、たしかに廟に収めるべき宝ではあろうが……」
　だが脇差しである。もちろん鬼切の大太刀があるはず。が、廟の中、ほかになにもなかった。
「幸村さま、もう……！」
　又兵衛が指し摘てきする。
　鬼切の太刀を収めた祠の放つ光こう芒ぼうから、いったんは逃げ散った式神の群れがまた戻って来ている。通路や天井をじょじょに埋めつつあった。
「うむ。……光が弱まって来ておるのか。この太刀を元へ戻さねば……いや」
　鬼おに切の太刀の柄を急いで元へ戻すと、錦袋へ戻し、
「ここを出るのじゃ！　又兵衛、先せん鋒ぽうをつとめよ！」
「はい、幸村さま！」
　幸村の言葉に、又兵衛が弾はずんだ声で応こたえた。


　地下通路を逆に通って、再び地上へ出たときだった。
「幸村さま」
　すぐに又兵衛が鑓を構える。幸村と適度な距離を取って前へ出た。
「来たか。遅おそかったのぉ」
　幸村が笑う。
　すでに日付はとうに翌日になった深夜だ。
　東照宮の建物群も灯ひを消して、月と星の明かりだけの中、黒々とした森が風にざわめいていた。
　ビュ、ピュッ……シュッ、シュル……ザッ……。下草が鳴る音なのか、それ自身が立てる音なのか、よくわからない。
　おそらくはその両方で、暗くら闇やみよりも黒いそれが、森の縁ふちから漏れるようにこぼれ出てくる。
「こんどは別の形をとりおったか。式の使い手、おそらくは天草の手の者と見て間違いはなかろうが」
　そう言うと幸村が、両手の大鉄扇を広げた。目はまっすぐに、森の中にいるだろう敵を見み据すえている。
「幸村さま、お下がりを」
「かまわぬ。それより、敵の狙ねらいは我らか、それとも……これか」
　いまは襷たすきにして背中に担かついでいる荷物。その中に、あの鬼切の太刀が入っていた。
「なぜここで待っていたのでしょう。もっと早く襲う機会はいくらでも」
　又兵衛の問いに、幸村が答える。
「奥の宮の結界までも侵しながら手に入らぬものがあったからこそ、こうして我らを動かしたのかもしれぬな……」
　背中の荷物を小さく振り返かえる。
「土産みやげまで持ってきたのじゃ。これが目的じゃとしたら、まんまと奴らの使いをさせられたのかもしれぬのお」
　幸村が自じち嘲よう気味に語る中、ちょうど月が雲にかくれ、闇やみがいっそう濃こくなった。
　やがて森の中から進み出る影。
　小こ柄がらな少女が、身体の倍ほどもある長鑓やりを携たずさえている。頭の片方に作った結び目から、たっぷりと長い髪かみが垂れ落ちていた。
　暗いなかにも、青白いほどの肌が見える。おそらくは幼さを残す面おも立だちを、鼻から下を覆ったマスクが異様に変えてしまっている。
「ほお。わざわざ姿を見せるとはの。鑓使いならば、宝ほう蔵ぞう院いん胤舜か」
　御ご前ぜん試合の名めい簿ぼに従えば、そうなる。こうして姿を見るのは初めてだった。
「鑓、使い……」
　幸村が言い、又兵衛がつぶやく。
　同じ鑓使いとして、胤舜の宝蔵院流槍そう術じゆつと戦ってみたい、又兵衛にそう思わせるものがあった。
「……じゃが、少々違うておるようじゃ」
　幸村が目を細く凝らすその向こう、黒くうごめくものが次々と胤舜の周りに集まりつつある。
　キッ！　キッ、キィ……！　彼かれらの鳴き声なのか、ふれ合う音なのかじょじょに高まり、不安をかきたてる。
「鑓使いというより、式使いというようじゃの。式を操っておったのはまさしく奴じゃったか。……じゃが！」
　言いながら、幸村は楽しそうだ。又兵衛がうなずく。
「決して、渡わたしません。鬼切の太刀も、幸村さまの、お命も……」
「当然じゃ。心してかかるがよい」
「……はい！」
　キキッ！　引ひき裂くような音とともに、最初の式の黒い群れが幸村主従目がけて殺到した。
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　夕食の席はきわめて静かだった。
「いっただっきまぁ～す！」
　ただひとり、十兵衛だけがいつものように声を上げ、元気に目の前の膳ぜんの中身を平らげていく。
「ウキ」
　いまは猿さる状態に戻った佐さ助すけにも、ひとり分の膳があてがわれていた。
　じつはあのまま美少女形態でいるのかと思われ、夕食もそのようにいちおう手配されていたものの、別荘へ帰ってほどなくすると、また小こ猿ざるに戻っていたのである。
「佐助さんは自分から、人間の女のコになったり戻ったりできるんでしょうか」
　半はん蔵ぞうが言う。
「以前はどうだったのよ。トンカチは見たんでしょう」
「ぐっ！　トンカチって誰ですの！　ぐつぐつ！　ぐっちゃん！　ぐっちょり……、と、そんな呼び名ではなく、ええと……兼かね続つぐ！　兼続ですわ！　……まえも、そうですわね、式神に襲われたときに、急に人間の形になったんですの」
　自分で自分の名前を失念する。それほどに十兵衛がつけ、気まぐれであれこれ変えるあだ名にすっかり慣れてしまっている兼続だった。
「ということは、危険を察知すると、自然に変身してしまう、ということかな」
　宗むね朗あきらが言った。内心では、佐助の話題でみんなの口が開き始めたことに、ホッとしてもいる。
（ひとまず、今日はしのいだけど……）
　十兵衛の一瞬の反撃以外、武蔵と小次郎に千姫以下、道場の「剣姫マスターサムライ」たちがかなわなかったことは覆くつがえらない事実だ。
（ニアが負けたのは、あの剣だったんだ）
　ニア＝ダルタニアンが武蔵、小次郎と戦って、負けに等しい結果になったのは本人から聞いている。かろうじて退け得たのは、偶ぐう然ぜんの幸運に過ぎないと。
「それ！　それですわ！　きっと魔物の臭いや気配を感じると、お猿さんから女のコになってしまいますのね！」
　不意に兼続が大きな声を上げる。
「そうですね！　式神とか、宮みや本もと武蔵とか、佐さ々さ木き……」
「小次郎とか、ね」
　一瞬盛り上がった空から元気が、武蔵と小次郎の名前が出るとみるみるしぼんでしまう。それはもう、みごとなくらいの消しよ沈うちん。誰とはなく、カチ、と箸はし置おきに箸はしを戻す音がやけに大きく響いて……、
「はにゃ」
「ウキ、キュ！」
　そんななかでも、十兵衛と佐助だけが、もくもくと目の前の膳をたいらげていく。
「……ま、まあ。今日のことは、もう。ぼくも対策を考えるよ。ここへ来たのだって、みんなで稽けい古こするためじゃないか。だから……」
「考えて、どうするの」
「え」
　ぽつり、と漏らしたのは千姫だった。うつむいている。
「稽古なんてして、どうなるの。相手は人間じゃないのよ！　稽古して少しくらい剣けん術じゆつがうまくなったからって、それでどうなるのよ！　勝てるわけないじゃない。あんなのに……」
「御お姫ひいさま……！」
　みると、千姫の双そう眸ぼうから涙なみだがあふれていた。半蔵があわててハンカチを差し出す。
「見たでしょう！　……かなわないわよ。千せんも、半蔵やトンカチも、一瞬だったじゃない。一瞬で……」
　髪かみ飾かざりを両断された、その脅威、いや、恐きよ怖うふが甦るのか、わたされたハンカチを顔に押し当あてて唇を噛む千姫。
「千姫、さま」
　宗朗もかける言葉がない。言葉にして言うほど、むしろ無策がつのる。が、ここで黙だまっていて、それでいいわけもない。
（だいじょうぶだ、なんて言えないけど。みんなを安心させる言葉がほしい。ほしいのに、それが……）
　気がつけば、宗朗も自分の拳こぶしを握りしめていた。爪が、てのひらに食い込む。
　それでもなにか言おうと、口を開きかけた。
「でも、きっと……」
「おかわりー！」
　場ば違ちがいなほど明るい声が、響いた。全員が声の主を見る。もちろんそれは、空いた茶ちや碗わんを高々と掲げた、十兵衛だった。
「あれ？　みんな、食べないのぉ？　こーんなにおいしいのに！　いらないなら、十兵衛にちょうだい！」
　早くも隣となり、兼続の皿に手を伸ばすから、
「な、なんですの！　わたくしがちゃんと食べますわ！　このくらい……ん、んぐ、なんでもない……あら、おいしいですわね」
「そうです。ここはもともと、東照宮へ参拝なさる将軍さまの御宿。幕閣が寄ることもあって、料理人も腕うで利ききをそろえているはずです」
「それで……うん、たしかにおいしいよ！」
　宗朗も言う。
　料理を口に運んでいたはずなのに、ちっとも味がわかっていなかった。
　味わわずに料理を飲み込むなんて、どこまであわてていたのだろう。だいたい、食材にも失礼だ。
「だよね！　ちゃんとごはん食べないと、力が出ないの！　それにね、こ～んなしかめ面でごはん食べても栄養にならないんだって！　ごはんはみんなで楽しく、食べるのがおいし～んだよぉ！」
　十兵衛が笑う。
　食事はおおぜいで食べれば楽しい。楽しく食べれば料理もおいしい。そこに疑問を差さし挟はさむ余地なんてない。
「まあ、十兵衛の言うとおりね。……うん、おいしい」
「はい。おいしいです」
　千姫が言い、半蔵もうなずく。さっきまでのピリピリした空気が、食事を楽しむだけで一転、棘が取れてなごむ。そして、取り込んだ食材は、本来のビタミンやミネラルという要素以上に、エネルギーになる。
「ウキ！」
「お醤しよ油うゆなんて、塩分取りすぎじゃありませんの。お猿さんはバナナでも召めし上あがってたらいいんですわ」
「キキッ！　キュゥゥ～！」
　兼続が言うと、抗こう議ぎするように佐助が歯を剥むき出した。
「まあ、そんな顔をしてはいけませんわ。べっぴんさんが台無しですわよ」
「ウキュ？」
　べっぴんさん、と言われて急に佐助が姿勢を正す。なんだか頬ほおまで染まっているような気がするから、
「なに恥はずかしがってるのよ、猿のくせに」
「御姫さま、『猿のくせに』は……。佐助さんが十兵衛さんを助けたようなものですし」
　苦くし笑ようする半蔵。
「ウキ！　ウキュ！」
　自分の手て柄がらだ、とでもいいたげな佐助。
「まあ、猿も木から落ちるって言うし」
「それ、逆です。御姫さま……」
「ウキュー！」
「猿もけっこう役に立つってことね。こんどバナナをあげるから、もっと励はげみなさい」
　激げき励れいしているのかからかっているのか、よくわからない千姫の言葉。ひとまずバナナは外せないようだ。
「ウキャ！　キャキャー！」
　佐助の、怒おこっていいのかわからないようすに、十兵衛が笑う。つられてみんなも、笑い声を漏らした。
　もちろん宗朗も。
（すごいな。さっきまで沈しずんでた場が、もうこんなに……）
　もちろん、問題が解決したのでないことくらい、全員がわかっている。
　が、いたずらに消沈して深刻ぶっていても、なにもならない。食事も喉のどを通らない、では、戦いにだって差し支つかえる。
（その分ぼくが、考えるんだ。ぼくが、みんなの分まで）
　もしかしたら最後のなごみのひとときかもしれない。
　全員の胸に去来しながら、しかしつとめて明るく振る舞まおうとする宗朗と「剣姫マスターサムライ」たち、加えて一匹ぴき、がいた。
「キュゥゥ！」


「十兵衛！」
　食事のあとの後片付けが終わるのを待って、宗朗は十兵衛を呼び止めた。
　ここでは別荘付きのメイドたちがいるのでその必要はないのだが、十兵衛と兼続は率そつ先せんして配はい膳ぜんや洗い物を手伝っている。
　廊ろう下かで呼び止められた十兵衛が振り返る。
「なぁに、お兄ちゃん！」
　くるん、と身を翻ひるがえして宗朗に向き直ると、笑え顔がおを向ける十兵衛。
（よかった。いつもの十兵衛なんだよ、な？）
　ちょっとだけ心配がある。
「ん？」
　呼び止めただけでしゃべらない宗朗に、十兵衛がその顔を覗のぞき込もうとするから、
「あ、うん！　あの、さ……」
　なかなか言いにくい。こんなことはなかったのに、宗朗のほうが顔がカッカと熱くなり、心臓の鼓こ動どうが異様に速まっている。
「お兄、ちゃん？」
「んんん！　うん。あの……十兵衛、今晩はいっしょに、その……寝ねないか。あ！　い、いや、変な意味じゃないんだ！　断じて変なことをしたりとか、そういうことは、ない！　ないんだけど、だな、これは……まあ、その兄きよ妹うだいだし、たまにはいいかってそういう……」
　言えば言うほど、深みにはまるとはこのこと。
（き、キスしないと。キスして「剣姫マスターサムライ」の十兵衛さんを呼び出して、それで、相談するんだ。武蔵や小次郎に勝つための対策を……！　だからつまり、そのための同どう衾きんで……い、いや、布ふ団とんはふたつで……そもそも布団に入らなくても！）
　真っ赤になってしまった顔をけんめいに上げて、宗朗は十兵衛を見た。
「うん！」
　ニコッ、と笑う十兵衛に、
（よかった。やっぱりいつものままの……）
　安あん堵どに胸をなで下ろす宗朗。と思った、のだが、
「寝ないの。いっしょに寝ないよ」
「え、寝ないの、か」
　いっきに熱い空気がしぼんでいくように、宗朗は冷めていく自分の頬の熱を感じていた。
　十兵衛は笑っている。が、いつものように胸に飛び込んできたり、まとわりついても来ない。ただ、笑っている。
「十兵衛はもう大人だもん。ひとりで寝るの。変なお兄ちゃん！」
　小首をかしげると、クルッと身をまた翻して、十兵衛が去っていく。途とち中ゆう、廊下の向こうで手を振った。
「ぁ、ぁ」
　宗朗も小さく手を振る。十兵衛がまた手を振って、見えなくなった。
「……うん、そうだよ。これでいい、のかな」
　ふぅ、と小さくため息が出た。どこまでも寂さびしさを胸に残したまま、しかし宗朗もまた切きり替かえて行かざるを得ない。
（「剣姫マスターサムライ」の十兵衛さんには、頼たよれないぞ……）
　自分に言い聞かせるように、宗朗も廊下を後にする。
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「十兵衛ももう大人、か……、いろいろ意識する年ごろ、なのかな。それだけなら、いいんだけど」
　宗朗は灯あかりを消そうと、手を伸ばした。
　宗朗ひとりだけの部屋。やはり続き部屋で、奥おくの部屋に夜具が敷かれている。
　食事の後は稽けい古こ場ばで軽く汗あせを流した。
　将軍家御ご用よう達たしの別荘だけあって、稽古場は柳生道場にも劣おとらぬ広さと設備があった。
　稽古を終えると、稽古場についている風呂場を使った。
　例の露ろ天てん風ぶ呂ろは、いまはとても行く気がしない。外敵に襲おそわれた場合の防備はどうしても手て薄うすになることから、千姫たち女子も室内の風呂場を使うことになっていた。
（こんなところまで敵が来たんだ。日光に近い別荘なのに、やつらを止めることはできないのか）
　日光東照宮からの霊れい気きを受けるこの場所なら修しゆ行ぎように最適、というのが千姫の主張だったのだが。
（でも千姫さまはほかになにか考えてるみたいだけど……）
　パチ、枕まく元らもとの灯とう籠ろうを消す。
　灯籠といっても燭しよ台くだいではなく、もちろん電気照明だ。
　が、コンセントを壁かべに付けたり、コードを伸ばしたりするのが無ぶ粋すいだからという理由で、充じゆ電うで式んしきになっている。
　こんなところも、将軍家御用達、徹てつ底ていしていた。
「……学園へ戻ったほうがいいのかな」
　道場のほうがまだ、勝手知ったるだけに防ぎようがあるのかもしれない。だが、
（待ってるだけじゃダメなんだ。待ってるだけじゃ……）
　また敵に奇きし襲ゆうされたら、こんどこそはただでは済まない。
　天草一派を迎むかえ撃つためにできること。方法。手段。仕し掛かけ……。
　さまざまに考えるが、そのどれもが強すぎる武蔵、小次郎に対しては無策に等しい。
　まともに戦っても無理。かといって搦からめ手てから罠わなを張っても勝利はおぼつかない、としたら。
　宗朗は、湯を浴びたばかりの身体にじっとりと汗が滲にじんでくるのを感じた。
　夜具を払いのける。浴衣ゆかたの前を開いても、さほど効果はない。暑さのせいの汗ではないからだ。
（十兵衛さんに出てきてもらうのはもう無理みたいだし……）
　無理……無理やりにでもキスすれば、いいのだろうか。「剣姫マスターサムライ」十兵衛がそれで現れれば……。
「いや、違ちがう」
　宗朗は夜具の中で首を振る。
（そんなことをしてもダメだ。十兵衛が変わったことにだって何か意味が……。それに、十兵衛さんにばかり頼って、もし……）
　武蔵や小次郎に「剣姫マスターサムライ」十兵衛が敗れることがあったら……。
「なにかないのか。勝つ方法は。武蔵や小次郎に勝つ……」
　目がますます冴さえて、眠ることなどできない。目ま蓋ぶたを開けると、暗さに慣れた目が部屋の中をおぼろげに映し出す。
　雨戸を閉めない障子戸が、廊下やその先の中庭の明かりを透とおして白く浮うかび上がっている。
　その障子に、映る影かげがあった。
「……！」
　とっさに宗朗は、枕元の上、刀掛かけへ手を伸ばそうとした。
　武蔵、小次郎、あるいは又また右衛え門もんの襲しゆ撃うげき、それをまず疑う。が、
（あれは……）
　シルエットに見覚えがある。と思っていたら、声がした。
「起きているの？　宗朗」
「千姫さま」
　刀掛けに伸ばした手を戻す。起き上がろうとしたときだ。
「いいわ。そのままで」
　障子戸がすっと開いて、千姫が姿を見せる。
　廊下の灯りと月明かりを背にして、白い襦じゆ袢ばんがボゥ、っと輝いているかのようだ。
　よくは見えないが、緊張した面おも持もちを隠かくすようにうつむけて、千姫が宗朗の部屋へ入ってくる。
　後ろ手で戸を閉めるのは不作法に当たるが、それも気がつかないほど。
「どうしたんです、こんな遅くに。あ、すいません、とりあえず灯りを」
　灯りを点つけようとする宗朗に、
「点けないで！　……いいの、このままで」
　千姫は座すわろうともしない。白い影のように、宗朗の夜具の側に立っている。
「でも」
「おまえは、どうするつもりなの。天草一派の、あの者たちがまた……」
　そこで声が震ふるえる。
「それは……ぼくもそれはずっと考えているけれど、まだ答えが。でも！　なにか必ずあるはずで」
「なにって、なによ！　いつ答えが出るっていうの。それが天草たちに勝つ、必勝の答えだって言えるの？」
　いっきにたたみかける千姫。が、その問いはあまりに正論だ。
「それは……わかりません」
「わからなかったら、どうするの。みんなでやられるのをただ待っていろっていうの？　……さっきは、食事のときは、あれでよかった。いたずらに不安がるばかりで、食事も喉を通らないなんて、そのほうが情けなくて、願い下げだもの。でも！　やっぱりひとりになると……」
「千姫さ……ま、ぅああ！」
　気がつくと、千姫が飛び込んで来ていた。宗朗の首をしっかりと抱きしめ、その肩に顔を埋うずめる。
（ま、また……！）
　いつもの、キスのおねだりなのかと思った。が、
「千姫さま……」
（震えて、る……？）
　みっちりと押しつけられている千姫の身体。襦じゆ袢ばん越ごしに、熱い体温が伝わって来る。なのに、ずっと震えていた。
「怖こわいの。怖くて、たまらないのよ。情けない？　恥ずかしい？　軽けい蔑べつしてくれてもいいわ。ふだん、サムライだ『剣姫マスターサムライ』だって威い張ばっているのに、この体ていたらくはなんだ、って」
「そんなこと」
「かなわなかった！　ううん、歯し牙がにも掛けられなかった。いま千が生きて、息を吸っているのは、あいつが……武蔵が手加減したからよ。千の薙なぎ刀なた術なんて、武蔵のまえには子どもの遊びなのよ。だからあいつも遊んで……千の髪飾りを斬って見せた。遊びでなければ、いまごろ千の首が飛んでたのよ……！」
　ギュゥ、と抱きついた腕に力がこもる。知らずに爪つめが、宗朗の背中に食い込む。宗朗は痛みを感じながら、なにも言えなかった。
（千姫さまの……）
　千姫の顔が押しつけられている宗朗の肩。首筋に、濡れたものを感じる。雫しずくがポツ、ポツと落ちる。千姫の涙だった。
　千姫がわずかに身を離す。
　あ、と思ったときには、その両手が宗朗の片手をとって、自分の胸に押しつけていた。
「ぇ、あ！　ま、待っ……！」
　驚き、うろたえる宗朗。が、暗がりの中、間近に見える白い千姫の顔は、驚くほど沈んだままだった。
「感じる？　心臓が破は裂れつしそう。止まらないの」
　ドク、ドク、ドクン、ドクン……ドン、ドン……。本当に、その胸の中で心臓が暴れていた。
　こんなに大きく、ずっと脈打っていたら身体に悪い。宗朗でもそうとわかるほどに。
「わかるでしょう」
　そう言う千姫の頬を、また涙の雫が滑すべり落おちる。
「悲しいんじゃないわ。怖い。怖くて、涙が止まらないの」
「でも、千姫さまは最後に、もう一度武蔵と小次郎に、立ち向かったじゃないですか。ぼくは見ていて……」
「ううん、違うの。あれは、十兵衛をせめて逃がしたかった。十兵衛と宗朗、おまえを」
「ぼくを」
「十兵衛とおまえが生き残れば、希望は残るもの。それだって、トンカチの兼続や、半蔵が身を投げ出だして武蔵たちに向かおうって、それがあったからよ。千も、最後の勇気を振ふり絞しぼることができた。でも、ダメなの！　ひとりになると、何度もあのときの光景が浮かんできて……あの、武蔵の剣けんが、顔の間近を通とおり抜けた、その剣圧や……」
　それ以上言えないのか、ヒクッ、としゃくりあげる。宗朗の手を、自身の胸に押しつけながら、しかしそのまま崩くずれてしまいそうだ。
（ぼくが、なんとかしなければいけないのに。千姫さまにこんな思いを……。ぼくが、くそ、ぼくにもっと力があったら。ぼくに「将」としての力が。千姫さまたち「剣姫マスターサムライ」をもっと強く、できる力……）
「……ぁ」
　千姫が小さく声を上げて、うつむいた。
「あ」
　宗朗も気づく。思うあまり、千姫の胸を強く握ってしまっていたのだ。あわてて離はなそうとするのを、
「ダメ！　離れないで！」
　千姫の両手が、引き戻す。いっそう強く、腕自体をかき抱いだく。すっかり宗朗の手が、胸の膨ふくらみの中に埋まるほどだ。
「千、姫さま……」
　見ると、乱れた襦袢の襟えりがたっぷりと抜かれて、千姫の首筋から肩までが露あらわになっていた。
　白い乳ち房ぶさがこぼれ落ちそうに見える。見えるだけでなく、いま宗朗の手のひらや腕にまで押しつけられている。
　千姫の匂においが強く香かおってくる。宗朗の鼻び孔こうをいっぱいに満たして、頭の奥まで届くようだ。
「……抱いて、宗朗」
　千姫の目は前まえ髪がみの向こうに伏ふせられている。表情は見えないけれど、頬が染まっているのはわかった。
「は、はい」
　千姫の胸に埋まっているのではない、もういっぽうの腕を肩に回した。
　いつもならばつい逃げ腰ごしになっているところ。でもいまは、
（いまは、千姫さまの不安を、少しでも……）
　安心に変えられれば。そう思って背中を抱く。抱き寄せる。
「……もっと」
「はい」
　ギュゥ。力を込める。
「そうじゃない！　違うでしょお！　抱くっていったら……それはつまり……も、もおお、わかりなさいよね！」
「は、いや、はい！　いや……わぁあ！」
　しどろもどろの宗朗。そのうえ怒った千姫が、ぐっと身を乗り出したものだから、
「きゃぁあ！」
　背中から倒れた宗朗の上へ、千姫がのしかかってしまう。仰向けの宗朗と、覆おおい被かぶさるように四よつん這ばいの千姫。
「う……！」
「ぁ……」
　お互たがいの鼻の頭が触れそうな近さの中、火のように赤くなった肌の熱さが生々しく伝わって来る。
　ふゅん……。襦袢の胸むなもとからいよいよこぼれ落ちそうな白い乳房が揺ゆれて、かすかな音を立てたような気がした。
「千姫さま、こんな……」
「黙って！　言わないで。わかっているはずよ。……『剣妃サムライブライド』のこと」
「剣、妃ひ……」
　剣妃＝サムライブライド。
「将」と契けい約やくした「士」＝サムライのなかで、ただひとりだけがなることのできる、サムライの中のサムライ。
　選ばれた「剣妃サムライブライド」は「将」と、それまでの「剣姫マスターサムライ」以上の強い契ちぎりで結ばれ、その力は計り知れない。
　かつて、それぞれの時代に「剣妃サムライブライド」としか思えぬ力を持ったサムライがいた。
　ただひとり現れた「剣妃サムライブライド」は、その「将」を助け、必ず世を混こん沌とんから救い出し、夷い狄てきを滅ほろぼす力となった。
（剣妃サムライブライドがいれば……武蔵たち天草一派にも勝てる……かもしれない）
　口に出さなくとも、それは宗朗がずっと考えてきたことだ。が、考えにのぼるたびに、それを戒いましめ、意識の底に沈めてきた。
　千姫たち「剣姫マスターサムライ」でも、それは同じことだったに違いない。
　サムライであれば、「将」と契る資格を有する。「将」と契ったサムライは、その「将」だけの「剣姫マスターサムライ」となり、さらに「剣妃サムライブライド」となれば絶大な能力を手に入れることができるはずだ。
　武蔵ら天草一派との戦いに勝てる福ふく音いんは、もはや「剣妃サムライブライド」の存在しか、ない。
　となれば……。
「ほかになにか手段があるの？　『剣妃サムライブライド』以外ないじゃない！」
「でも、『剣妃サムライブライド』がほんとうに存在するのかは、まだ幸村の研究でも確定されていないし、その能力もわかっていない。なにより、どうやって……」
「剣妃サムライブライド」になるのか。
「将」とサムライの契約方法はひとつではない。
　慶よし彦ひこの、決して逆らうことのできない条件付けを行う代わりに、「剣妃サムライブライド」の能力を与える、そんな契約。
　まるで相手のサムライの目から入って、相手の心に鍵を掛けるように縛しばってしまう、拘こう束そくと隷れい属ぞくの主従関係。
　それに対して、キスが結ぶ宗朗の契りは限りなくやさしい。
　そして、キスで契るなら、ただひとりを選ぶ「剣妃サムライブライド」の契りとは……。
「そんなの、決まってるじゃない！　キスの次は……、も、もう、あれしか、ないんだから！　こんなことまで千に言わせるなんて、どれだけおまえは……！　バカ！　バカぁあ！」
　暗がりでもはっきりわかるほど染まった顔を見られまいとしてか、千姫が宗朗の胸に、顔をうずめる。
「わ！」
　これでみっちりと覆い被さり、上下に重なってしまった形。
「ぁ」
　千姫が小さく声を上げた。
　宗朗のはだけた浴衣の胸もとと、自身の肩かたまで抜け落ちた襦袢から大きくはみ出し、こぼれ落ちそうな乳房とが、隔へだてるもののない肌どうしで触ふれ合い、これ以上ないほど密着していたからだ。
「す、すいません、いま」
「ダメ！　動かないで。それに、ごまかさないで、もう。……おまえだって、わかっているはずよ。『剣妃サムライブライド』になるには……いいえ、千を『剣妃サムライブライド』にするには、どうしたらいいのか……」
「う……はい」
　わかっているとは言えない。が、千姫と同じ考えから、思いつくことはひとつ。
（Ａの次は……Ｂ。Ｂの次は……）
　以前、幸村に「剣妃サムライブライド」の存在を聞かされたときには、ついごまかしてしまった。
　いや、ごまかした、というより、一足飛びに「そこ」へ行ってしまうのが恐かったし、もう少し別の可能性があるのでは、と思ったことも事実だ。
　かなりまどろこしいが、要は、
「き、キスの次だから、もしかしたら、Ｂかも、しれないわよ、ね」
　ここへ来て急に怖くなったのか、赤い顔で目を逸そらす千姫。それにしても考えていることは同じ。まったく同じ思考パターン。
「そ、そうですよね！　キスの次だからって、いきなり……は」
「でしょう！　どちらにしても、手順を踏んで……確かめる必要が、あるのよね。なにごとも急すぎるのは、よくないと思うの。女のコにとって、心や身体の準備だって、あるのだし、ね」
　言いながら、その体温がどんどん高くなってくるのが、お互いにわかる。合わせた肌を通して伝わってくる熱と、ますます強く香ってくる匂い。
「確かめる……手順って」
　ここに至って、なぜかイヤとは言えなくなっている、そんな流れ。
　千姫も、少しだけホッとしたようで、しかし次にすることを考えるとやはりカーッと顔が赤くなる。
「なら、なにをするの。千は……なにをすればいいのよ」
「え、えと」
（キスの次、キスの……）
「む、胸を、その、さわっても……いい、ですか」
（うわ、ぼくはなにを……！）
「あ、いや！　いまのは」
　自分で言ってうろたえ、取り消そうとする宗朗に、
「バカ！　もっと自信を持って言ってくれなきゃ、千だって不安になるじゃない！　……い、いいわよ」
「そうでした。ぼくが自信を持って……え、いい？　んですか」
「だからいいって……バカ！　何度も言わせないで！　いいものはいいんだから、早く、さ、さわって！」
　さっきまでは自分のほうが積極的だったのに、いざとなると逃げたくなってしまう。そんな動どう揺ようをこらえて目を閉じる千姫。
「は、はい」
（ほんとに……ほんとに、千姫さまの胸に……お、っぱい……）
　じつはこのとき、千姫も迷っていた。
（キスの次は胸をさわるの？　胸をさわっちゃったら、それ以上、ど、どうするの？　もっと別のところをさわって、さわったら、そうしたら……）
　千姫とて、言い出した手前、もちろんわかっている。わかっているが、宗朗を目の前に、というよりもここまで肌をふれ合わせていては距離はゼロだ。
「あああ、もお、頭が沸ふつ騰とうしそうよ！」
「ぇ、あ!?」
　突とつ然ぜん、千姫が大きな声を出したので宗朗も面食らう。気まずい間のあと、お互いに顔を見合わせて、
「Ｂって、範はん囲いが広すぎるんだもの。範囲が……その、場所も、しかた、も……」
「そう、ですね」
　そんなところで同意し合ってもことはいっこうに進まない。
　しまいには千姫が、
「いいわ！　もう……お、おまえの好きなようになさい！　千は、なにも言わないわ。なにも、ほんとうになにもしないんだから、ね！」
　そう言うと、千姫はこんどこそ目をしっかり閉じると、宗朗の横に寄り添そうように横になる。
「千姫さま」
　さっきまでの、のしかかられる、覆い被されるのに較くらべれば、ずっと宗朗本位の姿勢だ。というより、宗朗が何かしなければ、なにも起こらない姿勢。
（千姫さまは、待ってる。ぼくは……）
　さっきの続きをすればいいのだろうか。さっきの、
（Ｂ……、胸を……）
　まだかろうじて襦袢が残っているが、千姫のバストはその頂上を残してすっかりこぼれ出してしまっている。
　側そく臥がしているせいで、ゆるやかに流れた半球形は、やわらかな質感とともに、バストというより、乳房と称しようするにふさわしい。
　その膨らみにこんどは自分から手を……、
（待て、よ）
　思いとどまる宗朗。あとわずかで手が届く、手のひらが触れる、というところで、思いとどまった。
（そうだ。千姫さまなら……）
　その想おもいが伝わったわけではないだろうが、千姫が口を開いた。
「……ぁ、あの、ね……宗朗、よかったら……」
「キス、から」
「そう、ぇ……？」
　閉じていた目蓋まぶたを思わず開きそうになって、またつぶる千姫。
「ちゃんとキスのやりなおしから、してくれるのね宗朗。……うれしい」
　そう言うと、目を閉じたままでおだやかにキスを待つ。さっきまでの緊きん張ちように強こわばった顔ではなくて、よろこびにあふれた、乙女おとめの表情で。
（千姫さまって……かわいい、んだ……）
　それまで、きれい、は当然。美しい、凛り々りしい、色っぽい……ときに、漢おとこらしい、とまで感じていた（いい意味で！）千姫なのに、かわいい、はなかった。
　かわいい、かわいらしい、かわい……過ぎる！
　キスしたい、と思った。それは宗朗が、初めてそう思った瞬しゆ間んかんかもしれなかった。
　花の蕾つぼみのように、わずかにほころんだ艶つやっぽい唇に、キス。
　あとのことなんて、考えなくていい。次はどうするなんて、そんなこと。いま、この唇にキスできたら……。
「千姫さ……」
　ま、を言い終わるまえに、唇は触れ合あっているはずだ。宗朗が顔を近づけ、鼻の頭がかすって、吐と息いきさえ感じながら、唇に……。
　ドガグシャッ!!!

　突然の大きな音と振しん動どうに、ふたりともに反応していた。
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「なに!?」
「……！」
　とっさのことに、無意識にも対応するのは武芸者の倣ならい。
　宗朗も千姫も、一瞬で夜具から飛とび退のくと、それぞれ距離をとって着地、宗朗は刀掛けに手を伸ばし、千姫は持っていた脇わき差ざしの鯉こい口ぐちを切っていた。
　異音は障子戸の向こうの庭から。
　身構える宗朗と千姫の向こう、行あん灯どんの灯りに照らされた異音の主の影が、大きく浮かび上がった。
（あれ、殺気が……）
　ない。まったく、ない。同じことに気づいた千姫と宗朗が顔を見合わせたころ、障子戸の向こうの影が、どさっ、という音とともに倒たおれた。
「なんだ。誰だれ……」
　だが障子戸を宗朗が開けるまえに、やはり異音と衝しよ撃うげきを聞きつけた半蔵と兼続が飛び出してきていた。そして発見する。
「まあ！　幸村さん！」
「オデコチビではありませんの！　いったいどうして……！」
　その声に宗朗と千姫も驚く。障子戸を勢いよく開けた向こうに、
「幸村！」
「おチビちゃん!?」
　倒れていた。幸村の小さな身体が。全身、傷だらけであちこちから血が滲み、いつものスク水ふうスーツや上うわ掛がけもボロボロになっている。
　ただひとつ、ふだんと異なるのは、たすき掛けに背せ負おった荷物だ。袱ふく紗さに包まれた、人の腕ほどの大きさ。
「……ぅ」
　かすかに意識を取とり戻したのか、幸村が小さくうめく。
「だいじょうぶですの！　いま……！」
「お医者さまを！」
　兼続が幸村を気き遣づかい、半蔵が別べつ荘そう付きの医師を呼ぼうとする中、
「ゆっきー！」
　廊下を兼かねた縁に出てきた十兵衛が、幸村の姿を見るなり声を上げる。
　兼続は幸村の口を開けて覗き込んでいたが、
「気道は塞ふさがっていませんわ。呼吸はだいじょうぶですわね。運びますわよ！　せえの、で持ち上げますわ。身体を揺らさないように、ですわ！」
「わかった！」
　幸村の肩を下から抱えるのは宗朗だ。千姫とタイミングを合わせて持ち上げようとするところ、
「大事ない。わらわなら、もう平気、じゃ……ぅぅ」
　幸村が目を開いた。介かい護ごは無用、というように手を振るが、身を起こそうとして痛みに顔を歪ゆがめる。
「ほら、ダメだよ幸村。いま、お医者さまが……」
　宗朗が言うと、その手に幸村の手が触れてくる。
「ぅ、ん……」
　確かめるように、幸村の小さな手が宗朗の手をまさぐり、つかむ。宗朗もまた、幸村の手をつつむように、両手で握にぎった。
「ぁぁ……、不思議じゃ、痛みが……引いていく。力が、湧わいてくるようじゃ……」
　そう言う幸村の目は再び閉じて、口もとにはかすかに笑えみすら浮かんでいる。
「幸村……」
　やがてもう一度目を開いたとき、その瞳ひとみには精気が戻もどってきていた。いつもの幸村の眼まな差ざしに。
「もうだいじょうぶなの？　おチビちゃん」
　千姫も驚くなか、幸村がうなずいた。身を起こす。
「うむ、もう平気じゃ」
「なにがあったのよ。そんなにボロボロで……！」
「そうですわ。瀕ひん死しの状態で倒れていたんですよ。いったい……」
「べーたさん、は？」
　十兵衛のひとことに、幸村が一転、表情を曇くもらせる。沈ちん痛つうなおももちで唇を噛かむ。しばらくして口を開くと、
「……又兵衛は、いや、すっかり話をせねばならぬようじゃ。が、そのまえに……」
「着き替がえが必要ね。すぐに用意させるわ」
　あちこち破れた着物に汚よごれた身体ではイヤだろう、という千姫の配はい慮りよは、同じ女どうしの自然な心ここ遣ろづかいだった。
「うむ。助かる」
　幸村が言うと、わずかにうなずくように会えし釈やくした。もう傷は、血が止まっただけでなく、すっかり跡あとまで残らず癒いえていた。
「お医者さまを、お連れしました!!」
　別荘付きの女医を引っ張って半蔵が飛び込んできたのは、その直後、だった。


「……じゃあ、又兵衛さんとふたり、隠おん密みつに日光東照宮へ行っていたのか。それも、千姫さまの指示だなんて」
　宗朗が言うと、千姫がちょっと恐きよう縮しゆくしたように首をすくめた。
「ごめんなさい。宗朗に黙っていたことはあやまるわ。でも、まだ……」
「わらわが言い出したことじゃ。全員でゾロゾロ行っても目立つしの。それに、敵に行動を気取られとうはなかった。敵を欺あざむくにはまず味方から、の理のとおりじゃ。……けっきょくは、あそこにまで天草一派が来ているとは思わなんだが、それは……うむ、そのことはまたあとで説明するとして……」
　宗朗の部屋に、全員が集まっていた。
　宗朗の夜具は片づけられていたが、すぐ横になれるよう別の布団が敷しかれ、幸村はその上に腰こしを下ろしていた。
　軽く入浴したあとの肌を、幸村が浴衣に包んでいる。どうやらサイズがなかったらしく、袖そでや裾すそはずいぶんと余っていた。
「それで、又兵衛さんは」
　半蔵が切り出す。誰もがまず知りたいと思っていたことだ。
「うむ……」
　幸村はそう言ったのちもしばらくためらったが、
「又兵衛は……、消息不明じゃ。おそらくは、敵に……」
　がっくりと肩を落とした。
伍◆幸村と又兵衛




１


　日光東とうし照よう宮ぐう奥おくの宮みやの地下通路から出てきた幸村と又兵衛を襲った、式神使いの宝ほう蔵ぞう院いん胤いん舜しゆん。
「幸村さま、おさがりください」
　又兵衛が前へ出る。鬼おに切の太た刀ちを幸村に渡して、自らは五ごじ丈よう鑓やりを構えた。
「相手は宝蔵院流槍そう術じゆつの胤舜じゃ。又兵衛、おぬしの鑓やりの冴え、とくと見せてやるがよいわ！」
　幸村もここは心得ていた。又兵衛の援えん護ごに回って、式神を自らに引きつけるべく大鉄てつ扇せんをかまえる。
「……」
　この幸村、又兵衛に、胤舜が応えたのか、無数の式神を控ひかえさせたまま、自らが前へ出てきた。
「やはり鑓使いじゃな。式神を使うほうがたやすかろうに、同じ鑓使いとしてどうしても腕うでを比べたくなるもの」
　幸村は勝ちが見えた、と思った。
　式神を使われても負ける気はしないが、使い魔まの主である胤舜が倒れれば式神は同時にその存在を失う。
　なのに胤舜は、どうどうと一対一の鑓勝負に出てきたのだ。
「又兵衛の鑓が後おくれを取るものでないことは、このわらわがいちばんよく知っておる。手加減せよとは言わぬが、天あま草くさ一派のことを聞き出せる程度には息の根、残しておいてくれるとよいのじゃがな」
　つい笑いたくなる口もとを、大鉄扇で隠した。
　幸村の前で、又兵衛と胤舜が対たい峙じする。
　大おお柄がらの又兵衛に対し、胤舜はいかにも小さい。が、鑓の長さはほぼ同じといってよかった。
　鑓は同じ長さでも、扱あつかう者のリーチが違えばそれだけ差が出る。むろん、腕が長い方、つまりは体格の大きな方が有利だ。
「……」
「……」
　お互いに無言での間合いをさぐる動きが続く。
　又兵衛はもとより、胤舜もまた口もとをマスクで覆ったいかにも無口なスタイル。かけ声なども、両者漏もらさない。
「ふむ、どう出る、胤舜……！」
　幸村がつぶやく。が、それは唐とう突とつに起こった。
　胤舜が一足飛びに間合いを詰つめると、細身の鑓をまっすぐ又兵衛の胸もとに繰くり出してきた。
　速い。しかし又兵衛も読んでいた。対応できないスピードではない。
　敵が繰り出す鑓に対して、同じ鑓なら、上から叩たたく、横よこ殴なぐりに払はらう、下からすくい上げる、払わず、かわしながら鑓を出す……ざっと挙げただけでいくつかの対処法がある。
　どちらにしても、同じ程度の鑓使いならば、圧あつ倒とう的てきに「後」が有利。ましてまっすぐ向かってくる鑓に対しては、どう料理するも自在と見えた。
「ふっ……！」
　又兵衛は気合いとともに、わずかに退いた。これでリーチの差を作り、さらに鑓を繰り出す。
　胤舜の鑓を叩く、というより、ほぼ擦こするように軌き道どうを変えるカウンターで、自らの鑓を胤舜の胸もとへ突つき込む。
「よい！　勝った！」
　幸村が勝ちを確信したときだった。
「……」
　胤舜もまた、自身の背後へ跳とんでいた。
　だがもともと又兵衛よりもリーチの短い胤舜だ。下がれば鑓の穂ほ先さきは届かない。次の攻こう撃げきにそなえ、あるいは又兵衛の鑓を受けるためにも、自身の鑓を引くしかない、と思われた、次の瞬間。
「……な、に!?」
　又兵衛が思わず声を漏らす。
　胤舜の鑓が、バラバラに裂さけた。そして、伸のびる。
「なんじゃ、あれは！」
　幸村も叫さけぶ。
　胤舜目がけて繰り出された又兵衛の鑓。その鑓を避けるように、あるいは取り込むように、バラバラになった胤舜の鑓が螺ら旋せんに包み込む。
　胤舜の鑓は柄が十個近くにもなり、そのひとつひとつが鉄てつ鎖さで繋つながれていた。いわば節根である。
　バラバラに分解した鑓節根は、その全体で又兵衛の五丈鑓を螺旋にからめとり、なおかつ先頭の穂先をぐんと伸ばしてくる。
「くっ！」
　が、又兵衛もこれをかろうじて避けることは、「剣姫マスターサムライ」として不可能ではない。
　もはや操あやつることのかなわない五丈鑓を手て離ばなし、身をかわしつつ髪に挿さした小脇差しを抜く。
　小脇差しで鑓の穂先を受ける。逸らす。あるいは、節根全体を繋いでいる鎖くさりを断たつなどできれば、胤舜の鑓節根を無力化できる。
　そうなれば複雑な構造の鑓節根はむしろ、扱いにくいだけのだらだらと長い節根となってしまうだろう。
　なによりいま、胤舜は節根を最大に伸ばしている。これを防ぼう御ぎよに使うにも、もう一度放つにも、一度鎖のテンションを巻まき戻さねばならない。
「そうなればじゃ、胤舜のふところに飛び込んだ又兵衛の小脇差しが、のど元を突くことも可能じゃ！」
　もとより、接近戦では鑓よりも取り回しのいい小脇差しが有利だ。
　飛んでくる穂先を、又兵衛が小脇差しですくい上げる、と見えた刹せつ那な、
「う、ん……!?」
　銀色に光る鑓の穂先、それ自体が刃はの長い大身槍やりだ。それが四つに分ぶん裂れつした。
「なんじゃと！」
　幸村も驚き、声を上げた。思わず、
「避けよ、又兵衛！」
　叫ぶ。が、もはや「剣姫マスターサムライ」又兵衛の神速をもってしても、四つに分かれて飛び来る穂先を防ぐ術はなかった。
「!!」
　唯ゆい一いつ、小脇差しでひとつを受ける。が、残りの四つが、又兵衛の胸へ次々と突き刺さる。
「ぅ、ぐっ……！」
「又兵衛!!」
　幸村の見守る中、又兵衛が膝ひざをつく。
　胸から流れ出した血が、ボタボタと地面に垂れ落ちる。それだけでなく、
「か……は」
　口からも、溜たまった血を吐はき出した。
「又兵衛、大事ないぞ！　その傷、決して深くは……！」
　幸村が駆かけ寄る。が、それが致ちめ命いし傷ようなのは幸村にもよくわかっていた。
「い、いけません、幸村さま」
　又兵衛が幸村を遠ざけようとする。
　すでに胤舜は、又兵衛を仕留めたとみて、式神による幸村への攻撃に切り替えようとしていた。
　バサッ、バサバサバサバサ……！　黒い翼つばさがいっせいに羽ばたき、夜の空をさらに黒く染める。
「キキッ！　キキキ、キシャー！　シャー！」
　式神の鳴き声なのか、布を無理に引き裂くような、不気味な声が響ひびく。
　例えて言えば、コウモリがいちばん近い。コウモリ型の式神が、又兵衛と幸村の直上をグルグル、円を描いて飛ぶ。
「あれがいっせいに向かってきたら、少々やっかい、じゃな」
　幸村の広い額に、汗が浮かんだ。
　又兵衛とふたりなら、防げる自信はあった。が、いまはもう又兵衛の鑓を当てにするわけにはいかない。
　幸村ひとりで式神に対処しつつ、瀕死の又兵衛をなんとかして連れ出さなくてはならない。
「加えてあの鑓使い、かの……」
　幸村は、真正面の胤舜を見て、つぶやく。
　たったいま脳内で試したシミュレーションでもほぼ絶望的なのに、敵は式神に加えて、それを操る胤舜がいる。
　つまりもはや、絶望しかない。
「ここが死に場所というわけじゃな。それもおもしろかろうがの……」
　幸村はしかし、背中にたすき掛けでくくりつけた袱紗の中身を思って、首を振った。
「いや、ならぬ。ここで死ぬわけには……。これを、あやつに……宗むね朗あきらに届けてやらねば、死んでも死にきれぬわ！」
　ジャッ！　大鉄扇を広げた。防御のかまえをとりつつ、胤舜を狙う。
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「ふっ、大事な要素をひとつ、忘れておったわ。わらわもヤキが回ったかのお……。式神なぞ、操る元を倒せばただの泥どろ人形じゃ。やつさえ、胤舜さえ倒せば……」
　できるか。できるのか。又兵衛の鑓すらも下した胤舜に。
「仕込み鑓の奇き策さく。すでにわらわは目にしておる。一度は通用しても二度目は、ない！　あのようなおもちゃ、わらわの大鉄扇が撃うち落としてくれるわ！」
「いけません、幸村さま」
　又兵衛が言う。胸を押おさえても、流れ落ちる血は止まっていなかった。
「又兵衛、おぬしは動くでない。傷が開く」
「いいえ。……幸村さまの鉄扇は防ぐ武器。あれなる胤舜の鑓を何度か防ぐことはできましょう。しかし、胤舜の鑓をかいくぐって一いち撃げきを加えるのは、よくて五分と」
　そう言う又兵衛の呼吸は、そうとう乱れている。言ったあとに咳せき込むと、また血を吐き出した。
「無理にしゃべるでない！　それ以上血を吐いたら……」
　いよいよ危ない。それは幸村ならずとも、想像できることだ。
「……こうなれば一撃に賭かけるよりないようじゃな」
　覚かく悟ごを決める幸村。
　又兵衛に言われたとおり、幸村の大鉄扇は守りの武器。胤舜の鑓に勝てる見込みは五分、とはそうとうのひいき目だ。
「実際には一分か二分か。圧倒的不利な状じよう況きようじゃな。が、それを覆くつがえすのが我わが真さな田だ流軍学で……！　な、あわわ！」
　だが事態は幸村の望む方向に推移してくれるという約束などない。
「シャー！　キュシャ───！」
　奇き声せいを発しながら、上空の式神が舞まい降おりてくる。その数はもはや、幸村のふたつの大鉄扇で払い落とせる量ではない。
「ひ、卑ひき怯ようじゃぞ胤舜！　尋じん常じようにわらわと一対一で……ええい！　こ、この！　このぉお！」
　胤舜にしてみれば、又兵衛と勝負したのは同じ鑓使いとしての興味からだ。それも、変わり鑓を用いて正せい攻こう法ほうの又兵衛を破っている。
　まして得物の違う幸村に対して、一対一で戦うメリットも義理もない。
「……」
　いっぽうの幸村は、たちまち式神への防戦いっぽうに忙ぼう殺さつされてしまう。
「くっ！　この、コウモリどもが！　いくらでも湧いてきおって……き、キリがないのじゃ！」
　ビシャ！　ブシャ……！　幸村の大鉄扇が一いつ閃せんするたび、多くの式神が押しつぶされ、もとの泥と水になって落ちる。
　が、幸村の言葉通り、十や二十を打うち砕くだかれても、それに数倍、数十倍する式神が待機し、次々と飛来してくる。
　どれだけの式神を失っても胤舜にはダメージひとつなく、さらに多くの式神をこの場で作り出すことすら可能だった。
「こ、これでは……！」
「幸村さま」
　ゆらっ、立ち上がる影があった。又兵衛だ。
「立つでない！　又兵衛、おぬしは……」
　又兵衛は再び鑓を手にしていた。
　鑓を杖つえ代わりにようやく立っている又兵衛。その又兵衛にも式神が殺さつ到とうする。
「いかん！　又兵衛……!?」
　又兵衛を助けようと、幸村が振り向むく。が、その幸村に、
「……お許しを、幸村さま」
[image: 画像]
　又兵衛が鑓を向けていた。
「又兵衛、なにを」
　驚く幸村。
　又兵衛の胸にはまだ三本もの穂先が刺さったままだ。足元はふらつき、立っているのがやっとの状態。
　口からの血でのど元を汚しながら、又兵衛はかすかに笑った。
「又兵衛」
　幸村が思わず返しながら、それ以上の言葉を失っていると、
「御ご免めん！」
　又兵衛の鑓が、幸村の身を貫つらぬいた。
「な……んじゃ、と……」
　驚きよ愕うがくする幸村。それはふたりを見ていた胤舜にも伝わっていた。わずかに、式神の攻撃がにぶった。
　鑓を向けられ、それが身に届いたとき、無意識に柄を握ってしまうのは防御本能とでもいうべきものだ。
　幸村もまた、とっさに穂先近くの柄を両手で握っていた。そして気づく。
「ぅ、ん？」
　鑓先は幸村の上掛けの胸を貫いていると見せて、脇わきへ入っていた。穂先は完全に突き抜ぬけている。
　又兵衛の口もとが、かすかにほころんだ。幸村を見る目が細く、やさしさを湛たたえて微笑ほほえむ。
「又兵衛、おぬし……」
「しっかり、つかまっていて、ください」
　そう言うと又兵衛は、残りの力すべてで両脚を踏ふん張ばり、上体をひねると腰の回転と全身のバネで、
「おおおおおお！」
　一気に鑓を振り抜く。
　五丈鑓、と称するが、もちろん五丈じよう＝約十五メートルもの長さがあるわけではない。
　とてつもなく長い、という意味の五丈鑓。その長さを回転半径に換かえて、幸村の身体を軽々と持ち上げ、打ちはなっていく。
「又兵衛!!」
　勢いきおいよく跳はね上げられ、さらにその頂点で鑓先から解き放たれた幸村は、遠く見下ろす又兵衛の姿がみるみる小さくなっていくのをどうすることもできない。
　幸村たちを襲うために、コウモリ型の式神が低く降りてきていたことも幸いした。高々と上がった幸村を追うことはできない。
「お達者で、幸村さま……」
　わずかに振り向き、つぶやく又兵衛。
　鑓先には、幸村の着物の一部が、裂けて残っていた。それを手に取り、又兵衛は顔に押し当あてる。
　深く息を吸い込むと、幸村の匂いが肺を満たし、又兵衛の細さい胞ぼうのすみずみまで行いき渡わたる、そんな気がした。
「幸村さ……ま」
　主人を想って笑みを作る。少しさびしそうにその笑みが崩れた、とき、
「かっ、は……！」
　パシャ、パ……。何度目かの吐と血けつが又兵衛を襲った。
　下草が血に濡ぬれる。がっくりと膝をつくと、もう立ち上がる力は残っていない。
「……」
　その又兵衛の目の前に、胤舜が進み出て来ていた。
「はぁ、はぁ、はぁ、ぅ……」
　すでに顔を上げる力もない又兵衛には、胤舜の足元だけが見える。
　胤舜はしばらく又兵衛を見下ろしていたが、おもむろに手の中の根鑓節を振り上げた。長い穂先が、又兵衛を狙ねらう。
「キ！　キシェー！　シュェエエエ！」
　その上空。ふたたび舞まい上がった式神が輪を作って、舞い続けていた。


３


「……そう、だったのか」
　部屋の中を沈痛な空気が満たした。
　幸村の長い話が終わり、宗朗がひと言漏らしただけで、誰もが言葉を発することができない。
　又兵衛がどうなったのか、なにかひとつでもその状況に希望がないものか。言いたいことは全員共通だ。
　が、いまここでそれを言って時間を費やして、どうなるのか。幸村を責めるにはあたらない。が、又兵衛が戻ってくるわけではない。
　自分を少しでも安心させたいだけの言葉など、いま必要ではない。そうわかっているから、唇くちびるを噛む、膝の上に置いた拳こぶしを握りしめる、それしかできなかった。
「……」
　当の幸村が声を失っている中、千せん姫ひめが身を寄せると、その手を握った。両手で、包み込むように。
「よく、戻ってくれたわね。いまはおチビちゃんが無事で戻ってきてくれたことが、いちばんの救いよ」
　千姫の言葉に、幸村は閉じていた目をギュッと硬かたくつむる。握られた手に、力を込めた。目め尻じりからひと筋、涙なみだがあふれたのを振り払うように、
「そ、それで、じゃ！　こっちの話がメインじゃったな。日光東照宮の奥の宮で見たもの……」
　いつもの調子で、話し出す幸村。
「はい。それを」
「そうですわ。もったいぶらずに早く教えろですわ！」
「ウキ!?」
　全員も少しだけ安心したように、口を開く。あるいはいっときでも又兵衛の悲報を忘れようとするかのようだ。
　幸村は大きくうなずくと、千姫に目配せした。安心しろ、と言うように。手をもう一度自分から握ると、離す。千姫もまた、うなずいて、
「ええ、千せんも聞きたいわ。東照宮の地下にあったのは……」
「これじゃ。これを見よ！」
　言うと、幸村も応こたえて腰を上げる。そして手にしたのは、幸村が背負っていた袱紗の荷物。
　いまは夜具の傍らに置かれていたものを、するすると解くと、中の錦にしき袋ぶくろを取りだした。
「それは……」
「よく見るがよいぞ」
　錦袋を開く。中から現れたのは、もちろん鬼切の太刀、その脇差しだった。
「これ」
「うむ。『鬼切の太刀』じゃ」
　そう言って幸村は、その太刀の由来、素すじ性ようを説明した。
「鬼切の、太刀……」
「これで源みなもと義のよ仲しなかが鬼を斬ったといいますの」
　全員が注目する。見つめるその太刀を、幸村が宗朗に差し出した。
「抜いてみよ」
「え、ぼくが、かい」
　と宗朗。
「あたりまえじゃ。これはおぬしの刀じゃぞ」
　幸村が言うと、宗朗も、居並んだ「剣姫マスターサムライ」たちも驚おどろいた顔になる。
「ぼくの……」
　宗朗が受け取って、金梨なし地の束巻で彩いろどられた柄を握る。金の星をちりばめた黒漆うるしの鞘さやをつかんで、
「……っ」
　抜きはなった。
「は、ぁ……」
　誰からともなく、声が漏れた。
　いまは部屋の行あん灯どんの灯あかりしかない。が、その光を吸い込んで鏡面のように輝かがやく刀身。刃は紋もんがまるで、生きているもののようにゆらめく。
「これが……鬼切の、太刀」
　いつまで見ていても飽あきない。
　軽くかざした刀身を、魅み入いられるように宗朗はながめていた。が、
「でも、どうしてぼくに。戦うなら、これを使うのにふさわしい『剣姫マスターサムライ』が、みんなここにいるじゃないか。委員長や、十じゆ兵うべ衛えや……」
　宗朗が振り返かえってみんなを見る。そこに、
（あれ、十兵衛……？）
　が、それを口にするまえに、幸村が言った。
「その刀を持つ者、それは徳とく川がわ将軍じゃ。代々『将』に受うけ継つがれて来たもの」
「『将』の持つ刀……というわけですの？」
「その意味を知るときが、いつか来るであろう。そのときが、おぬしが真の『将』となるときやもしれぬ」
「真の、『将』……ぼくが」
　宗朗がつぶやく。幸村の言葉が、脳のう裏りに何度も何度も響いた。
（この輝き、これが天草一派との戦いに、勝ちをもたらしてくれるもの、なのか……）
　鬼切の太刀に宗朗が見とれていると、隣となりで半はん蔵ぞうが言う。
「でも、こんな国宝を持ち出してきて、だいじょうぶでしょうか。あ、別に泥どろ棒ぼうとか、そういう意味では……！」
　あわてて両手を振る。それには千姫が、
「それなら平気よ。もしものときには、千をどうとでもすればいいのよ。だいたい、おチビちゃんをそそのかして、東照宮を探さぐらせたのは千なんだから。でも、それ以上の成果はあったようね」
　そう言い、幸村が同意する。
「天草の一味が跳ちよう梁りようし、世を混乱に陥おとしいれようってしているというに、幕府は有効な策をひとつとして打っておらぬ。これほどの力を持つ宝具も、徳川将軍がそれを使うわけでもなし、まさに宝の持もち腐ぐされじゃ」
「そうよ！　同じ『将』なら、宗朗やお兄さまが持ったほうがずっと……」
　言いかけて、千姫はハッと気づく。
「慶よし彦ひこさまが」
　宗朗も気づかされた。
「将」ならば、慶彦もいる。この鬼切の太刀も、もしかすると慶彦のほうがふさわしいのかもしれない。
　魔を断つ、鬼を斬きる、そのための太刀ならば、慶彦のほうが……。
「違うわよ！　お兄さまは……、と、とにかく！　これで天草一派に勝てる見込みが出てきたのじゃなくて。これまでのように、ただやられるだけなんてもう、がまんならないんだから！」
　千姫の言葉には、誰もがうなずけるものがある。
　だいいち、次に武蔵むさしや小こ次じ郎ろうが襲ってきたら、もう手加減される保証はない。
「でもこの太刀を、どうやって……」
（ぼくが、武蔵たちと戦えるのか）
　剣けん技ぎにおいて、どうやって武蔵に対たい抗こうするというのか。
（やっぱりこれは十兵衛が）
　そう言おうとしたときだった。
「もうひとつ、言っておかねばならぬことがあるのじゃ」
　幸村が切り出す。それは例の、霊れいび廟よう内の石せつ棺かんのことだ。その存在を説明したのち、幸村が断じた。
「あれは……日光東照宮は、東照大だい権ごん現げん、徳川家いえ康やすを祀まつる場所などではない。あれは、日の本に仇あだなす魔を封ふう印いんするために造られた、封ふう魔まの聖せい廟びようなのじゃ」
「封魔の」
「聖せい、廟びよう、ですの」
　唐突に聞こえるひとことひとことを、反はん芻すうするように繰り返す半蔵と兼かね続つぐ。
「どういうことなの？　だってあそこには……」
「東照宮の奥おくの宮みやにも、その地下にも、家康の遺体や遺灰、位い牌はいといったものはひとつもなかった。あったのは……」
「あった、のは？」
「ああ、早くお言いなさい、ですわ！」
「……首じゃ」
「首？」
「首、って」
　誰の、なんの、首なのか。が、そこで幸村を除いた全員が、思い当たる。
　鬼切の太刀。
　戸とが隠くし山中で源義仲が鬼の首を斬ったという、その伝説の宝ほう剣けんが収められていた地下殿。そこに同じく収められていた石棺の中にあるもの、とすれば……。
「鬼の首、なのか！」
　宗朗が叫び、幸村が、静かにうなずいた。
「おそらくは、な。……それはもう、小さく縮んでおった。ずいぶん小さく。なにしろ伝説が真実ならば、その首が切り落とされたのはもう千年近くもまえじゃ」
「ほんとうに、鬼、なんですの」
「作り物じゃと言いたいのかもしれぬが、あれは鬼としか言いようのない首じゃった。瘤こぶのような角が、三本、額の周りに生えておった」
「角が、やっぱりあるんですね」
　半蔵の言葉は、どこか畏おそれで震えている。幸村が続けた。
「ひからびた、ミイラのような首に見えて、その一部はまだ不思議なほどの精気を保っておった。斬り落とされた首の断面が、たったいま斬られたばかりのようにじくじくと濡れて、肉がみずみずしく盛り上がっておったわ」
「な、なんてこと。まだ、生きてるっていうの」
「あれを生きておる、というならの。じゃが、そうじゃの。死んで朽くちている、というのとは違っておったようじゃ」
　幸村が言うと、全員が言葉をなくした。部屋の中に澱おりのような沈ちん黙もくが訪おとずれた。
　江え戸ど幕府初代将軍、徳川家康を祀っていると信じられていた日光東照宮。
　そこに家康の霊廟はなく、あったのは鬼の首。それも、東照宮自体が、鬼の首を鎮め、封印するために造られた封ふう魔ま殿でんだったとは。
　しだいに耐たえきれなくなったのか、声を上げて沈黙を破ったのは兼続だった。
「いいかげんにしてほしいですわ！　生きているのか死んでいるのか！　その鬼の首が祟たたりでも起こすんですの？　わたくしたちにいったいどんな関係が……」
　言いながら、兼続も気づく。そして気づいた方が、もっと恐おそろしい。背筋が寒くなるとはこのことなのだと思わされる。
「ま、まさか、天草とは……ですの？」
　へなへなと畳たたみの上にへたりこむ兼続。代わりに千姫が言う。
「江戸幕府に恨うらみを持って、徳川の世を粉々にするために現れたのが天草四し郎ろう。その恨みは、島原の乱から始まっている……。千たちはそう思ってきたけれど、もしかしたらもっと……」
「根は深いのかもしれぬ。あの鬼の首、徳川の誰かが断たち切きったものではあるまい」
「どういうこと、でしょう。鬼の首と天草が関係あるのなら……」
「島原の乱ののちに、鬼おに退たい治じなどあったと思うか？」
　幸村に問われ、あ、と思う半蔵。
　平安や源平の昔ならしらず、江戸時代は近代だ。逸いつ話わ伝承のたぐいにももう鬼退治などは出てこない。せいぜい虎とら退治が関の山だろう。
「じゃあ、やっぱり源義仲が……」
「そうですわ！　木き曾そ義仲といえば巴とも御えご前ぜんですわ！　絶世の美しさに加えて、男おと勝こまさりの剣技で、戦場でも名を馳はせた姫武者ですわ！」
「すごく強くて、きれいで、って……それ、『剣姫マスターサムライ』じゃない。いえ、もしかしたら『剣妃サムライブライド』……」
「義仲が『将』で、巴御前が『剣妃サムライブライド』ならば、鬼退治はまさしく、わたしたちがいま直面しているような魔ま物ものとの戦い、ということでしょうか」
　兼続、千姫、半蔵が言うことはまさに理に適かなっている。
　だが、それと並行して大きな疑問は、
「というより、天草が狙っていたのは鬼の首なの？　鬼切の太刀？」
　千姫が言うと、幸村が口を開いた。
「あくまで推測じゃが……すでに鬼の首は奴やつらの手に落ちたも同然じゃった。壁かべに埋め込まれた祠ほこらの、鬼切の太刀の場所だけがわからなかった。あるいは取り出す方法がの。それをわらわと又兵衛が探し出した。逆に言えば、そのために我らをおびき寄せ、鬼切の太刀を探し出させた上で押し包つつむ。あの石棺の式神たちが祠の光で怯ひるまなければ、それは可能じゃったろうからの」
　だが最後の奮ふん闘とうで、鬼切の太刀は幸村によって持ち帰えられた。又兵衛という犠ぎ牲せいと引き替えに……。
「だ、だったら！　鬼と天草の関係はなんなのよ！　鬼の首を天草がほしがる理由は」
「鬼切の太刀を手に入れて、どうするつもりだったんでしょう」
「鬼の首を斬ったのがほんとうに木き曾そ義仲なら、なぜ徳川幕府がそれを持っているんですの？　それも、日光東照宮の奥の奥になんて！」
　又兵衛の件に触れるのを、誰もが気遣っての質問攻ぜめになる。幸村は、
「待て、そのようにいっぺんには答えられぬわ！　……そうじゃのお」
　幸村はしばらく思案したのち、いちばん肝かん心じんな件について、
「鬼の首……それをなぜ江戸幕府が受け継いでおるのか、じゃ。いや、ないとは言えぬ。同じ武家政権として、鎌かま倉くらの時代より脈々と受け継ぎ、封印し、護まもってきたのかもしれぬ。日の本では祟る者も神として祀り、鎮しずめることで祟りを治めようとするからの。しかるにあの鬼の首は……」
　幸村は石棺のようすを思い出す。
　石棺の外にも、中も、封印のための神しん獣じゆうや護ご符ふでいっぱいだった。
　なんとしてでも封ふうじ込めたい。そうしなければまるで、この世が壊こわれてしまうというひどい焦あせりやなりふりかまわぬ態度がそこには見えた。
　祟り神を祀って、神としてあがめることで災さい厄やくを回かい避ひしたい、祟り神を鎮めたい、などというものではない。
「……しかし江戸幕府はすっかり慢まん心しんと腐ふ敗はい、怠たい慢まんが進んでしまい、東照宮の維い持じも形ばかり。肝心の封魔、結界はもはやボロボロじゃ。あれではもう長くは保たぬ。鬼の首が蘇そ生せいしてきているのもそのためかもしれぬ」
「どうなるんだ。この鬼切の太刀で、もう一度鬼の首を……」
　宗朗が言いかけて、言葉を切った。その答えはもうみんながわかっている。
「一度斬った首は、二度斬ることはできないのよ。すでに斬られた首は東照宮にある。それを粉々にしたり焼いたりすることができないのはなぜだと思うの？」
　いつのまにか、千姫がその答えを導き出していた。
「より大きな……祟りから日の本を護る、ため」
「ですわね」
　宗朗と兼続の意見もまた、一いつ致ちする。
「そうじゃな。そしていま向かうべきは……鬼切の太刀で斬るとするなら、それは首ではのうて……」
「鬼の……本体!?」
陸◆大江戸奇襲
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　天領大おお江え戸ど特区。
　徳とく川がわ＝江戸幕府が直ちよ轄つかつする大日本国の首都である。
　五百万人が生活するメガシティは、それでもどこかレトロな面おも影かげをあちこちに残していた。
　古くからの水路もそのひとつで、石いし垣がきに囲まれた大小さまざまな水路が縦横に走り、輸送の中心が水運から陸運に代わっても多くが残され、小こ舟ぶねなどが行き交う風ふ情ぜいあるたたずまいを市民に提供していた。のだが……。
「……ここが幕府の中ちゆ枢うすう、江え戸ど城じよう……天城だってか。ハハ！　ちょーウケる。警護隊っての、やる気あんのかよ。もう結界も破れてっし、こんなところまで、簡単に入り込めちゃったんだけど。又また右衛え門もんさんマジ天才じゃね？」
　そう言うと又右衛門は、手にした脇わき差ざしの刃をスカートの裾で拭ぬぐった。
　ひとり漕こぎの櫓やぐ船らぶねの船底、漕ぎ手の船頭が血に染まって倒れている。
　又右衛門はその背中を足で押し退けながら岸へ上がった。すでに小舟用の埠ふ頭とうにもやい綱つなで繋がれていた。
　いまでは唯ゆい一いつの城として、天城と呼ばれている江戸城。
　その江戸城の北の丸をさらに入った水路の奥。見上げればもうそこは本丸に近い。こんなところまで簡単に入り込めたことを、又右衛門は笑う。
　岸に投げ上げておいた大小の刀、鑓。それを無造作にスカートの腰へぶちこむ。鑓は背中にくくりつけた。
　さらに、火薬が詰まった焙ほう烙ろく。つまりは手しゆ榴りゆ弾うだんだ。それもスカートや上着のポケットへ詰め込む。
「うっわ、だっせー。あちこちパンパンじゃねー。かっこ悪ぃー。天あま草くささまには見せられないっての」
　大おお筒づつを肩に担かつぐ段になって、又右衛門は不満に頬を膨ふくらませ、口を尖とがらせる。
　サンダルのヒールでコンコンと埠頭の地面を叩く。
　オレンジ色の髪かみをかきあげて、さらに岸へ上がろうとするころには、又右衛門の姿に気づいた天城の警護隊が二名、パラパラと近寄って来た。
「そこの！　おまえ、なにをやっている！　ここをどこと心得る！　天城であるぞ！　武器をこっちへ渡しなさい！」
　おそらく、又右衛門をただの女子生徒だと思ったのだろう。警護刀も抜かずにやって来る。
「きみ！」
　おまえが、きみになったのは、又右衛門の顔を間近に見たからかもしれない。
　あきらかに品行方正な女子生徒とは違う、派手なギャル風メイクに彩られてはいるが、基本、又右衛門はかわいい系。小柄な体たい躯くも、危険を感じさせるようには見えなかった。
「きみ、聞こえなかったのか。その刀や鑓をこっちへ……」
　そこまで言って手を差し出したのが、その警護士の最後の言葉と行動になった。
　チン、とはばきが鞘に収まる音がしたと思うと、警護士は声もなく前のめりに倒れた。すぐにその身の回りに、赤い血だまりができて広がっていく。
「ふん」
　そのまま歩きだそうとする又右衛門に、もうひとり残った警護士がこんどは銃じゆうを突きつけていた。
「と、と、止まれ！　止まらないと、撃……」
　つ、と言い終わるまえに、又右衛門が振り向きざまの斬撃を放っていた。間合いは一間以上あったはずが、一いつ瞬しゆんで詰められている。
「ひ、ひぃ、あ！」
　それ以上声が出ないのは、のど笛を貫かれたからだ。又右衛門は足で蹴け飛とばすように、警護士の身体を押し退ける。
　警護士は仰あお向むけに倒れていき、刀が抜き取られると同時に、喉のどの傷口から大量の血が噴ふき出した。
　どうやら刃は頸けい動どう脈みやくを切断したらしい。
「うざ」
　それだけ言うと又右衛門はひと跳びで石垣を上がって、背後の本丸を仰あおぎ見みた。
　覆い被さるように逆光の中そびえ立つ大天守。寛かん永えい期の天守を明治になって再現したものだ。そこへ、
「マジぶっ殺すっての！」
　肩から下げていた連発式大筒をかまえる。肩に担ぐのではなく腰だめで、
「それぇ！」
　引金を引いた。たちまち、鋭するどい火薬の爆ばく発はつ音おんとともに、白い尾おを引いて飛び出していく大筒の弾体。
　ドッ！　着ちや弾くだんするや、激しく破は裂れつする。大天守の銅板壁の一部が、無数の破は片へんとなって飛び散った。
「次、いっちゃうっての！」
　連発式大筒は、連発式のバズーカだ。一発撃つと噴進式の弾体が次にセットされ、引金を引くだけで発射可能になる。弾だん倉そう内の弾体は五発。
　ドン！　ドォッ!!　次々と撃ち放つ。たちまち大天守は白はく煙えんに包まれた。一部からは炎ほのおも上がっている。
「キャハハハハ！　ちょーウケる。かなりウケるっての！」
　このころには、城の警護隊がバラバラと、あるいは数十人もがまとまって飛び出して来ていた。
「あれだぞ！　いた！」
　又右衛門を見て驚き、しかしいっせいに銃を構える。武器を捨てて投降しろ、と警告が発せられると、
「ち！　うぜーんだよ！」
　すべての弾を撃ち尽つくして空になった大筒を、又右衛門が投げつけた。
「抵抗するぞ！　撃て、撃て！」
　パラパラ、パンパン！　短たん銃じゆうとライフルの発射音が耳みみ障ざわりに響くなか、又右衛門は顔に飛んできた弾だけを無造作に刀で払った。
　手て脚あしや胴どうに当たっても、ギュムッ！　鈍にぶい音とともに弾だん丸がんは砕けるか、そのまま落ちるだけだ。
「防ぼう弾だんの着込みか！　ええい、撃て！　もっと強い武器を持って来い！」
　さらなる射しや撃げきの中、頭をかすめた小銃じゆ弾うだんに又右衛門が顔を歪ゆがめる。
「痛ってーな、おい！　てめえらマジぶっ殺す！　すり潰つぶしてやるっつーの！」
　超ちようミニのスカートの中、太ふと腿ももにくくりつけていた焙烙を取り出す。信管をヒールに打ち付けると、
「死んどけ、っての！」
　警護隊に向かって投げつける。同時に、いっきに跳ちよ躍うやくした。
「跳んだぞ！　撃て！」
「手榴弾が！」
「逃にげろ、いや、伏せろ！」
　パニックに陥おちいる警護士の列の中心で、焙烙が爆ばく発はつした。丸ごと吹ふき飛ばされる人間や、身体の一部が飛び散る。
「ううぅぁ……」
　が、生き残った者へも、又右衛門の容よう赦しやない剣が襲おそう。
　ちょうど焙烙が爆発したその場所へ降り立つと、瀕死の者も、浅いケガで逃げようとする者も次々と斬り立てていく。
　あっと言う間に北の丸御お庭にわは阿あ鼻びき叫よう喚かんの地じ獄ごくと化した。
「キャハハ！　キャハハハハ！　なにこれ、ちょー弱ぇー！　ちょー楽勝！　ちょーウケるっての！」
　その場にいた数十人もの警護隊全員を斬きり殺ころすのに、一分とかからない。剣を片手に大笑いする又右衛門。そこへ、
「んぁ？」
　キュラキュラキュラキュラ……。鉄とゴムのきしむ音を響かせて、松並木の向こうに現れたのは、
「んだあれ？　ちょーだせー」
　戦車だった。怒いかりに腕を振ふり上あげたような戦せん車しや砲ほうが、砲ほう塔とうの回転とともに下がり、又右衛門をとらえる。
　江戸城の周囲に配置されている大江戸守備機き甲こう部隊の戦車だった。北の丸の騒そう乱らんを警護隊から連れん絡らくされ、出動してきたのだ。
　戦車の位置から、又右衛門の背後は土ど塁るいになっている。砲弾が装そう填てんされるかすかな音が届いた。
　ドッ！　パッン！　打ち上げ花火を十倍したような爆発音。
　加えてそれが密閉された筒とう内ないで起こり、数十キログラムの砲ほう弾だんを撃ち出すときの、するどく甲かん高だかい破は裂れつ音おん。
　その両方がいっしょに聞こえたときには、発はつ砲ぽう炎えんとともに撃ち出された砲弾は音速をすでに超こえていた。
　距きよ離りはわずかに二百メートル。発はつ砲ぽうとほぼ同時に着弾する。
　飛び散る土ど塊かい。砂すな煙けむり。が、そこにすでに、又右衛門はいなかった。
「キャハハ！　遅おそいっての！　んな大たい砲ほう、又右衛門さんに向けたって当たるかよ！」
　いち早く、高く跳んでいた。そして空中で、もう一基の大筒をかまえる。
　戦車は正面の装そう甲こうは厚いが、上じよ面うめんは薄うすい。携けい行こう用のバズーカでもじゅうぶん抜ける。それを又右衛門が知っていたのかはわからない。が、
「そらぁ！」
　ドンッ！　撃ちはなった大筒は、まっすぐ戦車の砲塔正面に突き刺さると、メタルジェットの噴ふん流りゆうを装甲内にぶち撒まけ、爆発する。
「ばーか！」
　内部の砲弾までが誘ゆう爆ばくしたのか、戦車は自らの砲塔を吹き飛ばして破裂、爆発する。これでは生存者はいない。
「ち、こんどは空からかよ。ちょームカつく」
　又右衛門が見上げると、ヘリの編隊が迫せまってきていた。
　顔に飛んで固まりかけた血の飛沫しぶきを指でなぞると、ペロッ、なめあげる。
「……天草さまにほめられる。もっともっとぶっ壊してぶっ殺してえええ、天草さまにちょーほめられる！」
　白いルージュで彩られた唇が、うれしそうに笑った。
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「……ん」
　幸ゆき村むらが目を醒さましたとき、側にいたのは千せん姫ひめだった。
　掛かけられていた夜着を開けて身を起こそうとしたところ、夜着が重くて持ち上がらない。見ると、
「ぅ……すぅー、すぅ……」
　幸村に寄より添そうように夜具の上、寝ね息いきを立てている千姫。添い寝ねをしようとして、すっかり自身が眠ねむってしまっていた。
「なんじゃ。これではどっちが病人かわからぬではないか」
　そう言うと幸村は、夜着の反対側の端はしをそっと持ち上げて、身を起こした。
　着ている白い浴衣ゆかたはあいかわらずサイズが大きく、寝ているうちに乱れたのか大きく胸もとが開いてしまっている。
　襟えりを閉じて帯を締しめ直すころ、
「ふぁ……起きたの、おチビちゃん」
　千姫が目を擦って身を起こす。小さく欠伸あくびをひとつ。
　赤い襦じゆ袢ばんがやはり寝ね乱みだれていたが、そこからこぼれそうな白い膨らみに目が行くと幸村は、
「ふん！　あいかわらずこれみよがしじゃな」
　ぷっ、と口を尖らせる。が、すぐに笑った。
「ふふ」
　千姫も笑う。顔を見合わせた。
「もう夜じゃったか」
　行あん灯どんの灯りは小さくされていて、ぼんやりとした闇やみの中に、ふたりの姿を浮かび上がらせている。
「もう身体はいいわけ？」
「うむ。大事ない。もう傷も見えなくなっておる。これがあやつの、宗むね朗あきらの力なのじゃな」
　千姫が言い、幸村は袖をまくって自分の腕を見せた。
　それ以前から、宗朗の治ち癒ゆの力はたびたび彼かれの「剣姫マスターサムライ」たちを救ってきた。ときには宗朗と契約しているわけではないダルタニアンまで。
「それがあいつの『将』の力なのかしら」
「少なくとも、力のひとつではあるようじゃ。ひどくやさしい力じゃな。やさしく、暖かい。が、戦いにはそれだけでは勝てぬ」
「戦いにはやさしさだけでは……そうね。そう、なのよね」
　夜着を挟はさんで、幸村と千姫が腰を下ろしていた。
　そこまで言ったところでしばらく間が空いた。行灯の灯りが揺ゆれて、影かげが大きくゆらめいた。
「……おぬし、宗朗と『剣妃サムライブライド』の契ちぎりは済ませたのか」
　ポツ、と幸村が言う。千姫はパッ、と赤くなって、
「し、してないわよ！　そんなこと……まだ、してない、わよ」
「ふむ。試みてはみた、ということかの」
「それは！　……そう、だけど、いろいろと。あのバカはあいかわらず鈍いし、鈍いけどほんとはわかってて、でもやっぱりわかってなくて、けっきょく優ゆう柔じゆ不うふ断だんだし、あー！　思い出すとまた腹が立って来ちゃう！」
　突とつ然ぜん、立ち上がる千姫。が、
「ごめん。おチビちゃんがいない間に抜ぬけ駆がけするつもりはなかったのよ」
　不意にまた消しよ沈うちんすると、畳の上へ崩れるように座すわり込む。膝を揃そろえて脚を畳たたんだ、女のコ座り、だ。
「かわまぬ。といってもおぬしに譲ゆずったわけではないぞ。じゃが、聞いたところによると天草一派の『剣鬼ダークサムライ』の強さ、桁けた違ちがいのようじゃ。そんなとき、わらわでも『剣妃サムライブライド』を手段として考えるのは道理というものじゃ」
「手段、ね。手段、なのよね……」
　千姫がぽつりと言う。そのニュアンスは幸村もわかっている。
「くさるでないわ。といっても、わらわはよい気分じゃがな。おぬしがまだ『剣妃サムライブライド』になっておらぬということは、わらわにも可能性が残されておるからのお」
「そうね。条件はやっぱりイーブンでないとね。おチビちゃんたちを東照宮へ行かせている間に、なんて……」
　そこまで言って千姫は言葉を切る。東照宮で幸村を守り、ひとり残った又また兵べ衛えのことがどうしても浮うかんでしまう。
「ごめんなさ……」
「それより、じゃ！」
　あやまろうとする千姫をさえぎって、幸村が言った。
「今後のことを考えねばならぬ。このまま天草とその『剣鬼ダークサムライ』どもにいいようにされては、我らの名折れじゃ。それに」
「防ぐばかりじゃ、やつらの思おもう壺つぼだものね。それに、鑓やり使いのノッポさんも、助けにいかなきゃ、よね！」
「うむ」
　千姫の言葉に、幸村が大きくうなずく。
「又兵衛は死んでなどおらぬ。それはわらわがいちばんよくわかること。それに、先日あの騒そう々ぞうしい荒あら木き又右衛門がひとりで突っ込んできたときも、正しよ雪うせつにたしなめられておったのは、どうやら我らを倒すのではなく、生かして用いるなにかの術がある、ということじゃ」
「うん。それは武蔵むさしや小こ次じ郎ろうのときにも感じたわ」
　武蔵が堂々の勝負を望んでいたこととは別に、小次郎にしてもどこか手加減をしていたことを、千姫は幸村に告げる。
「やはり、じゃな。ならば又兵衛が生きておることももはや間ま違ちがいあるまい」
「おチビちゃん」
　幸村の手を、千姫が握る。その目を見つめて、
「ひとりで行くなんて、言わないでよね。こんどは千せんも、つきあわせてもらうんだから、ね！」
　言った。幸村も答える。
「ふむ。もとよりそのつもりじゃ。……おぬしの力、たよりにしておるぞ」
　ちょっとだけ最後、はにかむような調子になった。が、もっと驚き、頬ほおを染めていたのは千姫のほうだった。
「な、なによ。急に殊しゆ勝しようなこと言ったって。ええ、そうね、いつもそんなふうに、素直にしていればいいのよ。年上の千を敬って……」
　そこまで言って、自分で噴ふき出だす。
「まあ、そういうこと、ね」
「そういうこと、じゃな」
　ふたりで顔を見合わせ、笑った。いつのまにか千姫の手を、幸村も握っていた。
「……さて、わらわはもうひと眠りするとする。いずれにしても明日のこと。おぬしも眠るがよいぞ」
「そうね。明日、みんなに言って決めましょう。もっとも、来るなと言ってもおとなしく留守番しているようなコたちじゃないと思うけど、ね」
「まったくじゃ」
　それだけ言い合うと、千姫はこんどこそ立ち上がって幸村の部屋を後にする。障子戸を開けると、縁えんには半はん蔵ぞうが控えていた。
　千姫の代わりに、膝をついたまま目を伏せ、障子戸を閉める半蔵。千姫は庭に顔を向けて、言う。
「武蔵、小次郎の居場所、それに天草の消息、つかめたの？」
　半蔵は障子戸から振り返って、千姫のほうに身体を向ける。目は伏せたまま、縁に手をついて答える。
「服はつ部とり忍にん軍のすべてを動員して、学園をくまなく捜そう索さくいたしました。武蔵と小次郎、それに胤いん舜しゆんと思われるサムライたちが出入りしている洋館をつきとめています」
「上出来よ。天草のほうは」
「直接ではありませんが、洋館に張はり巡めぐらされた結界から一定の霊れい気きの流れを確かく認にんいたしました」
「霊気の流れ……ね」
「それによると、霊気は学園から数十キロメートル、同じ富士の裾すそ野のではありますが、宝永噴ふん火か口こうのあたりに流れを感知しています」
「宝永噴火口……」
　千姫も知っている。もっとも新しい富士山の噴火口。中腹にぱっくりと口を開けた、富士山の傷口とでもいうべきあぎとだ。
「よく報しらせてくれたわ。今日はもういいわ。休みなさい」
「はい、御お姫ひいさま」
　頭を垂れる半蔵。千姫は背を向けて歩き出す。が、途とち中ゆうで立ち止まると背中を向けたまま振り返らずに、
「なにをしているの。早く来なさい。……今日は肩かたが凝こっちゃった。寝るまえに、おまえに揉もんでもらうわよ」
　そう言うと、また歩き出す。その背中に半蔵は、
「は、はい！」
　思わず顔をほころばせると、後を追う。


「……ん、こんなところですわね」
　いつも使っている大おお鎚づちの中心部。鳥居の中に立像を収めて、兼かね続つぐが言った。
　いわばこの大鎚は、ひとつの神社。そしてそのご神体はもちろん、愛染明王である。
　戦の神であり、これを持つ兼続に必ずや武運をもたらす、兼続自身そう信じている。
　小さいが、まるで金庫のような分厚い扉とびらを閉じると、鍵かぎを掛ける。こうして中のご神体を清め、戻すのはいつも重要な戦いに出るそのまえの準備だ。
「又兵衛さんは死んでなどおりませんわ。きっと又兵衛さんを助け、取り戻す戦いになるはず。相手はあの武蔵や小次郎……、容易な戦いではありませんわね、きっと」
　容易な戦いではない、つまりは死をも厭いとわぬ戦いになる。兼続はそう覚悟している。
　こうして得物を整備したあとは、体力を養うため、早めに休むだけだ。
　ふぅー、と兼続はため息をついた。
「……いろいろやりたいこともあったはずですのに、なんだかいまは、不思議と気持ちが落ち着いているようで……」
　こういうのをもしかしたら、悟さとりの境地、というのだろうか。兼続はちょっと考えて、笑う。
「そんなたいしたものではありませんわ。きっと、もっと……あの道場のみんなといたいだけですのね」
　口に出してしまって、兼続は自分でも驚く。
「あのオデコチビとですのよ？　わがままお姫ひめさまやら乱暴な猿さるやら、人じん面めん獣じゆう心しんのエロ朗といっしょなんて……！」
　否定してみるが、やはりそれも本心ではない。
　ふっ、と苦くし笑ようが浮かんで出た。
「ええそう。そうですわね。腐くされ縁ですわ。しかたありませんわね。しかたないですけれど……わたくしの居場所はここ、なのですわね」
　ふと部屋の奥に目をやる。襖ふすまの向こうは、十じゆ兵うべ衛えの部屋だ。
　ふだんなら、いっしょに寝ると言って聞かず、強ごう引いんに布ふ団とんを並べる十兵衛が、おとなしく自分にあてがわれた部屋でさっさと寝てしまっていた。
　兼続は襖に近づき、声を掛ける。
「もし、もう寝ましたの？」
　襖をわずかに開けた。
「？」
　が、そこに十兵衛の姿はなかった。夜具は敷しかれているものの、眠った形けい跡せきもない。
「お風ふ呂ろでもまた行きましたの？」


「……」
　暗くら闇やみの中でひとり、宗朗は膝立ちのまま瞑めい目もくしていた。
　行灯の灯りもなく、あるのは障子戸から差し込んでくる月明かりのみ。
　かすかに畳に落ちた障子の格こう子し柄がらの上、浮かび上がるのは鬼おに切の太た刀ち、その脇差しだ。
　鬼切の太刀を前に、宗朗はもう、何十分もこうしている。
（又兵衛さんをほうってなんておけない。だけど、ぼくは……できるのか。「将」としてのはたらき。みんなを守り、力を与あたえ、指揮することが……）
　そのままにしていれば、次々と浮かんでくるのは武蔵や小次郎の強さ、又右衛門の破は天てん荒こうさ、正雪の不気味さ、そして天草の奇き怪かいな底知れなさ。
　天草が鬼なのか、鬼が江戸を、日の本を滅ほろぼそうとしているのか。
　答えの出ない問いを探るのを、もう宗朗は止めていた。いまは、
（できることをせいいっぱいやるんだ。最善の策がなければ、いまできることを……みんなと！）
　手が伸びる。脇差しをつかんだ。
　鞘を持って胸の前へかざすと、右手で柄つかを握った。
「……すぅ……ふ……」
　呼吸を整える。全身から力を抜く。
「！」
　次の瞬しゆ間んかん、裂れつ帛ぱくの気合いとともに宗朗は一歩片かた膝ひざを踏み出し、同時に脇差しを抜きはなった。
「はぁ……はぁ、すぅ……すぅ……」
　乱れがちな呼吸を、規則正しいものに正す。
　たったひと振りなのに、魂たましいまでが削けずられるほどの疲ひ労ろうをおぼえる。
「これが……鬼切の太刀、なのか」
　脇差しを顔の前にかざしてみる。
　ほとんど灯りはないのに、刀身がボゥ、と燐りん光こうを放つように輝いている。刃紋がゆらゆらと、生き物のようにゆらめいた。
「使いこなせるのか。ぼくは、『将』としてみんなを、導けるのか……」
　見つめているのが耐えられなくなって、宗朗は刀身を鞘に収める。チン、と、はばきと鞘口がふれ合う音がして、宗朗はホッと安あん堵どをおぼえた。
（……ん？）
　障子戸の前に立つ影。宗朗が立ち上がって近づくまでもなく、向こうから障子戸が開く。そこに、
「十兵衛……？」


３


「……武蔵。あんたの分までうちが戦えばいいことやよし」
　闇に浮かび上がる黒紋もん付つきと背中に背せ負おった長すぎる刀の柄。その主はもちろん、小次郎だった。
　別べつ荘そうを見下ろす高台の上、じっと見つめるはずの小次郎の目は、いつものアイマスクで閉ざされている。
「胤舜、あんたは手出しせんといておくれやす」
　振り返らずに言う。小次郎の背後に、胤舜がいた。口もとをマスクで覆ったその表情は、長い前まえ髪がみが風にあおられてよく見えない。
　胤舜のさらに後ろの藪やぶの中は大勢の式神でひしめき、キキ、シャー、と早くも不気味な音を発している。
「ほな、ちゃっちゃと仕事してくるよし。……武蔵、待ったってや」
　闇をまったくものともしない、アイマスクに仕込まれた暗視具が、小次郎に昼間のように明るい視界を与えていた。
　黒紋付の裾を大きく広げて、小次郎が一歩踏み出す。次の瞬間にはもう、長すぎる大だい刀とうを引き抜きながら夜の大気の中に身を躍おどらせている。


「……食が来る。呪じゆ術じゆ陣つじんの完成を急がねばならぬ」
　はるかに高い岩の天てん井じようを見上げ、その向こうにある夜空を見つめるように言うのは、天草四し郎ろうだ。
　岩の大だい伽が藍らんの内部。しかし内部よりほかはなく、思い描えがかれる壮そう麗れいな伽が藍らんは富士の山さん嶺れいそのものだ。
　これも、岩の床ゆかに荒あら々あらしく描かれた呪法の陣じんの中心に立つ天草の周囲には、等とう間かん隔かくで円を描くように水すい晶しよう柱がそびえている。
　それ自体が地の底からの光で照らされているような、水晶柱の内部。
　色を失った蒼そう白はくの肌はだを、磔たつ刑けいを思わせる姿の裸ら身しんがひとつ。
　大おお柄がらでありながら、どこも等しく引き締まった肉体が美しい。いまは髪を留める小脇差しも失われて、その長い髪が腰の辺りにまで自然に流れ散っている。
　後ご藤とう又兵衛だった。
　意外なほどにおだやかな表情のまま、固定されている。
「わたしのために生きた増ぞう幅ふく器きとなるがよい。『剣姫マスターサムライ』の持つ生体エネルギーはかっこうの依より童わらとなる」
　水晶柱をなでる天草は、顔を寄せると長い舌でその表面をたっぷりと、下から上へとなめあげた。中の又兵衛を穢けがすように。
「よい。よい依童よ」
　少し笑うと、又兵衛の水晶柱を離はなれる。と、ちょうど対面にある別の水晶柱へ歩いた。
「おまえにも、期待しているぞ」
　顔を近づける。その水晶柱の中。
　ふつうよりも濃こい、小麦色の肌が目を惹ひいた。
　やはり一糸もまとわぬ裸身を、一本の柱にくくりつけられたように、両りよ腕ううでを頭の上に、両りよ脚うあしをからめるように、たたずんでいる。
　又兵衛にも負けない、長い銀色の髪が裸身にまとわりついていた。伏ふせられた目ま蓋ぶた、唇は微びし笑ようすら形作っているようにも見える。
　その顔を何度もなでるように、水晶柱の表面に触ふれる天草は、やがて大きく笑い声を立てた。
　乾かわいた血のような、鮮あざやかに濡れた唇の奥、鋭い二本の牙きばが見て取れる。唇が、やがて微笑の形になって、つぶやく。
「依童はあと六体。その引金となるのは『将』の一体。フフフ……」


「じゅ、十兵衛!?」
　勢いよく飛び込んできた妹に、宗朗は押し倒たおされる。
　背中から畳に倒れ、押しつぶされながら、ひさびさに感じるその熱すぎる体温、しっとりと心ここ地ちよい肌、なにより立ち上る匂においまでが甘あまえているような、
（十兵衛……）
　その感かん触しよくをなつかしくうれしく感じている宗朗がいた。
　たっぷりと押しつけるその乳ち房ぶさをものともせず、ぶつかりそうな顔と顔の、その向こうにある瞳ひとみが、無む邪じや気きに微笑ほほえんでいる。
　いまにも頬をこすりつけて、子イヌのようにスンスン鼻を鳴らすような、そんな十兵衛の顔を見つめたら、なんだかそれまでの不安が消えていくようだ。
「十……」
「お兄ちゃん、大好き。だぁ～い、好きぃ」
　言いかけた宗朗に、ギュッと十兵衛が抱だきついて来た。肩に顔を埋うずめながら、何度もつぶやく。さらに、
「いっしょだよ」
「え？」
「ずっと、いっしょなの。ずっとずっと、お兄ちゃんと十兵衛はぁ、ずーっと、いっしょ、なの！」
　子どもっぽい甘さに、不意に疼うずかせるような匂いが交じる。宗朗は十兵衛の背中を抱いてうなずこうとした。
　が、するっ、とふりほどくように身を起こす十兵衛。
　ふたたび、その顔が近づいてくる。鼻先どうしがこすれあって、
「ね、キス、しようか。お兄ちゃん」
　十兵衛の唇が、驚くほど艶なまめかしく濡れて光って、宗朗を誘さそっていた。


「キャハハハハ！　イケる！　イケてる！　あたし、いま、ちょ～イケてるっての！」
　撃ち尽くした連発式擲てき弾だん筒とうを投げ捨てる又右衛門。その向こう、四輌りようもの戦車が黒こく煙えんを上げて炎えん上じようしていた。
　すでに江戸城の内うち堀ぼりの中から飛び出して、街の中だった。大手門から延びる大手通の左右。大手町といわれる金きん融ゆうと商業の中心地だ。
　昼過ぎで人通りの多い街角は、非常事態を受けて市民たちが避ひ難なんし、いまは無人の街か演習場と化していた。
　すでに何人斬ったかわからない大刀をビュッ、と振って血を払はらうと、又右衛門は耳障りな音に空をあおぐ。
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「まぁ～た来てやがる。うざってーっつーの！」
　ビルの間を這はうように、二機のヘリが滞たい空くうしていた。最初のヘリと違ちがうのは、細身のシルエットの戦せん闘とうヘリだということだ。
「でもいーわ。ゆーて、あれやっつければきっともっと天草さまにほめられる。ちょーほめられるっつーの！　キャハハ！」
　ヘリの機種下に備えられた二十ミリガトリング砲ほうが手を振るように動いて、その筒つつ先さきを又右衛門に向ける。
　とっさに又右衛門は横っ飛びに飛ぶと、その手首を、蝶ちよう番つがいを折りたたむように外していた。あとには、手首の分だけぽっかり空いた筒が現れる。
「落ちな！」
　ボンッ！
　シュルシュルと白煙を引きながら飛ぶ焙烙がヘリの下面に直ちよ撃くげきし、紙を引き裂さくように機体をバラバラにしていたころには、又右衛門はそのさらに向こうの戦闘ヘリに狙いを定めていた。
「ほらほら、もぉ～っと強いの持って来いっての！　又右衛門さんの勝ち！　勝ちだっての！　ちょーウケる！　天草さま！　見てよ！　ちょー見てぇええ!!　……んぅ？」
　何度も何度も起きる爆発と噴ふん煙えんの中、又右衛門は炎のせいでオレンジ色に染まった顔をそちらに向ける。
　あちこちから煙けむりを漏れ出させている江戸城大天守の大屋根の上、あるいは破は風ふの先に人ひと影かげがあった。
　ひとり、ふたり……いずれも長い髪をなびかせ、あるいは縛しばり、結ゆい上げ、腰や背中に大小はもちろん、見たこともない得物を携たずさえている。
　遠くても、その視線はまっすぐ又右衛門に向けられていた。又右衛門は視線の強さに一いつ瞬しゆん驚おどろき、しかしすぐに笑う。大口を開けてのけ反るように笑った。
「キャハハハハ！　……出てきた出てきた！　ひい、ふう、みい、よお……超ちよう遅おそいっつーの！　待ちくたびれたっつーの！　徳川のサムライ！　将軍の『剣姫マスターサムライ』ども！　超ちよ返うかえり討うちにしてやんよ！　又右衛門さんの、刀の露つゆってのになりやがれってーの！」
　又右衛門が叫ぶのと、四つの影が天守からいっせいに飛び立つのが同時だった。
　すぐに四つとひとつの影は交差し、凄すさまじい剣けん戟げきの火花の中、戦いはいっきに加速していく。


（了りよう）
あとがき




　すずきあきらです。暑いです。
　記録的な猛暑の二○一○年九月初頭の某日にこれを書いてます。九月なのに八月よりも暑いなんて暴ぼう挙きよです。ありえません。てか、これ読んで締め切りとか逆算しないでください。全体に遅れているので、すいません。


　これをお読みになっている読者の方はすでに、テレビアニメ『百花繚乱サムライガールズ』をご覧になってるんじゃないかと思います。
　もうね、アームズさんの方向には足を向けて寝られません。
　十兵衛や幸村や千姫が、あーんな美び麗れいな画面で、バリバリ動いて、しかもバトルするんですから！
　絵、動きとともに、ボイスのほうも、超豪華で超かわいい、マジ美しい声優陣のみなさまが超絶演技でキャラクターに命を吹き込んでくださいました。
　どうぞ最後まで、テレビアニメ『百花繚乱サムライガールズ』、おつきあいいただきますよう、お願いします。ええ、自分も毎週全ぜん裸らでテレビ前に正座して待ってます。


　と、かようにアニメの話題は尽つきねども（古語）、まだ現在進行形ですのでここはひとまず、小説版のビジュアル面で大変お世話になっているおふた方の話をさせていただきたいと思います。
　そのおひとり。Ｎｉ[image: 外字]先生は、不ふ心ここ得ろえ者ものの自分でも、ニトロプラスで『デモンベイン』な方だというのは存じておりました。そんな方に拙せつ作さくのキャラを作りからイラストまで描いていただくと聞いて、ほんとびっくらぶったまげたというか随ずい喜きの涙が出ました。
　で、結果についてはこの本を手にとってくださってる読者さまがたには自じ明めいの理りというか、こうしてアニメ化にまで至ったことでまさに証明されていると思います万ばん歳ざい！
　そんなＮｉ[image: 外字]先生、ホビージャパン本誌でも毎月『百花繚乱　戦国絵巻』という眼福なイラストコラムを連載してくださっているんですが、９月号で確か、エアコンのリモコンをなくしてこの猛暑の中エアコンが使えない、というネタがありました。部屋中を探してもない、とのことですが、そういう経験、自分もあります。
　自分の場合ＰＳ２の別売リモコンでしたが、買った直後に完全に消失しました。ほんとに不思議だったんですが、いま考えると、おそらくはゴミ箱の中に落っことして、そのままゴミとして出してしまったのではないかと。なのでＮｉ[image: 外字]先生も、諦あきらめてメーカーサポートからリモコンだけ購入するなどオススメします。てもうやってますよね。すいません。


　もうおひと方。風かざ華はなチルヲ先生は、小説一巻の発売以来、ずっとＷＥＢコミックを担当していただいています。これがほんとにおもしろくって、しかもキャラをばっちりとらえた上でデフォルメをかましたその具合が最高なのです。
　正直、自分も風華先生のマンガから、キャラの方向性みたいなものを教えていただいたことが何度もあります。兼継の呼び名ネタなんてまさにそうで、〝ぐっちょり〟とかそのままいただいたりもしました。ありがとうございます。
　風華先生とは一度食事（ていうか呑み）をご一緒しましたが、ノリの抜群なサービス精神と気配りの効いたダンディーでありましたイカス！
　アニメのＢＤ＆ＤＶＤにも毎巻、風華先生の四コマが、それも音声付で収録されるとあっては、いまから楽しみで仕方がありませんマジで。


　かようにアニメはもとより、小説版『百花繚乱』も、とても自分ひとりではとうてい作れなかった、という話でありました。伏して御おん礼れい申し上げまする。
すずきあきら　　
◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆
〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8
㈱ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部
すずきあきら 先生／Ｎｉ[image: 外字] 先生
[image: 画像]
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